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写真3 第10次調査区西壁土層断面
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写真4 第31次調査区南壁後背湿地と浜堤,U土層断面
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基本層序・浜堤列移行部撮影位置図
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写真9 第21次調査区南壁土層断面

写真 6

写真7 第32次調査区南壁土層断面

第15次調査区東壁土層断面

査区南壁土層断面

写真11 第31次調査区北壁土層断面



写真12.第 9次調査 SK9101土城墓確認状況

写真13.第 9次調査 SK9101土墳墓縄文土器出土状況



写真14 第 9次調査 S1926竪 穴住居跡全景

写真15 第 9次調査 S1926竪 穴住居跡遺物出土状況



写真16.第 29次調査 6・ 7号墳完掘状況

写真17 第28次調査 6号方形周溝墓完掘状況



写真18 第 3次調査 4・ 5号墳、4号方形周溝墓航空写真 (r沼向 1～ 3次調査』より転載)
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写真19 第 1次調査 1～ 3号墳航空写真 (『沼向 1～ 3次調査』より転載)



写真20 第 8次調査 S1807竪 穴住居跡金景
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写真21 第 8次調査 S1807竪 穴住居跡カマ ド遺物出土状況
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写真22 第30次調査 S13001A竪穴住居跡炭化材検出状況
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写真23 第30次調査 S13002竪 穴住居跡炭化材検出状況
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写真24 第30次調査 SE3002井戸枠検出状況

写真25 第30次調査 SX301 71性 格不明遺構遺物出土状況
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写真26 第10次調査 SX10220A井 戸枠検出状況
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写真27 第10次調査 SX1 0220A井 戸枠裁害!断面



写真28.第 10次調査 SX10220A井 戸枠①

写真29 第10次調査 SX1 0220A井 戸枠②



写真30.第 18次調査 SE1812井戸跡全景

SE1812井戸跡遺物出土状況



轡

S1904竪穴住膳跡 (吉境時代前期 :沼向③Bl期 )出土土鐘
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S11007竪穴住居跡(古境時代前期:沼向OB2期 )出土土器
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S11011竪穴住居跡(吉境時代前期 :沼向③B3期 )出土土錘

写真32.古墳時代前期 (沼向③B期 )出土違物
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写真33.古墳時代後期 (沼向⑥B期 )出土遺物①
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写真34.古墳時代後期 (沼向⑥B期 )出土遺物②
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文序

仙台市の文化財保護行政に対しまして、日ごろからご理解、ご協力を賜り、誠に感謝申し

上げます。

ここで報告しますのは、仙塩広域都市計画事業・仙台港背後地土地区画整理事業に伴う遺

跡発掘調査のうち、沼向遺跡において平成 7年度から平成16年度まで10年間をかけて行った

第 4久調査から第34次調査をまとめたもので、沼向遺跡としては3冊 目の報告書です。

この区画整理事業は、仙台港の増大する物流需要と船舶の大型化・コンテナ化等の輸送草

新に対応するため、仙台港に隣接する北側から西側の背後地一体を、宮城県はもとより、東

北地方の国際貿易・交通拠点として、また仙台都市圏の物流拠点 。工業生産拠点としての機

能を持つべき地区として整備計画されました。これまで、宮城県が施行主体で、県と仙台市

が共同で整備に当たってきました。

区画整理地内の土地利用は、センター地区、流通業務地区、工業地区、住宅地区の 4つに

区分されており、ここで報告します沼向遺跡は工業地区に該当する、一番海辺に近い遺跡で

す。本書は、縄文時代後期から江戸時代にかけて断続的に営まれた集落の調査報告を主とし

ております。様々な視点から行った自然科学分析も含め、往時の仙台平野北部の環境変遷や

その海岸部に住む人々の環境に適応した暮らしぶりの一端を明らかにする貴重な成果を得る

ことができました。

先人の遺した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ未来へと継承していくことは、

現代に生きる私たち市民の人事な仕事であると思います。つきましては、今回の調査成果が、

地域の歴史を解き明かしていくための貴重な資料となり、学術研究のみならず学校教育や生

涯教育などのあらゆる場面で活用され、皆様の文化財へのより深い関心とご理解の一助とな

れれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書の刊行に際しましてご指導、ご協力下さいま

した皆様に心より感謝申し上げる次第です。

平成22年 3月

仙台市教育委員会

教育長 荒  井 塵
ボ



例言

1.本書は、仙塩広域郭市計画事業仙台港背後地土地区画整理事業に伴う沼向遺跡第4次～34次発掘調査の報告書
である。すでに公表された広報誌等に優先するものである。

2.本書の執筆は、第35章自然科学分析を除いて、主に斎野裕彦、佐伯修一、多ヶ谷合理が行ない、斎野が総括し
た。分担は以下の通りである。

第 1章………………………第 1・ 2・ 3・ 6・ 7節 :斎野、第 4・ 5節 :斎野、多ヶ谷、田口雄一

第 2章～第33章 ……………斎野、佐伯、多ヶ谷

第34章………………………斎野、佐伯

第35章………………………各節に明記

第36章………………………第 1・ 3・ 6・ 8・ 9。 12・ 14・ 15節 :斎野、第10節 :斎野、藤井勝哉、第2,7・
13節 :斎野、田日、第 4・ 5。 11節 :斎野、多ヶ谷

3.自 然科学分析については、以下の大学・研究機関・研究者へ依頼した。
平成13年度放射性炭素年代測定…………日本大学年代測定室 小元久仁夫
平成14～17年度放射性炭素年代測定……古環境研究所 松田隆二
木製品 。炭化材の樹種同定………………東北大学植物園 鈴木三男 小川とみ
プラントオパール分析―…………………古環境研究所 松田隆二
大型植物化石同定…………………………古代の森研究舎 吉川純子
モモ、スモモ及びアンズの樹体生育……宮城県農林水産部 伊藤博祐
平成14年度花粉分析………………………古代の森研究舎 吉川昌伸
平成15年度～平成16年度花粉分析………古環境研究所 金原正子
昆虫化石分析………………………………金城学院大学 森 勇一
寄生虫卵分析………………………………古環境研究所 金原正子
非破壊成分分析……………………………古環境研究所 杉山真二
人骨 (歯 )・ …………………………………東北大学大学院歯学研究科 鈴木俊彦
ガラス製小玉の非破成分分析……………筑波大学 小笠原正明   佐賀大学 加藤晃一
4.第 1分冊第 1章の平成 5・ 6年当時の沼向遺跡周辺の写真については、高橋親夫氏から提供して頂いた。写真
は現在、仙台市博物館に所蔵されている。

5.発掘調査及び報告書作成にあたって以下の機関、個人から、種々の協力、教示をいただいた。
宮城県教育委員会、宮城県仙台港背後地土地区画整理事務所、大阪府教育委員会、川本町教育委員会、倉吉市

教育委員会、仙台市博物館、高松市教育委員会、和鋼博物館、相沢清利、安藤広道、出穂雅美、石川日出志、

大野 薫、岡田 賢、菊地芳朗、佐藤由紀男、設楽博巳、高瀬克範、高橋千晶、高橋親夫、高野 学、田崎博
之、種石 悠、藤沢 教、藤沢典彦、堀内昭博、松井一明、松本秀明、水野正好、山下平重、山田昌久
6.本書に関わる一切の資料は仙台市教育委員会が保管している。

凡例

1.本書の土色は、新版標準土色帖 (農林水産省水産技術会議事務局1998年版)に準拠している。
2 本書中の地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「塩釜」「仙台東北部」を合成したものを使用した。
3 遺構図中の座標値は、沼向遺跡の先行調査 :第 1～ 3次調査に倣い、日本測地系座標を使用した。
4.座標 X-191405・ Y15415を 沼向遺跡の10m× 10mGridの基軸とし、Y軸は】ヒヘOA・ OB・ OC…、南へA・ B・
C・…、 X軸は東Vへ 1ヽ・ 2,3-・ 、西へ 01・ 02・ 03-。 とする。

5。 本文図版等で使用した方位はすべて真北を基準としている。

6.標高値は海抜高度 (T・ P)を示す。
7.遺構図は縮尺1/60を基本とした。その他、各スケールを参照されたい。
8.基本層の表記は沼向遺跡の先行調査に準じ、浜堤列では表土層からローマ数字を用い、後背湿地では、アラビ
ア数字を用いた。浜堤列の基本層に対応しない層には、「各調査区―アルファベット (ex.A層 )」 の名称を付

けた。

9.遺構名の登録として、以下の略語を使用した。
SA:区画施設、SB:掘立柱建物跡、SD:溝跡、SE:井戸跡、SI:竪穴住居跡・竪穴遺構、SK:土坑、SR:
旧河道、SX:サl■格不明遺構、P:ピ ットを使用した。これらの遺構の中に埋まっている土を「埋土 (ま いど)」
とした。

10,遺構名は、遺構ごとに「調査区名称一番号」の名称を付けた。先行する調査区から続く遺構については、遺構

名を踏襲した。



■.調査区の面積及び水田区画の面積は測量用ソフトを使用して算出した。また、遺構の面積は、タマヤテクニク
ス株式会社のPLANIX 7を使用して算出した。
12.遺構の主軸方位は、カマドの確認できる竪穴住居跡はカマ ドを通した軸方位を主軸方位とし、その他の遺構に
関しては長軸の方位を主軸方位とした。

13.遺構の壁面の立ち上がり角は、鉛直軸に対する壁の角度を計算した。
14.SI竪穴住居跡・竪穴遺構の断面図では、床面 。底面及びカマド使用面は太線とし、掘 り方は細線とした。
15.調査区の上層断面図の攪乱については、浜堤列では攪乱の文字をいれ、後背湿地では攪乱の部分にトーンをか
けた。

16.遺物の登録・整理及び報告書での表示には、以下分類と略号を使用した。
A:縄文土器、B:弥生土器、C:非ロクロ土師器、D:ロ クロ成形の土師器、E:須恵器、G:土師質土器、H:
瓦、I:陶器・土器、J:磁器、Ka:打 製石器、Kb:磨 製石器、Kc:礫石器、Ke:石 製模造品、Kf:
紡錘車、Kg:砥石、Kh:硯、Ki:石 鉢、Kx:不 明石製品、L:木製品、N:金属製品、P:土製品、T:
玉製品

金属製品のうち、寛永通費は全て銅銭である。

17.遺構平面図・断面図中では、以下の略号を用いて遺物を表記した。
M:金属製品、P:土器、S:石、W:木
18.遺物実測図は原則として縮尺1/3で表示した。
19 遺物実測図において、外形線 。中心線・稜線は実線、推定線は破線で表した。中心線が一点鎖線のものは、転
回し、図上復元したものである。内面黒色処理を施したものについては一部にトーンをかけた。また、礫石器

の磨面にもトーンをかけた。

20,遺物観察表における ( )内数値は図上復元値である。また、土器類の回 :口縁部、頸 :頚部、体上 :体部上
半部、体下 :体部下半部、底 :底部、端 :端部の略語である。

21.遺物はFNシ リーズのテンバコ32(外寸 :440× 600× 150mm)で換算した。
22.非ロクロ土師器の容量に関しては、遺物実測図から高さlcmご とに半径を計測し、半径 ×半径×3.14の計算式
で算出した。
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第 1章 調査概要

第 1節 調査の経緯

1.土地区画整理事業地内遺跡
平成 2年 11月 16日 に宮城県が都市計画決定 (平成 3年 7月 23日事業計画決定)した仙台港背後地土地区画整理事

業の区域には、発掘調査の対象となる遺跡として沼向遺跡 (遠藤館跡を含む)、 竹ノ内遺跡などがあった (第 1-1・

2図 )。 そのため、平成 2年度から土地区画整理を担当する宮城県土木部と文化財行政を担当する宮城県文化財保護

課及び仙台市文化財課との間で、事業と遺跡の調査等について協議が重ねられた。そして、協議の一環として、周

知されていた高柳A遺跡、高柳 B遺跡、竹ノ内遺跡、沼向遺跡、中野曲田板碑、耳取観音堂板碑等について、平成

2年度に、宮城県文化財保護課、仙台市文化財課及び宮城県国際港都市整備課の三者で、改めて分布調査を行なっ

た。平成 3年度から5年度にかけては、分布調査の結果を受けて、高柳A・ B遺跡と竹ノ内遺跡の確認調査を宮城

県文化財保護課、沼向遺跡の確認調査を仙台市文化財課が実施した。

平成 5年 9月 7日 、確認調査の報告会を開催、遺跡範囲を確定し、本調査範囲を文化財側から説明した。この時

に高柳 A遺跡と高柳 B遺跡を中野高柳遺跡と一本化し、その範囲も他の遺跡同様、若千変更している①これにより、

事業地内遺跡として、沼向遺跡、竹ノ内遺跡、中野高柳遺跡が本発掘調査の対象となった。

それを受けて、沼向遺跡は、平成 6年度から仙台市教育委員会が本調査を開始した。なお、平成 6年度の沼向遺

跡の本調査終了後、平成 7年度に、その北側の水田 (後背湿地)を試掘調査し、水田跡の広がりを確認したので、

遺跡範囲を北側に拡大している。

2.事 業地内遺跡 と沼向遺跡
事業地の総事業面積は約260haに及ぶ。事業地内には、前述のとおり沼向遺跡 (遠藤館跡を含む)、 中野高柳遺跡、

竹ノ内遺跡、中野曲田板碑、耳取観音堂板碑が遺跡として登録されている。仙台市文化財課では、平成 6年度より

沼向遺跡 (第 1,2次調査)、 翌平成7年度からは中野高柳遺跡 (第 1次調査)の本調査を開始した (註 1)。

事業地内遺跡で、沼向遺跡は最も北側及び東側に位置する (第 1-2図 )。 遺跡範囲の北側一部は、多賀城市境と接

している。遺跡範囲は東西約600m、 南北約350mの 約11.7haで ある。この遺跡範囲の中央部に包括されるような状

況で「遠藤館跡」が登録されている。遠藤館跡の遺跡範囲は東西約230m、 南北約190mの約0.6haで ある。両者の

遺構は混在することが予測され、遠藤館跡の範囲であっても沼向遺跡の一部として調査・報告し、沼向遺跡の調査

次数を与えている。

沼向遺跡の調査は、平成22年 3月 時点で、第36次調査まで行なわれている。発掘調査された総面積は約6.8haで

あり、遺跡範囲の約58%である。このうち、第1～ 3次調査と第35次調査の報告書はすでに刊行されており (仙台

市教育委員会2000、 2009)、 第36次調査の報告書は、今年度刊行される。本書では、第4次～34次調査の報告を行

なう。

第2節 地形的・歴史的環境

沼向遺跡は宮城県仙台市北東端の海岸部、多賀城市と隣接する宮城野区中野字沼向に位置し、浜堤列と後背湿地

に立地する (第 1-2図 )。 仙台港フェリー埠頭から北方約400mの地点である。現況における標高は、浜提列で約1.5

m、 後背湿地で約0.6mである。ここでは沼向遺跡の立地する仙台平野北部を中心して地形的環境、歴史的環境を
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概観する。

1.地 形 的環境
仙台平野は南北約50km、 東西約10kmの大平洋に面する臨海沖積低地である。平野の地盤高は大部分で5m以下

であり、地表面は極めて低平かつ低湿で、自然堤防、旧河道、後背湿地、浜堤列が明瞭に発達する。沖積低地の北

方には緩やかな起伏を有する多賀城丘陵が広がり、北東には無数の島が散在する松島湾と七ヶ浜半島がある。仙台

平野は、西縁を構造線で明瞭に画されており、その西方には、陸前丘陵、及び1可岸段丘が広がっている。仙台平野

は、東流する河川流域ごとに、北から、七北田川下流域を北部、名取川下流域を中部、阿武限川下流域を南部に分

けられ、形成された地形面にも、それぞれ特徴がみられる。

沼向遺跡は、このうち、平野北部、七北田川下流域左岸にある。七北田川の流路は、かつて、現在の多賀城市新

田から多賀城市人幡へと東流し、湊浜で海に注いでいたが、慶長年間 (1596～ 1615)と 寛文十年～十三年 (1670～

73)に、主流路を蒲生へ流れるように工事を行なった経緯があり、この期間を通じて、遺跡周辺の土地条件が大き

く変わっていったことが考えられる。現在の七北田川は、幹線流路長45kmの河川である。

沼向遺跡の立地を詳しくみると、表層の微地形分類では、浜堤列と後背湿地にある (第 1-3・ 4・ 7図 )。 このうち、

浜堤列は、松本秀明によって 3列 :第 I浜堤列、第Ⅱ浜堤列、第Ⅲ浜堤列に分類されており、遺跡の立地する浜堤

列は、最も陸側の第 I浜堤列であり、その西側縁辺部に位置する。浜堤列は、海岸線にそって形成されるほぼ平行

する細長い微高地で、各浜堤列間の微地形は、低湿な堤間湿地となっている。また、遺跡北東部の後背湿地は、第

I浜堤列の形成後、その縁辺部をポケット状に狭る西方からの自然の営力、大洪水によって形成された微地形であ

る。その地形形成は、後述するように、古墳時代中期の早い時期に起こっており、それ以前と以後では、遺跡の上

地条件が大きく異なったことが考えられる。こうした沼向遺跡の立地、土地条件に関しては、個々の河川の地形形

成作用を基本として考える必要があり、七北田川下流域についてみると (第 1-3図 )、 第 I浜堤列の西方には、自然

堤防、後背湿地、旧河道などの微地形が分布するとともに、丘陵から平野へ流入する地点を扇頂として扇状地性の

地形面を形成している。この扇状地性の地形面は、七北田川下流域では、発達が弱い特徴があり、その要因として、

七北田川の土砂の供給量が比較的少ないことが考えられている。これは、沼向遺跡の調査において推定されたよう

に、遺跡西方に広がる後背湿地が、縄文時代後期中葉以降、古代～中世までは、潟湖であったことと強く関連する。

また、同様の扇状地性の地形面は、仙台平野中部の名取川下流域 (支流の広瀬川下流域を含む)で も形成されるが、

ここでは、名取川の土砂の供給量が多いことから、広 く発達している特徴があり、両者の違いは、第1-3図 をみる

と明瞭である。

このように、仙台平野の微地形形成には、河川の性格と、自然的、人為的な作用が大きく関与していることが知

られるが、それとともに、海水準の微変動との関連性も重視されている。

ここでは、仙台平野北部における最終氷期以降の地形環境の変遷について、松本秀明らの研究 (松本1984、

1994、 1995、 松本・野中2006)を確認しておこう。

仙台平野の沖積層の地下には第三紀層を主とする岩盤が存在する。仙台平野北部の七北田川の地下ではこの基盤

岩が海岸線に直交して深くなる埋没谷が認められ、その深度は海面下60mに達するという。埋没谷は未固結の堆積

物により埋積されており、埋積物は粒経の特徴から砂礫層を主とする埋積下層部、粘土を主とする埋積中層部、砂

を主とする埋積上層部に区分されている。このうち、埋積下層部は26000～ 33000yBP以前に堆積したおおむね地下

25～30m以下に厚く堆積する砂礫層で、河川中流域から上流域にかけての河床堆積物に類似する。埋積中層部は地

下15～30mに堆積する粘土層で、さらに、下部の湿地帯や後背湿地堆積物と考えられる沖積陸成粘土層と、上部の

内湾底や潟湖底堆積物と考えられる沖積海成粘土層に分けられる。そして、埋積上層部は全体で20～ 30mの層厚を
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もつ砂層で、下部の砂粒が比較的荒く貝殻片を含む海岸の波打ち際や浅海底に雄積した沖積海成砂層と、上部の粒

経が均質で貝殻片をほとんど含まない沖積風成砂層に分けられる。沖積平野を構成する沖積層の定義は、最終氷期

の海面最低下期以降の堆積物であることから、仙台平野においては上記の埋積層のうち埋積中層部以上の堆積物が

相当する。

この沖積層の堆積が始まる最終氷期の最寒冷期 :約 18000～ 20000年前には、平均気温が現在より7～ 8℃低下し

ていたとされており、地形環境は現在とは大きく異なり、海面は100m程度低く、仙台平野の海岸線は約40～50km

沖合にあった。名取川下流域の富沢遺跡では、当時の動植物相をそのまま残した湿地林の跡が、人類の活動の痕跡

とともに発見されている。その後、急速に海面は上昇し、海岸線は内陸側に移動するが、約8200年前から約6800年

前にかけて、海水準の上昇速度の低下に伴い、河川が流送する土砂の堆積による地形変化が顕在化する。なかでも、

仙台平野を特徴づけるのは、最終氷期以降、土砂の供給量が相汁的に多い名取川の下流域では内湾の埋積が完了

して海岸線が突出していくのに対し、土砂の供給量が相対的に少ない七北田川の下流域では名取川下流域の突出に

伴って砂洲の形成が沖に進展するなどして、長期間、浜堤列に陸封された広大な潟湖が存続し、河川堆積物による

潟湖の埋積という形で低地の地形形成が進行したことである。つまり、七北田川下流域の低地は、仙台平野の他の

流域と比較して、海水準のわずかな上昇・下降によって変化が生じやすい地形的特徴を有していることが指摘され

たのである。沼向遺跡の立地する第 I浜堤列は、標高が低く、まさに、こうした土地条件下にある。3列の浜堤列は、

海岸線の前進期を通じて連続的に形成された地形で、各浜堤列を構成する砂層は堤間湿地の地下で連続しており、

約5000年前以降の海面のわずかな上下変動のうち、大きくは、約5000年前 (第 I浜堤列)、 約2000年前 (第 Ⅱ浜堤列)、

約700年前以降、現在にかけて (第Ⅲ浜堤列)、 相対的に海水準の高い時期に海岸部に沿って形成された海浜砂堆の

頂部が現在の地表面に頭を出し、列状の高まりとして認められる部分と考えられている。この海水準の微変動につ

いては、約5500年前には現在よりもlm程度高い位置まで達し、その後は約1300～ 1400年周期で海水面は 1～ 2m

の微変動を繰 り返していると推定されている。また、七北田川下流域に発達する自然堤防の形成年代は、その直下

にある後背湿地堆積物の放射性炭素年代が測定され、1520yrBP頃及び2400yrBP頃 という大きく2つの時期が確認

され、溢流によって形成される七北田川下流域の自然堤防の形成には特定の時期が存在する可能性があると指摘さ

れている。

沼向遺跡の調査は、こうした七北田川下流域の地形学の成果をふまえながら、松本秀明らとの現地での検討を繰

り返しながら行なわれた。

2.歴 史 的環境
仙台平野中北部の地形的環境をふまえながら、ここでは、七北田川下流域の歴史的環境を、名取川下流域を含め

て概観しておこう (第 1-5'6図、第1表 )。

(1)旧石器時代

平野北部の七北田川下流域では、平野中部の名取川下流域の扇状地性の地形面に立地する富沢遺跡のように、低

地での旧石器時代の遺跡は見つかっていない。

(2)縄文時代

七北田川下流域では、自然堤防に立地する山王遺跡で中期以降、浜堤列に立地する沼向遺跡で後期中葉以降、遺

物の出土が見られ、丘陵では、金堀貝塚、加瀬貝塚、五万埼遺跡などがあり、前期から後期前葉にかけて、遺跡よっ

ては貝塚が形成され、それ以降も遺物の出土が認められている。しかし、その数は比較的少なく、この時代には、

仙台平野の北東側に位置する七ヶ浜半島から松島湾にかけて、室浜貝塚、大木囲貝塚、二月田貝塚など、数多くの

遺跡が分布しており、縄文時代を通じて、安定的な生活の痕跡が認められ、晩期中葉からは土器製塩も行われてい
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る。七北田川下流域には、当時、潟湖が広がっていた地形環境が推定され、沼向遺跡では遺構を伴って製塩土器も

出土していることから、これらの地域は、外洋、湾、潟湖などの沿岸域に立地し、漁捗活動を主とする生業を営ん

でいたと考えられる。これに対 して、名取川下流域では、扇状地性の地形面が広 く発達しているなかに集落の展開

が見られ、貝塚は形成されておらず、土器製塩も行われていない相違がある。

(3)弥生時代

七北田川下流域では、自然堤防に立地する山王遺跡や自然堤防から後背湿地に立地する市川橋遺跡、浜堤列に立

地する沼向遺跡のほか、周辺の丘陵には、五万埼遺跡などがある。このうち、山王遺跡では、弥生時代と推定され

る水田跡が検出されており、市川橋遺跡などでは石庖丁が出土している。七ヶ浜半島では、沿岸域に大代洞窟、桝

形囲貝塚、清水洞窟、東宮貝塚などが分布し、中期前葉～中葉の古段階まで、貝塚が形成され、土器製塩も行われ

ていた。沼向遺跡で中期前葉の製塩土器の出土がいくつかの包含層で確認されたのは、地形環境の復元にとって重

要であるばかりでなく、七ヶ浜半島の遺跡群の動向と関係していることが知られる。また、中期中葉の中～新段階

以降、土器製塩が行われなくなり、貝塚が形成されなくなると、遺跡数も減少する。名取川下流域では、水田跡が

複数の遺跡で広く認められ、土器製塩も行われず、貝塚も形成されていないが、中期中葉の新段階以降、遺跡数が

減少する傾向は認められている。七北田川下流域と名取川下流域は、地形環境の違いとともに、それに適応した生

業の技術体系 もやや異なることが推定されるが、遺跡の消長に共通性があることは、流域を越えた地域社会の動き

があることを示している。

(4)古墳時代

前期は、前半と後半に大別される。七北田川下流域では、後半に、方墳、円墳といった古墳、方形周溝墓が出現 し、

集落の形成が認められる。沼向遺跡では、後半の墓域と居住域が検出されている。山王遺跡では、複数の地点で水

田跡が検出されており、広域的な水田経営がなされていたことが知られる。しかし、前方後円墳や、前半の集落は

確認されていない。潟湖が広がる環境は、生業や集落立地に関わりをもちながら、この時期以降も、古墳時代を通

じて存続していくが、それとは異なり、自然堤防が広く展開する名取川下流域では、藤田新田遺跡の居住域、戸ノ

内遺跡の方形周溝墓など、前半から古墳、方形周溝墓が出現し、集落の形成が認められる。前半から後半にかけて

水田跡も検出されており、居住域の検出例も多くなる。それと、後半には、遠見塚古墳、雷神山古墳といった前方

後円墳が築造される。

中期になると、古墳の築造は、一旦、行われなくなる。七北田川下流域では、丘陵に近く、扇状地性の地形面の

自然堤防に立地する鴻ノ巣遺跡で、拠点的な集落が形成されるようになり、遺跡数は減少する。沼向遺跡では、遺

構、遺物の検出が極めて少ない時期である。名取川下流域では、扇状地性の地形面の自然堤防に立地する南小泉遺

跡で、拠点的な集落が形成される。また、中期後半からは大野田古墳群をはじめとして群集墳が築かれるようにな

る。

後期には、七北田川下流域で、中葉 :住社式新段階～栗囲式期から遺跡数が増加し、拠点的な集落がなくなって

いく。沼向遺跡のこの時期の遺構も、こうした新たに形成された集落と位置づけられ、居住域と生産域 :畑域 と水

田域によって構成されている。周辺では、市川橋遺跡の居住域の形成がある。それに伴い、栗囲式期には、横穴式

石室をもつ川袋 1号墳 (円墳 )、 郷楽 4号墳 (円墳)な どの古墳や、大代横穴、道安寺横穴などの横穴墓が造営さ

れるようになり、沼向遺跡など、須恵器が比較的多く出土する遺跡も増えてくる。同様の傾向は、名取川下流域で

も認められるが、この流域では、その後、郡山遺跡において、 I期官行 (7世紀中葉～後葉)、 Ⅱ期官衛 (7世紀

末葉～ 8世紀初頭)が営まれるようになる。このⅡ期官行の造営に際しては、官行域の区画施設から富沢遺跡にか

けての地域に方格地割にもとづく条里型の土地割を施行しており (斎野2000)、 官行の性格とともに、土地制度に

おける画期をなしている。
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(5)奈良 。平安時代

奈良時代になると、七北田川下流域では、沼向遺跡の北北西3.5kmの 丘陵に多賀城が造営され、また、その南東

の丘陵に付属寺院である多賀城廃寺が設置される。多賀城跡の南側に位置する山王遺跡、市川橋遺跡では、遺構数

の増加がみられ、奈良時代の終末から平安時代の初頭には、南北大路と東西大路を基軸とした方格地割が施工され

ている。なお、多賀城は、780(宝亀11)年の伊治公皆麻呂の乱の後、802(延暦23)年 に胆沢城が完成すると鎮守

府としての機能が移されるものの、10世紀後半に廃絶するまで律令制による東北支配の中心的な役割を果たした。

また、陸奥国府周辺では、869(貞観■)年に、地震と津波によって死者千人を超える被害を出している。日本三

代実録には 5原野道路.惣烏浴涙』とあり、大地震による津波は七北田川下流域を海のように変えてしまったと記

述されており、潟湖としての地形環境が存続していたことが被害を大きくした可能性を考えさせる。この津波の痕

跡と考えられる堆積物が、沼向遺跡など、仙台平野海岸部の複数の遺跡から見つかっている。沼向遺跡では、奈良

時代から平安時代初頭まで、古墳時代後期と同様の集落構成が存続するが、 9世紀中頃には廃絶しており、この津

波堆積物は、それらの遺構を覆う後背湿地基本層 6層 として識別されている。

これ以降、沼向遺跡では、近世の17世紀前葉まで、約800年 間、遺構は検出されないが、潟湖の北岸にある山王

遺跡、新田遺跡などでは、継続した集落の形成がみられる。また、沼向遺跡の集落の廃絶に後続するような動きと

して、潟湖西岸に位置する中野高柳遺跡で、10世紀には生産域 :畑域と水田域が形成されるようになり、12世紀に

は居住域が営まれる。これらの遺跡は、沼向遺跡とは異なり、自然堤防に立地し、標高もやや高い傾向があり、こ

の時期には、沼向遺跡の立地する浜堤列が、居住に適さない環境になっていったことが考えられ、中世においても、

同様であったと推定される。

(6)中世

潟湖北岸・西岸の遺跡は、中世を通じて居住域の形成がみられる。この地域には、当時、南宮荘、人幡荘などの

荘園があったことが知られており、沼向遺跡のある中野周辺は、人幡荘の一部であった。八幡荘自体は12世紀頃ま

でには成立していたと考えられており、奥州藤原氏の滅亡後、在庁官人であった平陸奥介景衡が鎌倉幕府に八幡荘

の地頭職を安堵されている。結城小峰文書や関東下知状、白河文書当時の記録には人幡荘の地名として、「中野堤」

や「蒲生郷」、「萩園郷」、「蕨壇」、「柑子袋」、「藤木田」などが認められることから、中野から出花にかけての自然

堤防を居住域と生産域 :畑域、その周辺の後背湿地を生産域 :水田域としていたのであろう。中野高柳遺跡には、

八幡荘のなかでも有力な武士の屋敷群が形成されていたと考えられる。

室町時代には、人幡荘は下野国出身の保田景家の領地となる。保田氏は後に人幡介と名乗り、現在の多賀城市八

幡字古館という現在の砂押川を望む微高地上に居を構えていたと言われている。この古館という地には、かつて人

幡神社があったらしく、後にそれが、現在の多賀城市宮内に移り、今に至ると伝えられている。沼向遺跡の北東方、

ポケット状の後背湿地を挟んで、浜堤列に立地している。

(7)近世

慶長 5(1600)年 の仙台開府を契機として、仙台平野では、水運整備と新田開発が大規模な土木工事を伴って行

われるようになる。名取川下流域では、木曳堀の開削によって阿武隈川と名取川を結び、七北田川下流域では、七

北田川の主流路を付け替えて蒲生に河口を設けている。なかでも後者は、沼向遺跡の遺構群の展開に大きく関わっ

ており、慶長年間 (1596～ 1615)に蒲生萩袋の御仮屋守職で肝入の小野源蔵を工事監督者として行われた藩の政策

で、生産域の治水と耕地拡大を目的としていたことが知られている。沼向遺跡に集落が形成されるようになるのは、

17世紀中棄で、この土木工事の後のことであり、居住環境の改善もはかられていたといえる。しかし、この付け替

え工事は、これで完成したわけではなく、17世紀後半の1670～ 1673(寛文10～ 13)年には、塩釜湾と仙台城下を結

ぶ水上輸送路の強化として、四年の歳月をかけ、後に貞山堀と呼ばれる船入堀、船引堀の開削事業とともに、再度
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行われた。これは、藩命によって蒲生邑主和田織部房長とその家臣佐々木伊兵衛が計画し、藩を通じて幕府の許可

を得て行われている。寺嶋4多二 (1984)、 渡辺信夫 (2001)、 佐藤昭典 (2007)ら の研究によると、七北田川の主流

路付け替えは、慶長年間の工事では、湊浜を河口とする旧七北田川は存続 していたが、寛文年間の工事で、船入堀、

船引堀が開削されたことで、旧七北田川の水上交通路としての役割がなくなり、湊浜も閉じられたと考えられてい

る。

こうした三度にわたる土木工事によって、水通の整備がはかられるとともに、七北田川下流域の新田開発も進行

していくのであり、1774(安永 3)年の中野村の F風上記御用書出』には、「田代 弐百五拾弐貫四百九拾八文 。一

畑代 弐拾壱貫弐拾六文」とあり、人口は616人、村内の屋敷数は15箇所を数え、その一つに「沼向屋敷」の記載が

確認される。この屋敷は、沼向遺跡の範囲に含まれる遠藤館跡と推定される。また、中野村に隣接する人幡村の『風

土記御用書出』には、「沸沼 廻三百五拾間」とあり、現在では、「掃沼」として沼向遺跡の北東側に地名として残っ

ている。その場所は、ポケット状の後背湿地の中央部に相当し、調査では確認されていないため、遺跡範囲外にあっ

たと考えられる。

第 3節 調査の方法と経過

1.発掘調査
(1)方法

i)調査区Gridの 設定 :Gridの設定は、第1次調査区の基軸ラインとした日本測地系 (平面直角座標系X)のX=
-191.405km、 Y三 十15 415kmを 踏襲 した。Y軸 は基点から北へOA・ OB・ OC・ OD。 ・・・、南へA・ B・ C・ D。 ・・・、

X軸 は基点か ら東へ 1・ 2・ 3・ 4・ ・・・、西へ01・ 02・ 03・ 04・ ・・ 。とする10m× 10mGridを 使用 した (第 1-9図 )。

Gridの 細分は、lGridを 四分割して5m× 5mGridと し、北西のGridを a、 北東のGridを b、 南東のGridを c、 南西の

Gridを dと した。さらに、遺構の位置を示す詳細表記は、日本測地系 (平面直角座標系X)の数値を直接記入した。

なお、第 1～ 3次調査では、遺構の詳細表記は、起点を00mと するN値、S値、E値、W値を用いている (第 1-8図 )。

ii)遺構名称 :遺構名の略号に関しては凡例で提示した。遺構番号については、調査次数が多いことから、遺構呑

号の頭に調査次数を冠して、第 4次調査 1号溝跡はSD401、 第 5次調査 1号溝跡はSD501のようにし、遺構の分類

毎に通し番号で01か ら表記している。従って、遺構番号は第4次調査から第 9次調査までは3桁以上、第10次調査

から第34次調査は4桁以上になる。ただし、過去の調査で検出された遺構と同一遺構 (延長部分や調査区外未掘部

分)に関しては、遺構番号を踏襲した。なお、古墳 。方形周溝墓は調査次数番号を使用せずに、通し番号で表記し

た。なお、調査中に欠番となった遺構については整理作業においても欠番のままとした。

�)「Ⅱ層上面遺構」と「Ⅲ層上面遺構」:浜堤列で検出される遺構は、第 1次～ 3次調査の成果から、基本層Ⅱ層

上面で検出される近世の遺構を「Ⅱ層上面遺構」、基本層Ⅲ層上面で検出される古墳時代の「Ⅲ層上面遺構」に大

別されている。第4次～34次調査では「Ⅲ層上面遺構」の時期幅が縄文時代晩期～平安時代初頭と広がったが、基

本的には第 1次～ 3次調査の成果が確認されており、この分類を踏襲した。なお、調査区によっては、基本層Ⅱ層

が削平されて、「Ⅱ層上面遺構」がⅢ層上面で検出されることもある。この場合、Ⅲ層上面で「Ⅱ層上面遺構」と「Ⅲ

層上面遺構」が検出されることになるが、両者の埋土は異なり、「Ⅱ層上面遺構」では黒色、赤褐色の砂質シルト

やシルトを主とするのに対して、「Ⅲ層上面遺構」では褐色、にぶい黄掲色のシルト質砂や砂を主としており、ほ

ぼ明確に分離される。

iv)遺構実測 :平成12年度の第10次調査から、遺構の平面実測に、日本測地系にもとづくトータルステーションを、

業務委託して導入した。その理由は、沼向遺跡の発掘調査の増加が予測されたために、それに姑処できる調査方法
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を必要としたことにあり、これによって、遺構調査の効率化がはかられ、遺構図面をデータとして管理することが

可能となった。この方法は、野外調査では、自動追尾式 トータルステーションにCG平板システムを運動させており、

調査区の壁断面図の作成や、遺物出土地点の測量などにも用いられた。また、室内整理では、手実測でとった遺構

断面図との整合を確認し、各遺構をデータ化する作業も平行して行った。

(2)経過

第 4次～34次調査は、平成7年度から平成16年度にかけて行なわれた (第 1-9図 )。 発掘調査の総面積は57293.8∬

である。報告書の作成作業は、平成17年度から平成21年度にかけて行なわれた。

遺 跡 名     沼向遺跡 (遠藤館跡を含む)

所 在 地     仙台市官城野区中野字沼向地内

調査原因     仙台港背後地内土地区画整理事業

調査主体     仙台市教育委員会

調査担当     仙台市教育委員会文化財課

調査期間     平成 7年 9月 6日 ～平成16年 12月 24日

調査面積     57,2398∬

調査次数     第 4次調査～第34次調査

平成 7年度

調査次数     第4次調査

調査期間     平成 7年 9月 6日 ～平成 7年 9月 14日

調査面積     454.1∬ (中野字沼向91‐28他 )

調 査 員     佐藤甲二、渡邊 誠、神成浩志、竹田幸司

作 業 員     72名

平成 8年度

調査次数     第 5次調査～第 8次調査

調査期間     平成 8年 8月 2日～平成 8年 12月 13日

調査面積     1,947.8だ

調 査 員     佐藤甲二、本多裕聡

作 業 員     54名

第 5次調査   (平成 8年 8月 2日～10月 29日 )1,101.0∬  中野字沼向91-1他

第 6次調査   (平成 8年 10月 15日 ～11月 8日 ) 280.3だ 中野字沼向135-1他

第 7次調査   (平成 8年 10月 22日 ～12月 H日 ) 341.9だ 中野字沼向135-5他

第 8次調査   (平成 8年10月 16日～12月 13日 ) 224.6∬ 中野字沼向91-24他

平成 9年度

調査次数     第 8次調査

調査期間     平成 9年 4月 14日 ～平成 9年 5月 28日

調査面積     1,017.3∬ (中野字沼向91-24他 )



第3節 調査の方法と経過

調 査 員     佐藤甲二、渡部 紀

作 業 員     40名

平成10年度

調査次数     第 9次調査

調査期間     平成10年 9月 7日 ～平成10年 12月 11日

調査面積     2,250.0ど (中野字沼向91-23他 )

調 査 員     佐藤甲二、根本光一

作 業 員     40名

平成11年度

調査次数     第 9次調査

調査期間     平成■年 4月 12日 ～平成11年 10月 13日

調査面積     3,300.2ゴ (中野字沼向91‐23他 )

調 査 員     佐藤甲二、根本光一

作 業 員     48名

平成12年度

調査次数     第10次調査

調査期間     平成12年 5月 16日 ～12月 21日 、平成13年 3月 6日 ～ 3月 26日

調査面積     3,460.0だ (中野字沼向135-1他 )

調 査 員     佐藤甲二、斎野裕彦、森 剛男

作 業 員     64名

平成13年度

調査次数     第10次調査～第17次調査

調査期間     平成13年 4月 5日 ～平成13年 12月 20日

調査面積     15,845.5だ

調 査 員     佐藤甲二、斎野裕彦、赤澤靖章、森 剛男

作 業 員     122名

第10次調査   (平成13年 4月 5日～11月 22日 )4,747.2ゴ 中野字沼向91-18・ 93-4・ 94・ 95。 96

第11次調査   (平成13年 4月 12日 ～ 7月 13日 )1,079,0だ 中野字沼向91-9.30.31

第12次調査   (平成13年 4月 19日 ～10月 3日 ) 995.8∬  中野字沼向91ぃ 1・ 114-12・ 115。 116

第13次調査   (平成13年 7月 3日 ～9月 27日 )1,134.6∬ 中野字沼向91‐18.21。 107-1.4.6.7

第14次調査   (平成13年 7月 13日～12月 20日 )4,118.6だ 中野字沼向16-1・ 135‐ 1.5.6

第15次調査   (平成13年 9月 10日～12月 20日 )2,659.1だ 中野字沼向137・ 138‐ 1.2・ 321-2・ 322-1

第16次調査   (平成13年 11月 7日 ～12月 4日 ) 886.9∬  中野字沼向105。 112‐ 1

第17次調査   (平成13年 9月 10日 ～12月 7日 ) 224.3ゴ  中野字沼向115
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平成14年度

調査次数     第18次西調査～第23次調査

調査期間     平成14年 4月 8日 ～平成14年 12月 20日

調査面積     8,366.8だ

調 査 員     斎野裕彦、村上秀樹、藤井勝哉、森 岡↓男

作 業 員     122名

第18次西調査  (平成14年 4月 9日 ～12月 20日 )4,973.6だ  中野字沼向91‐18他

第19次調査   (平成14年 4月 8日 ～ 8月 7日 )1,433.8ピ  中野字掃沼8-1他

第20次調査   (平成14年 4月 9日～ 4月 23日 ) 207.7だ 中野字沼向134-2他

第21次調査   (平成14年 9月 2日 ～11月 15日 ) 999.8∬ 中野字掃沼15。 16-1他

第22次調査   (平成14年 8月 6日 ～ 9月 20日 ) 297.3だ 中野宇沼向91-24他

第23次調査   (平成14年 6月 11日 ～ 8月 30日 ) 236.5だ 中野字沼向98

第18次東調査  (平成14年 9月 24日 ～11月 22日 ) 218.l� 中野字沼向91-14他

平成15年度

調査次数     第18次東調査・第24次調査～第28次調査

調査期間     平成15年 4月 7日 ～平成15年 12月 18日

調査面積     9,980.9だ

調 査 員     斎野裕彦、藤井勝哉、三塚博之、森 剛男

派遣調査員    山川純一、田口雄一、牧口直崇、多ヶ谷香理 (伽四門)

作 業 員     97名

第18次東調査  (平成15年 4月 7日～10月 21日 )3,235。2∬ 中野字沼向91-9他

第24次調査   (平成15年 4月 7日 ～ 6月 4日 )2,341,3∬  中野字沼向122-2.125-2・ 133他

第25次調査   (平成15年 4月 22日 ～10月 24日 ) 825,3∬ 中野字沼向97・ 98

第26次調査   (平成15年 7月 29日 ～12月 4日 ) 492.2∬ 中野宇掃沼8工他

第27次調査   (平成15年 10月 14日 ～12月 9日 )1,509.4だ  中野字沼向114-2他

第28次調査   (平成15年 9月 1日 ～12月 18日 )1,577.5だ  中野宇沼向122-2・ 133他

平成16年度

調査次数     第29次調査～第34次調査

調査期間     平成16年 4月 7日 ～平成16年 12月 24日

調査面積     10,617.2だ

調 査 員     斎野裕彦、藤井勝哉、太宰 明、森 岡J男

派遣調査員    菊池 豊、山川純一、田口雄一、高橋直崇、多ヶ谷香理 (lkl四 門)

作 業 員     112名

第29次調査   (平成16年 4月 7日 ～ 5月 28日 )1,297.8だ 中野字沼向130他

第30次調査   (平成16年 4月 7日 ～12月 24日 )4,001.3ゴ 中野字沼向98他

第31次調査   (平成16年 6月 18日 ～12月 13日 )1,190,7ポ 中野字掃沼10-1.沼 向91‐13他

第32次調査   (平成16年 4月 7日 ～12月 13日 )1,539.0ゴ 中野字掃沼 5他
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第33次調査

第34次調査

(平成16年 7月 27日 ～12月 15日 )1,397.9� 中野宇沼向131他

(平成16年 6月 1日 ～ 7月 23日 )1,190.5∬  中野字沼向123他

第 4次～34次調査発掘調査作業員 259名

永野くみ子 大泉照美.青山こく。武田典子.千葉恒男.小林賃.加藤友治.藤江勝子.相原妥各子 阿部美香 .

大友とし子.後藤靖子.金野静子.佐竹志女子.佐藤弘子 鈴木ちさ子.只木恵美子 津谷貞子.中村アサ子.西

鈴代.芳賀恵子.服部和恵.本田光子.本間しづえ.谷津和子.渡辺かほる。大山のり子.橘英子.峯岸きみえ.

佐藤てる子.井鳥喜久代.菅原晶子.遠藤清子.宮武典子。大谷基.金野節子.遠藤せい子.三浦祐子.佐藤薫

小野辰夫.植野武重 松田京子.武田雄次郎.石川守夫.佐藤人重子.丸森淑弘 岡田牧子.信清博.坪田孝子.
二本木年男.加藤儀三郎.高橋多美子.小松千代子.鈴木みよ子.高橋早映.伊藤和江.山並明夫.相沢芳巳.

佐々木洋介.横山美智子.根岸ゆみ.相沢あい子.水戸智.虎井優子.結城葉子.小澤洋子.今野順子 阿部孝

子.千葉志津子 似内幸子.佐々木洋子.山田惣次.鈴木恵子.工藤教子.野村孝子.星芳子.名越由美子.鈴木

幸子.加藤君夫 佐藤キヨミ.奥山妙子.奥山祐子.石井多賀子.小野妙子.菊田親男 武藤季鷹.門間あさよ。

横尾由記子.庄子弘子.原田由美子.関谷栄子.宮城富子。大槻明美.菅谷裕子.大内さくえ 岩間郁雄.長田源
七.大島武雄.渡辺純子.佐藤久栄.佐藤愛子 佐藤ゆう子.佐藤リキ子.鈴木峰子.千葉恭子 小林篤夫 飯塚

稔.村田健三.鈴木美代子 山寺文司.小野寺達重 吉田やよえ.内田節子.佐藤悦子.高橋弘子.相沢美佐子 .

青木吉次.小畑和子.上野美子.佐藤としゑ.阿部松雄.嘉村征機.奥山美華.小田島武弘 佐々木和江.蜂谷

清.小野寺美伊子.高橋由美子 赤井信.阿部憲夫.鈴木由美子.及川弘美.木村孝基.木村孝子.菊田くら子 .

宍戸友之。中田福美.小野二千男.萱場美枝子.篠原進.船水頼子.清藤智子.浅野登.菊池よしえ.鈴木秀典

三浦喜代.飯田君江。大黒洋一郎.佐々木紘.佐伯真紀子.岡田正嗣.富山克明.菊地東三郎。結城元.武田真理

子.伊藤信.加藤長司.菊地信裕.永沼けいこ.佐藤あや子 高橋太.高橋俊介 吉田躯紹子.小林和子.杉本節
子.小林正彦.加藤恵美子 中村公祐.若生恵美子.虻川紀子.相澤早苗.青木浩典.朝香輝朗.熱海千鶴.阿部
勝夫.阿部節子.阿部千加子.阿部竜―.安藤みえ子.飯島健一 石川好枝.岩崎功.岩崎洋子.岩測節.宇都官

克之.遠藤養郎.遠藤庸太郎.遠藤光昭.及川智子.大森紀子。大山要治 高橋志保.小澤綾子.小野國夫.小幡

和美.小幡則子.小幡みえ子.片倉環。金崎英之.川合哲.熊谷勝雄.小上紀久美 斎藤美也子.斎藤美幸.佐伯
三夫.坂上尚之.佐々木慶治,佐々木孝子.佐藤勝志.澁谷朱未.鈴木朝子.相馬泰子.平良昌.高橋護.高橋ま

ゆみ。武田隆志.鳥山美紗子.中沢由紀子。中村美保.成田美津子.畠山昌子.早坂寛己.福島誠.三浦綾子.三

浦耕平.三浦正敏.山口恵.小野寺あさみ 板谷美佐子。大金幸子 大友千代子.小野寺政見 加藤俊昭.嵯峨

潔 佐藤弘.高橋ちえ.高橋洋典.高橋佳子.武田雄介.伊藤竜子 渡邊辰夫.茂泉真由美.小松美樹.菅原弘

子.森田義史.浦山紀以子.青 4911君代.菱沼みのり.小野栄子.菊地和江.鈴木貴美子.針生せつ子.関内久子.

石川カツ子 安部文子.有路尚子.深瀬嶺子.森田義史 臼井美津子

2.整 理作業
(1)方法

この報告書は、調査面積、出土遺物量から、膨大な情報量になることが予想されたため、編集はデジタルデータ

化をして行うことにした。また、遺構図版の作成や遺物実測図のトレースなど、可能なところは業務委託を導入し

た。編集は、第 1章調査概要、第2章～第33章各調査区の調査成果 (第 4次～第34次 )、 第34章環境復元検討会、

第35章自然科学分析、第36章総括の順に行った。なお、編集の効率化をはかるため、各章あるいは各節の構成は、

本文中に遺構図や写真図版などは組み込まないようにし、本文の後ろに図、表、写真図版をまとめた。
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(2)経過

沼向遺跡の報告書作成作業は、平成17年度から平成21年度にかけて行った。

作業は、遺物の基礎整理と遺構図版の作成から始めた。遺構図版作成は、各調査区の個別遺構図作成と全体図作

成に、平成 9年度までの遺構図のデータ化を含めて、業務委託で行った。遺物については、水洗、ネーミング、接

合の後は、陶磁器は実測からトレースまでを業務委託、弥生土器、土師器、須恵器、木製品、石器など、他の遺物

はトレースを業務委託した。これらの作業と平行して、遺物写真の撮影、遺構及び遺物写真図版、遺物図版の作成、

原稿作成を進めた。平成20年 1月 には、関連科学の分析 。同定結果の検討会を開き、調査成果との整合性とともに

環境の変化と遺構群の変遷が確認された。この検討会を受けて、第4次調査から順次、各調査の原稿、図版を確認

し、総括の原稿作成しながら、編集作業を行った。

平成17年度 (報告書作成 1年目)

整 理 期 間   平成17年 4月 11日 ～平成18年 3月 23日

調 査 員   斎野裕彦、太宰明

派遣調査員   田口雄一、高橋直崇、多ヶ谷香理 (ω四門)

作 業 員   64名

作 業 内 容   遺物基礎整理、個別遺構図作成、遺物実測、陶磁器実測委託、分析・同定委託

平成18年度 (報告書作成 2年 目)

整 理 期 間   平成18年 4月 10日～平成19年 3月 22日

調 査 員   斎野裕彦、太宰明

派遣調査員   田口雄一、高橋直崇、多ヶ谷香理 (い四門)

作 業 員   33名

作 業 内 容   遺構図版作成、遺構写真図版作成、遺物実測、遺物写真撮影、陶磁器実測委託、実測図トレース

委託、分析・同定委託

平成19年度 (報告書作成 3年 目)

整 理 期 間   平成19年 4月 10日 ～平成20年 3月 19日

調 査 員   斎野裕彦、佐伯修一

派遣調査員   田口雄一、高橋直崇、多ヶ谷香理 (い四門)

作 業 員   22名

作 業 内 容   原稿作成、遺構図版作成、遺構写真図版作成、遺物実測、遺物写真撮影、実測図 トレース委託、

分析 。同定検討会

平成20年度 (報告書作成 4年 目)

整 理 期 間   平成20年 4月 10日～平成21年 3月 19日

調 査 員   斎野裕彦、佐伯修一

派遣調査員   多ヶ谷香理 (総四門)

作 業 員   12名

作 業 内 容   原稿作成、遺物図版作成、遺物写真図版作成、編集

11
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平成2刊 年度 (報告書作成 5年 目)

整 理 期 間   平成21年 4月 13日 ～平成22年 3月 19日

調 査 員   斎野裕彦、佐伯修一

派遣調査員   多ヶ谷香理 (伽四門)

作 業 員   3名

作 業 内 容   編集、校正、資料整理 (図面、写真、遺物)

整理作業員 64名

永野くみ子.大泉照美。相原妥各子.阿部美香.佐竹志女子.佐藤弘子.只木恵美子.津谷貞子.月 R部和恵,本田

光子.本間しづえ,谷津和子.大山のり子.橋英子 虎井優子.阿部孝子.千葉志津子.佐々木洋子 鈴木恵子 .

工藤教子.星芳子.佐藤悦子.高橋弘子.相沢美佐子 菅谷裕子 奥山美華.佐々木和江.小野寺美伊子 菊田く

ら子 佐藤てる子.清藤智子.三浦喜代.飯田君江.大黒洋一郎 虫亡チH紀子.青木浩典.熱海千鶴.阿部節子.阿

部千加子.安藤みえ子.石川好枝.岩崎洋子.岩測節。大森紀子.高橋志保.小澤綾子.小幡和美.小幡則子.河ヽ

幡みえ子.片倉環.川合哲.小上紀久美.斎藤美也子.鈴木朝子。中沢由紀子.畠山昌子.三浦綾子.山口恵.板

谷美佐子。大金幸子.大友千代子.伊藤竜子.茂泉真由美.小松美樹

第 4節 基本層序

浜堤列と後背湿地は地形形成過程が異なるため、沼向遺跡では、それぞれの基本層序を設定した。両者の混乱を

避けるため、浜堤列の基本層序はローマ数字、後背湿地の基本層序は算用数字を使用した (第 1-10～ 13図 )。

1.浜 堤列 の基本 層序
浜堤列の基本層序は大別 3層、細別20層を確認した。遺構はⅡ層上面とⅢ層上面で検出している。

I tt   la層 、 Ib層、 Ib'層、 Ic層の 4層 に細別される。現代の耕作土及び整地層である。

Ia層   第23次調査区を除くすべての調査区で確認した。黒褐色または暗褐色で、土性は調査域東部では粘土質

シルトが多く、中央部および西部シルト、砂質シルト、シルト質砂が多くなる。現代の畑耕作土及び整地土で、河ヽ

礫、炭化物、焼土粒を含む。層厚は 1～ 140cmで ある。

Ib層   第 5次～第 9次、第11次～第14次、第17次、第18次、第18次東、第22次～第23次、第25次～第28次調査

区で確認した。黒褐色または暗褐色粘土質シルト、砂質シルト、シルト質砂からなる。にぶい黄褐色または褐灰色

砂を含み、炭化物と酸化鉄を含む。 Ia層以前の耕作土及び整地上である。Ⅱ層上面遺構の一部は Ib層 から掘 り

込まれる。層厚は 1～41cmである。

Ib'層  第13次調査区で確認した。黒褐色粘土質シルトに黒色砂を多量に含む。層厚は0～ 16cmで ある。

Ic層   第 5次、第 7次、第 8次、第11次、第12次、第29次調査区で確認した。にぶい黄褐色もしくは灰黄褐

色砂からなり、黒褐色砂ブロックを多量に含む。 Ia層及び Ib層がⅢ層上部に及ぼした撹乱層である。層厚は1～

1lcmである。

Ⅱ層   Ⅱal層 、 コa2層、 Ⅱ a3層、 Hb層の 4層 に細別される。Ⅱa2層が確認されなかった調査区では、 コal

層とⅡ a3層の分層は困難で Ha層 として分層している。 Ha層 として確認したのは、第 5次、第 6次、第20次、第29次、

第33次、第34次である。

Ⅱal層  第 8次、第 9次、第15次、第23次～第25次、第28次調査区である。黒褐色または灰黄褐色シルト質粘土
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が主体で、一部で粘土質シルトになる。灰白色火山灰ブロックを少量含む。層厚は 1～ 29cmである。

Ⅱ a2層  第 8次、第 9次、第23次～第25次、第28次、第30次調査区で確認した。いわゆる灰白色火山灰層で、後

背湿地基本層 4層 に対応する。層相変化でにぶい黄橙色または褐灰色を呈す。Ⅲ層上面遺構と判断する際の鍵層

で、遺存状態が良好な一部のⅢ層上面遺構ではレンズ状に堆積する。層厚は 1～ 13cmである。

Ⅱ a3層  第 8次、第 9次、第15次、第23次～第25次、第28次、第30次調査区で確認した。黒褐色または黒色粘土

質シルトが主体で、一部で砂質シルトになる。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は 1～65cmである。

Ⅱb層   第 5次～第 7次、第24次、第28次調査区で確認した。黒色シル ト質砂からなる。第 5次では黒褐色粘土

質シルトを含み、第24次調査区では灰黄褐色シルト質砂を含む。層厚は 1～23cmである。

Ⅲ層   Ⅲa層、Ⅲb層、Ⅲ c層、Ⅲd層、Ⅲe層、Ⅲf層、Ⅲg層 に細別される。いずれも自然堆積層である。第 8

次、第 9次調査区ではⅢb層 はⅢbl層 とⅢb2層に細別された。Ⅲg層 は第 1次～ 3次調査では4層に細別していた

が、第24次調査区以外では細別できなかった。Ⅲ層は9層 に細別される。

Ⅲa層   第 5次～第 8次、第12次、第17次、第24次、第28次調査区で確認した。にぶい責褐色シルト質砂からな

り、一部で黒褐色、灰黄褐色シルト質砂になる。層厚は 1～ 17cmである。

Ⅲb層   第 5次、第 6次、第 8次、第 9次、第12次、第13次、第16次、第17次、第28次調査区で確認した。にぶ

い黄褐色シルト質砂からなる。黒褐色砂またはにぶい黄褐色砂、灰黄褐色砂を少量含む。層厚は0～ 19cmである。

第 8次、第 9次調査区では2層 に細別される。Ⅲbl層 は暗褐色シルト質砂で、Ⅲb2層 は褐色シルト質砂からなる。

Ⅲbl層 の層厚は0～ 13cmで、Ⅲb2層の層厚は 1～ 9cmである。

Ⅲc層   第 5次、第 6次、第13次～第16次、第20次、第28次、第29次、第33次、第34次調査区で確認した。調査

域東部では黒褐色シルト質砂で、第29次調査区では粘土質シルトになる。調査域中央部では黒褐色またはにぶい黄

褐色シルト質砂となる。黒褐色またはにぶい黄褐色砂を含む。層厚は 1～37cmである。

Ⅲd層   第 5次、第13次～第17次、第20次、第28次、第29次、第34次調査区で確認した。黒色シルト質砂からな

る。一部で褐灰色砂を含む。第13次調査区では灰黄褐色、第17次調査区では褐灰色シルト質砂からなる。層厚は 1

～23cmである。第16次、第17次調査区ではⅢd'層 を確認した。褐灰色シル ト質砂からなり、層厚は 1～ 9cmである。

me層   すべての浜堤列調査区で確認した。にぶい黄褐色シルト質砂からなり、一部で黒褐色砂もしくは砂質シ

ルトブロックを含む。第 8次～第10次、第14次、第25次、第30次、第31次調査区ではにぶい黄橙色からなり、一部

で浅黄色または暗灰責色砂ブロックを含む。第 6次、第28次調査区では灰黄褐色∝2質砂からなり、浅黄色砂ブロッ
ン!レ■

クを含む。層厚は 1～55cm以上である。

Ⅲf層   第14次、第24次、第30次調査区の、基本層序の断面観察で確認した。第14次調査区では黄灰色シルト質

砂からなる。第24次調査区では黒色シルト質砂からなり、上部に鈍い黄褐色砂ブロック、下部に黄灰色砂ブロック

を含む。第30次調査区では黒褐色砂質シルトからなり、にぶい黄橙色砂小ブロックを含む。層厚は 1～16cmであ

る。

Ⅲg層   第13次、第16次、第17次調査区で確認した。第24次調査区ではⅢgl層 として確認した。第13次調査区

では灰黄色シルト質砂からなり、上部ににぶい黄褐色砂を少量含む。第16次第17次調査区ではにぶい黄橙色シルト

質砂からなる。第24次調査区では黄灰色シルト質砂からなる。層厚は1～ 19cm以上である。

2.後背湿地の基本層序
後背湿地の基本層序は大別12層、細別24層を確認した。水田土壌と確認されたのは、3a層、3a2層、9a層、10a

層、10c⑭中層、10c層、11層である。後背湿地は地形により地帯A、 地帯Bl、 地帯B2、 地帯Cに分類した。同

一層でも地帯が異なると層相に違いが見られた。第14次調査中区で確認した10c層⑭中は10b層直下で確認したが、
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層相が他調査区の10c層 と異なるので層位名を細別した。すべての調査区は12a層上面を最 も下位の遺構確認面とし

て調査を行なっており、12b層 は断面観察で確認 している。

1層 第21次調査区を除く後背湿地調査区で確認した。第14次、第15次調査区では黒褐色粘土からなる現代

の水田土壌である。第19次、第26次、第31次、第32次調査区では盛土である。

2層

る。

3層

第21次調査区を除く後背湿地調査区で確認した。黒色または黒褐色粘土からなる現代の水田土壌であ

3a層、3a2層、3b層、3c層 に細別される。第14次調査東区では3cl層、3c2層 に細別された。 3層 は

5層 に細別される。第14次調査中区では細別して水田土壊を確認することが出来なかった。

3a層    第21次調査区を除いた後背湿地調査区で確認した。黒褐色または黒色粘土を主体とする水田土壌で、

下層ブロックを含む。土壌は3b層を主要な母材とする。耕作深度は3b層の層厚が薄いところでは3c層 までおよぶ。

層厚は上面が削平または連続耕作されており本来のものではないが 1～30cmである。下面は起伏する。地帝Cで

は層厚が増す。

3a2層   第32次調査区の地帯 Cで確認した。黒褐色泥炭質粘土を主体とする水田土壌で、黒褐色粘土ブロック

を多量に含む。下面は起伏する。層厚は1～ 12cmである。

3b層    第19次、第21次、第26次、第31次、第32次調査区で確認した。オリーブ黒色または黒色粘土からなる

自然堆積層で植物遺体を含む。3a層水田土壌の主要な母材となる。大半は3a層 に削平され部分的に残存するか、擬

似畦畔B部分で確認した。層厚は 1～ 32cmで、3c層の層厚が厚いところでは層厚が薄くなる傾向が見られる。

3c層    第14次、第15次、第19次、第26次、第32次調査区で確認した。黒褐色または黒色泥炭質粘土からなる

自然堆積層で互層状に堆積する。植物遺体を極めて多量に含む。第14次調査東区では3cl層 。3c2層に細別が可能

である。層厚は 1～ 34cmである。地帯Bでは部分的に堆積し、地帯Cでは層厚が増す。

4層    すべての後背湿地調査区で確認した灰白色火山灰層である。浜堤列基本層 Ⅱ a2層 に対応する。色調

は層相変化により異なる箇所もある。地帯 A、 地帯Bでは安定した堆積状況を示し、層厚は 1～17cmである。地

帯 Cでは安定して堆積する箇所と、ブロック状に堆積する箇所、堆積が見られない箇所がある。

5層 すべての後背湿地調査区で確認した。黒色または黒褐色泥炭質粘土からなる自然堆積層で植物遺体を

極めて多量に合む。層厚は 1～ 12cmで ある。地帯 Cでは堆積が乱れ、堆積が見られない箇所もある。

6層 すべての後背湿地調査区で確認した。にぶい黄燈色またはにぶい黄褐色砂からなる自然堆積層で、植

物遺体を少量含む。層厚は 1～ 5cmである。地帯 Cでは確認されなかった。

7・ 8層  すべての後背湿地調査区で確認した。第 1次～ 3次調査では水田土壌である8a層 を挟んで自然堆積層

である泥炭質粘土の 7層 と8bを確認したが、第14次調査区以降では8a層 は確認されなかった。第14次調査東区で

は 7層 と8b層 を分層できたが、他の調査区では両層とも泥炭質粘土の自然堆積層で分層が困難なため、 7・ 8層

とまとめて扱うこととした。黒褐色または暗赤褐色泥炭質粘土を主体とする自然堆積層で、互層状に堆積する。植

物遺体を極めて多量に含む。層厚は 1～27cmである。地帯 Cで層厚が増す。3c層、 5層に比べて泥炭の分解は進

んでいない。

9層    9a層 と9b層の 2層に細別される。

9a層    すべての後背湿地調査区で確認した。黒褐色またはオリーブ黒色、黄灰色粘土を主体とする水田土壌

で下層ブロックを含む。下層ブロックは下面ほど多量に含む。9b層 を主要な母材とする。耕作深度は大半が10a層

まで及んでおり、一部では12a層 まで及ぶ。植物遺体を含む。層厚は1～33cmである。下面の起伏は顕著で、地帯

Cではより顕著になる。

9b層    第14次調査中区・東区、第15次調査区、第19次調査区で確認した。黒褐色または黒色泥炭質粘土から
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なる自然堆積層で互層状に堆積する。植物遺体を極めて多量に含む。9a層水田土壌の主要な母材となる。大半は、

9a層の耕作により削平され部分的に残存するか、擬似畦畔B部分で確認した。層厚は9a層の耕作により本来の数値

ではないが、 1～ 33cmである。

10層    10a層、10b層、10c層 に細別して、10c層 はさらに10c層、10c層⑭中、10c層⑭東、10d層⑭中、10d層

⑭東に細別した。10層 は7層に細別される。

10a層    すべての後背湿地調査区で確認した。灰色またはオリーブ黒色、黒褐色粘土を主体とする水田土壌で

下層ブロックを含む。下層ブロックは下面ほど多量に含む。10b層を主要な母材とする。耕作深度は大半が12a層

まで及んでおり、下層に10c層が堆積するところでは10c層まで及んでいる。植物遺体を含む。一部で、土壌中に黄

灰色火山灰極小ブロックを含む。層厚は9a層の連続耕作で削平され本来の数値ではないが 1～44cmである。地帯

Aで層厚がやや増す。下面の起伏は顕著である。

10b層    第31次、第32次調査区を除く後背湿地調査区で確認した。黒褐色または黒色粘土からなる自然堆積層

で植物遺体を含む①10a層水田土壌の主要な母材となる。大半は、10a層の耕作により削平され部分的に残存するか、

擬似畦畔B部分で確認した。層厚は10a層の耕作により本来の数値ではないが、 1～28cmである。

10c層    第19次、第26次、第31次、第32次調査区で確認した。灰色粘土を主体として、オリーブ黒色粘土ブロッ

クを多量に含む水田土壌である。下層は12a層 となり、母材は不明である。土壌中に風化凝灰岩礫と植物遺体を少

量含む。また、一部で上部に黒色粘土または泥戊質粘土が帯状に堆積する。層厚は10a層の連続耕作で本来の数値

ではないが 1～32cmである。下面に起伏は見られない。

刊Oc層⑭中 第14次調査中区で確認した。黄灰色粘土を主体とする水田土壌である。オリーブ黒色粘土ブロックを

多量に含み、植物遺体を少量含む。10a層の連続耕作によって削平されており、10a層畦畔 3直下でのみ確認した。

10d層⑭中を主要な母材としたと考えられる。10c層 とは色調が異なり、土壊中に風化凝灰岩礫も見られない。層

厚は 1～ 18cmで ある。

10c層⑭東 第14次調査東区で確認した。暗灰黄色粘土からなる自然堆積層で、植物遺体を含む。層厚は 1～ 5

cmである。

10d層⑭中 第14次調査中区で確認した。オリーブ黒色粘土からなる自然堆積層で互層状に堆積する。植物遺体を

含む。10a層畦畔 3の 10c層⑭中の直下でのみ確認した。10c層⑭中の主要な母材であったと考えられる。層厚は 1

～9cmである。

10d層⑭東 第14次調査東区で確認した。黒褐色粘土からなる自然堆積層で、植物遺体を多量に含む。10c層⑭東

の直下で確認した。層厚は1～ 2cmである。

11層    第14次調査中区。東区で確認した。灰色または灰オリーブ色粘土を主体としてオリーブ黒色粘土ブ

ロックを含む水田土壌である。下層は12a層 となり、母材は不明である。層厚は10a層の連続耕作で削平され本来の

数値ではないが、 1～30cmである。

12a層    すべての後背湿地調査区で確認した。緑灰色粘土または灰色シルト質粘上、灰色砂質シルトからなる

自然堆積層である。一部で黒色またはオリーブ黒色粘土、黒色泥炭質粘土が互層状となる。層厚は1～ 73cm以上

である。

12b層    第19次、第26次、第31次、第32次調査区で確認した。灰色または褐灰色の粗砂からなる自然堆積層で

ある。層厚は1～ 34cm以上である。

なお、第14次 。第15次 。第31次調査区では、後背湿地から浜堤列へ移行する部分の基本層を確認した。この浜堤

列移行部の基本層は、各調査区で様相が異なるので、それぞれの調査区の基本層序で詳述する。
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1.遺物の分類
出土した遺物の種類は、以下の略号を使用した。

A:縄文土器、B:弥生土器、C:非ロクロ土師器、D:ロ クロ土師器、E:須恵器、G:土師質土器、H:瓦、

I:陶器・土器、 」 :磁器、K:石器・石製品、L:木製品、N:金属製品、P:土製品、T:玉製品
である。なお、縄文土器 。弥生土器に含まれる製塩土器は、器厚から、厚手の 6～ 7mm、 薄手の 3～ 4mm、 そ

の中間の5mm前後に分けられる。

遺物番号は、調査区ごとに通し番号をつけ、本文中に記述し、実測図と写真の双方にも記入した。また、図示し

たすべての遺物について、各調査報告の遺物観察表に記述した。なお、いくつかの遺物は、第36章第 5節で、遺跡

内の集成、分類を行った。

2.時 期区分 と土器群の設定
沼向遺跡では、縄文時代後期中葉から近世にかけての遺物が出土している。その時期区分は、縄文土器、弥生土

器、土師器、陶磁器の編年研究の成果から、それぞれ土器群を設定し、それにもとづいて、第2表のように、沼向

①期 餅巳文時代後期・晩期)～沼向⑭期 (近世後葉)ま で、大別14期、細別42期 に分ける方法をとった。そのうち、

遺構群の主体を占める古墳時代前期から平安時代初頭 (③～⑩期)までの土器は、出土数量が多く、なかでも土師

器は、土器群設定の基準資料ともなっていることから、この節で分類 (第 1-14・ 15図 )を提示し、各調査の報告では、

本文中に個体ごとの分類を示すことにした。須恵器に関しては、古墳時代中期 :④期以降、これまでの研究をふま

えて、田辺昭三の編年 (田辺1966、 1981、 以下「田辺編年」、近つ飛鳥博物館の編年、(近つ飛鳥博物館2006、 以下

「近つ飛鳥博編年」)な どを併用している。

(1)沼向①期 (第 1-16図 )

縄文時代後期中葉から晩期末葉、縄文土器の編年では、宝ケ峯式から大洞A′ 式にかけての時期である。後期の

①A期 と晩期の①B期に大別される。出土土器には、細分された各時期の土器が認められるわけではないため、土

器群の設定は、①A期では、①Al期の宝ケ峯式期、①A2期の金剛寺式期、①B期では、①B2期の大洞Cl式・

C2式期、①B4期の大洞A2式期、①B5期の大洞A′ 式期で行った。

i)沼向①Al期 :第 8次～10次調査区、第18次東調査区など、遺跡中央部北側の基本層から出上した後期中葉の

宝ケ峯式の上器群 (沼向①Al期土器群)の時期である。出土土器は極めて少ない。器種は、深鉢と浅鉢がある。

文様は、地文上に施文される入組文、磨消縄文による波状文、貼瘤を伴う無文上に施文される平行沈線などがある。

地文には、斜行縄文のほか、同一原体によって羽状様に施文される異方向縄文もみられる。

市)沼向①A2期 :遺跡東部の第24次調査区の基本層から出土した後期後葉の金岡よ寺式の土器群 (沼向①A2期土

器群)の時期である。出土土器は極めて少ない。器種は、深鉢がある。

�)沼向① B2期 :第30次調査SX30176、 SX30193埋 土出土土器を基準資料とする晩期中葉の大洞Cl式・C2式の

土器群 (沼向①B2期土器群)の時期である。第8次～10次 。30次調査区の基本層及び他時期の遺構埋土からも出

土している。器種は、深鉢、鉢、台付鉢、製塩土器がある。文様は、日唇の連続した刻日、口縁部の平行沈線文、

縦の連続した刻目を伴う平行沈線文がある。地文には、羽状縄文、斜行縄文が施文されている。

�)沼向① B4期 :第 9次調査SK9101出土土器を基準資料として、第8次～10次調査区の基本層及び他時期の遺

構埋土から出土した晩期後葉の大洞A2式の土器群 (沼向①B4期土器群)の時期である。器種は、深鉢、鉢、高

郭がある。波状日縁がみられ、波頂部は突起状をなす。文様は、匹字文、変形匹字文、工字文、長方形文、平行沈
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線文がある。地文は、 LR斜行縄文が施文されている。

v)沼向①B5期 :晩期末葉の大洞A′ 式の上器群 (沼向①B5期土器群)の時期である。出土数は極めて少なく、

器種は高郭が確認される程度である。

(2)沼向②期 (第 1-16図 )

弥生時代前期から後期末葉、弥生土器の編年では、青木畑式並行期から赤穴式並行期にかけての時期である。前

期 :②A期、中期 :② B期、後期 :② C期に大別される。②Bl期 を除いて、遺構出上のまとまった資料は少ない

が、各時期の上器が基本層及び他時期の遺構埋土から出土している。第 2表のように、②B期 と②C期はそれぞれ

5時期に細分される。そのうち、中期中葉の時期は、古段階・中段階
。新段階の3段階に細分され、沼向②B2期・

B3期・B4期に相当する。

i)沼向②A期 :前期の青木畑式に並行する土器群の時期 (沼向②A期土器群)である。出土数は極めて少ない。

器種は、浅鉢が確認され、文様は、無文上に副線を伴う変形工字文が施文されている。

市)沼向②Bl期 :遺物包含層であるSX809埋± 3～ 5層出土土器を基準資料とする中期前葉の寺下囲式に並行す

る土器群 (沼向②Bl期土器群)の時期である。SX981埋 ± 3c～ 3d層、SX1011埋± 7・ 8層、SX1026埋± 4層、

SX1034埋 ± 8層からもまとまって出土しているほか、基本層などからも出土している。器種は、深鉢、鉢、浅鉢、

奏、高必、壷のほか、製塩土器がある。文様は、無文上施文の複線変形工字文、複線流水工学文、複線波状文、磨

消縄文を伴う磨消変形工字文、磨消縄文による幾何学文、平行沈線文がある。地文はLR斜行縄文、擬縄文が施文

されている。

�)沼向②B2期 :中期中葉の古段階である桝形式の土器群 (沼向②B2期土器群)の時期である。出土数は極め

て少ない。器種は、浅鉢、深鉢が確認され、文様は、磨消変形工字文、複線変形工字文が施文されている。

iv)沼向②B3期 :中期中葉の中段階である中在家南式の上器群 (沼向②B3期土器群)の時期である。出土数は

極めて少ない。器種は、浅鉢が確認され、文様は、磨消変形工字文、複線変形工字文が施文されている。

v)沼向②B4期 :中期中葉の新段階である円田式に並行する土器群 (沼向②B4期土器群)の時期である。出土

数は少ない。器種は、浅鉢、奏が確認される。文様は、磨消縄文がなくなり、無文上に沈線で文様が描かれる。1

帯おきにミガキ調整をなす特徴的な手法がみられる。また、細線化が進み、平行沈線文及び平行沈線による文様施

文では、沈線幅が05mm以下となる。

vi)沼向②B5期 :中期後葉の十三塚式あるいは崎山式の土器群 (沼向②B5期土器群)の時期である。出土数は

少ない。器種は、重が確認される。文様は、無文上に、同時施文平行沈線によって、同心円文、重山形文などが施

文されている。

�)沼向②Cl期～沼向②C3期 :後期初頭～中葉の広義の天王山式期である。出土数は極めて少なく、破片資料

がほとんどである。複合日縁が成立する後期初頭の②Cl期 (沼向②Cl期土器群)、 交互刺突文が成立する後期

前葉 (狭義の天王山式期)の②C2期 (沼向②C2期土器群)、 交互刺突文が退化する後期中葉の②C3期 (沼向

②C3期土器群)に細分される。

�面)沼向②C4期～沼向②C5期 :後期後葉～末葉の赤穴式並行期である。古段階を②C4期 (沼向②C4期土器

群)、 文様が消滅していく新段階を②C5期 (沼向②C5期土器群)とする。出土数は極めて少ないが、②C5期

では、SX18E266か ら1個体が出土しており、基準資料としている。

(3)沼向③期 (第 1-17図 )

古墳時代前期、土師器の編年では、塩釜式上器の時期である。塩釜式土器は、前半段階と後半段階の2段階に分

けられており (次山1992、 辻1995、 種石2005)、 沼向遺跡では前半段階を③A期、後半段階を③B期 とした。沼向

遺跡では、③A期の遺物は明確には確認されていないが、③B期には、土師器の一括資料が多数確認されている。
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③B期の遺構は、一括資料が出土した遺構を含め基本的に重複関係はないが、出土遺物の形態的特徴から、古段階 :

①Bl期、中段階 :③ B2期、新段階 :③ B3期の3時期に分けた。編年は、基本的には住居床面一括資料をもと

に行い、一部で遺構底面あるいは遺構埋土からの出土遺物も用いた。

i)沼向③Bl期 :S1904、 S1926、 S13015の床面出土土器に代表される土器群 (沼向③Bl期土器群)の時期である。

高必は、 Ic類があり、裾部は届折して外側に開く。透かし穴はない。郭部の形状は不明である。住居床面以外

からは、透かし穴のないⅡc類が出土している。必部は、脚部から内反して浅く外上方に開く。小型丸底鉢は、I類、

Ⅱ類、Ⅲ類がある。 I類には大型のものがある。 I類は丁寧なつくりで、コ類はやや粗雑なものが含まれる。器台

は、Ⅱa類がある。透かし穴は3方向である。受部は、脚部から内反して浅く外上方に開く。外面調整は、ハケメ

(x類 )と ヘラナデ (y類)である。住居床面以外からは、ヘラミガキ (z類 )の コa類 とⅡc類、Ⅲ ax類が出上して

いる。直口壼は、 I類、Ⅱ類、Ⅲ類がある。体部最大径は、いずれも中位 (2類 )の位置にある。住居床面以外か

らは、突帯に刻みが入ったⅢ類が出土している。壺は、 I類は小型と中型、大型があり、Ⅱ類は大型がある。 I類

の口縁部は、外反 (a類 )、 外傾 (b類 )、 内反 (c類)があり、体部最大径は上位 (1類 )と 中位 (2類)の位置に

ある。Ⅱ類の口縁部は、複合口縁で無段 (d類)と 有段 (e類 )があり、体部最大径は中位 (2類 )と 下位 (3類 )

の位置にある。鉢は、 Ia類、Ⅱb類、 Hc類、Ⅱd類、Ⅲc類がある。底部は、 Ia類に丸底 (②類)があり、その

他は平底 (①類)である。 Ia②類の中には精製品と考えられるものがある。住居床面以外からは、 Id類が出土

している。有孔鉢は、 Ia類、Ⅱb類がある。Ⅱ類は、鉢CI郷③類を利用している。住居床面以外からは、鉢CI

a①類を利用したⅡa類が出土している。台付奏は、 I類がある。台部は、直線的に「ハ」字状に開く。住居床面以

外からは、内反して開く台部が出土している。奏は、体部が球形のI類がある。口縁部は、外反・外傾して大きく

開くものと、開きが小さいもの、端部を折り返して回縁部を肥厚させるものがある。顎部に段はない (1類 )。 体

部は、最大径が上位 (a類)と 中位 (b類)の位置にある。体部外面の調整、はハケメ (x類)が基本で、ヘラナデ (y

類)とヘラミガキ (z類)が一定量見られ、下半にヘラケズリが残るものもある。甑は出土していない。

市)沼向③ B2期 i S1921、 S11005、 S11007の床面出土土器に代表される土器群 (沼向③B2期土器群)の時期で

ある。

高必は、Ⅱa類とⅡc類がある。透かし穴は、口a類ではなく、Ⅱc類では4方向である。郭部は、Ⅱa類では扁平

な体部にやや内反して外上方に開く口縁部を持つ。Ⅱc類は、不明である。小型丸底鉢は、Ⅱ類、Ⅲ類がある。体

高は③Bl期より増す傾向があり、頸部は開きが小さいものが見られるようになる。住居床面以外から、 I類が出

土している。器台は、Ⅱa類とⅢa類がある。Ⅱ類の透かし穴は、 3ないし4方向である。受部は、有段で内反して

外上方に開くものと、外上方に開き中位で屈曲するものがある。外面調整は、ヘラミガキ (z類)である。Ⅲa類は、

特殊器台である。住居床面以外からは、Ⅱ cy類、Ⅲ ax類が出土している。直口重は、 I類がある。体部最大径は

中位 (2類)と 、下位 (3頚)の位置にある。壼は、コd類、Ⅱe類がある。体部最大径は、中位 (2類 )の位置

にある。鉢は、 Ia類、 Id類、Ⅱa類、Ⅱb類、Ⅱd類、Ⅲc類がある。底部は I類に丸底 (②類)があり、その他

は平底 (①類)である。精製品は、外反 。外傾 (a類)と複合口縁 (d類 )があり、器高が増す。有孔鉢は、 Ia類

がある。台付奏は、 I類がある。台部は、直線的に「ハ」字状に開く。甕は、体部が球形の I類が大半で、卵形の

コ類がわずかにある。日縁部は、外反・外傾して大きく開くものと、開きが小さいもの、端部を折り返して日縁部

を肥厚させるものがある。頸部に段はない (1類 )。 体部は、最大径が上位 (a類)に くるものと中位 (b類 )の位

置にある。体部外面の調整は、 I類はハケメ (x類)と ヘラナデ (y類 )、 ヘラミガキ (z類 )で、下半にヘラケズ

リが残るものもある。Ⅱ類はハケメとヘラナデである。

�)沼向③ B3期 :S11805、 S118E002の 床面出土土器に代表される土器群 (沼向③B3期土器群)の時期である。

この住居のほかにまとまって出土している遺構は、SK10Hlと SX1506で ある。
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高郭は、住居床面からの出土例はない。住居床面以外から、Ia類、Ib類、Ic類があり、中実柱状の Ib類が多い。

透かし穴はなく、裾部は届折して外側に開く。郭部は、脚部から内反して外上方に開く。小型丸底鉢は、住居床面

からは体部のみ出土している。住居床面以外からは、 I類・Ⅱ類・Ⅲ類が出土している。体部最大径と体高は、前

段階より大きくなる傾向がある。頸部は開きが小さく、日径と体部最大径が同じ程度のものがある。器台は、住居

床面からの出土例はない。住居床面以外からは、 Ia類 とⅡa類が出土している。 I類の透かし穴はなく、Ⅱ類は、

3方向である。受部は、Ⅱ類は脚部から内反して開き、中位で屈曲して外傾する。 I類は不明である。直日壷は、

I類、Ⅲ類がある。 I類は、体部最大径が上位 (1類 )と 中位 (2類 )、 下位 (3類)の位置にある。Ⅲ類は、体

部最大径は中位 (2類)の位置にある。壼は、 Ia類は小型と中型、Ⅱd類は中型と大型がある。 I類、Ⅱ類とも

体部は③B2期 より長くなり、体部最大径は中位 (2類)と 下位 (3類)の位置にある。住居床面以外からは、大

型の Ia2類 と、最大径が上位 (1類)の位置にある体部が出土している。鉢は、 Ia①類、 Ia②類がある。精製

品は、小型と平底 (②類)がある。有孔鉢は、Ha類がある。 I類は見られなくなる。Ⅱa類は、鉢C Ⅱc①類の器

形を利用している。台付奏は出土していない。甕は、体部が球形の I類と卵形のⅡ類がある。口縁部は、外反・外

傾して大きく開くものと、開きが小さいものが見られ、端部を折り返して回縁部を肥厚させるものはなくなる。頸

部に段はない (1類 )。 体部は、最大径が上位 (1類 )に くるものと中位 (2類 )の位置にある。Ⅱ類は前段階よ

り体部が長くなり、最大径は中位 (2類 )の位置にある。体部外面の調整は、 I類はハケメ (x類)とヘラナデ (y

類)で、ヘラミガキ (z類)がわずかに見られる。Ⅱ類は、いずれもハケメ (x類 )である。甑は出土していない。

(4)沼向④～⑤期

古墳時代中期から後期前葉、土師器の編年では、南小泉式から住社式の中段階にかけての時期である。この時期

の土器群の設定は、まとまった資料がなく、むずかしい。これまでの土師器の編年研究の成果としては、藤沢敦が

1992年に提示した古墳時代中期から後期前半の編年条 (1992)が あり、これに沿うように、鴻ノ巣遺跡の第7次調

査報告 (仙台市教育委員会2004)で、南小泉式から引田式へ、引田式と住社式の中間段階を経て住社式への変遷が

示されている。しかし、後述するように、ここで住社式とされた土器群は、古・中。新の3段階に細分され、沼向

遺跡では、④A期を南小泉式期、④B期を引田式期、⑤A期を引田式と住社式の中間段階、⑤B期を住社式期古段

階・中段階とした。須恵器の編年では、大阪府近つ飛蔦博物館が提示した編年 (大阪府近つ飛`烏博物館2006、 以下

「近つ飛鳥博編年」)の I型式からⅡ型式第3段階までに相当する。年代は、 5世紀から6世紀の後葉である。

(5)沼向⑥期 (第 1‐刊8図 )

古墳時代後期中葉、土師器の編年では、住社式土器の新段階から栗囲式土器にかけての時期である。ここでいう

栗園式土器は、その下限を仙台市栗遺跡出土土器の新しい段階に求めているが、後述する沼向⑦～③期までを栗囲

式上器とする見方もある。住社式土器は、鴻巣遺跡の第7次調査報告で 1段階、2段階の2時期変遷が示されてい

るが、沼向遺跡では、この2段階を2期に細分して、その新しい段階を栗囲式上器に先行する⑥A期とした。③B

期は栗囲式期であり、古段階を③Bl期、新段階を⑥B2期 とした。須恵器の編年では、Ⅱ型式第 4段階からⅡ型

式第6段階までであり、年代は、6世紀の末葉から7世紀の前葉である。なお、⑥Bl期には、近つ飛`烏博編年の

Ⅱ型式 5段階古に相当する須恵器 (田辺編年1968、 1981ではTK209型式、善光寺編年 (註2)では I期 )が複数伴っ

ており、 7世紀初頭の年代が与えられる (註 3)。

i)沼向⑥A期 :S1939、 S13001の床面及びカマド出土土器に代表される土器群 (沼向⑥A期土器群)の時期である。

郭は、外反外傾口縁の九底郭Va2類の大型・中型があり、住社式に特徴的な中型は口縁部と体部の境界に粥瞭な

稜を形成して屈曲し、強く外反する。このほか、短い直線内傾回縁のⅣf2類、内反外傾口縁で有段有稜のVc3類、

扁平半球状のXc類がある。これらのなかには、日縁部外面にヨコナデののちヘラミガキがなされるものが一定量

含まれる。内面は、ヘラミガキを主として、ヘラミガキのち黒色処理がなされるものもある。高イには、中空短脚
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のⅢa類がある。郭部の器形は杯Vc3類 と同じで、日縁部が強く立ち上がる。必部外面は全面にヘラミガキがなさ

れている。鉢は、Ⅲ郷③類、甕は、広口で大型のⅡ bl類、中型・小型のⅣal類がある。これらの多くは、日縁部と

体部の境界に段の形成がなく、体部外面に刷毛日のちヘラナデがなされる。また、Ⅱ類の多くは、体部最大径が中

位にある。

市)沼向⑥Bl期 :S13002、 S13022の 床面及びカマド出土土器に代表される土器群 (沼向⑥Bl期土器群)の時期で

ある。ほかに、S1807床面及びカマド出土土器、SX30171A出土土器がある。

郭は、沼向⑥A期 と同様、外反タト傾口縁の九底郭Va2類の大型 。中型があるが、日縁部と体部の境界の稜形成が

弱いものがみられるようになる。主体となるのは、直線外傾口縁のV b2類、Vb3類で、ほかに内反外傾口縁のV

c3類がある。直線外傾口縁の断面形は、内側にやや膨らむ場合 :内膨らみ口縁、両側とも膨らまない場合 :均等口

縁あるいは無膨らみ口縁、外側にやや膨らむ場合 :外膨らみ口縁がある。直線外傾口縁には内膨らみ口縁が多く、

外反外傾口縁からの変化の進行を示している。高必には、中空短脚のⅢa類がある。郭部の器形はVb2類と同じで、

日縁部は外へ開く。鉢は、Ⅱa①類、Ⅱb①類、Ⅳb①類、奏は、広口で大型のⅡ cl類、大型 。中型のⅢ類、中型・

小型のⅣal類がある。これらの多くは、日縁部と体部の境界に段の形成があり、体部外面に刷毛目調整がなされる。

また、Ⅱ類 。Ⅲ類では、体部最大径が中位から下位にある。甑は、 Ia類がある。

�)沼向⑥B2期 :S1933、 S1934の床面及びカマド出土土器に代表される土器群 (沼向⑥B2期土器群)の時期で

ある。ほかに、S13023の 床面及びカマド出土土器がある。

郭は、沼向⑥A期から存続する外反外傾口縁の九底郭V a2類の大型 。中型は、日縁部と体部の境界の稜形成が

弱くなり、日縁都中位の屈曲によって外反させるものもある。主体となるのは、直線外傾口縁のVbl類、Vb3類、

内反外傾口縁のV c2類、Vc3類、Ⅵc3類である。直線外傾口縁のV b3類の日縁断面は、外膨らみ口縁が多く、外形

線は内反気味になる。高必には、図示していないが、Ⅲa類 (30C-229)が ある。脚部は直接郭部に接続しており、

その境界から脚部下位にかけて縦長の透かし孔が・・穿たれている。イ部の器形は、Vc3類 と同じで、日縁部は上

方へ立ち上がる。鉢は、Ⅱ那③類、Ⅱb①類、Ⅲa①類、甕は、中型のⅢ類、小型のⅡ b2類、Ⅳal類がある。これら

の多くは、日縁部と体部の境界に段の形成があり、体部外面に刷毛目調整がなされる。また、Ⅱ類・Ⅲ類では、体

部最大径が中位から下位にかけての位置にある。甑は、 Ia類とIb類がある。

(6)沼向⑦期～③期 (第 1-19図 )

古墳時代後期の後葉から終末、土師器の編年では、栗囲式上器に後続して、国分寺下層式に先行する時期である。

栗囲式上器は、従来、 7世紀の土器としての認識がなされていたが、栗囲遺跡出土土器の下限が7世紀前半と推定

されることもあり、それに後続する7世紀中葉から8世紀初頭の上器群については、複数の見解に分かれている。

沼向遺跡では、須恵器の型式変遷をもとに、栗囲式に後続する7世紀中葉から後葉を⑦期とし、古段階を⑦A期、

新段階を⑦B期、それに後続して、国分寺下層式に先行する7世紀末葉から8世紀初頭を③期とした。なお、近つ

飛J鳥博編年では、⑦A期はⅢ型式1段階、⑦B期はⅢ型式2段階、③期はⅢ型式3段階からⅣ型式 1段階に相当する。

⑦期は、善光寺編年のⅡ期、①期は、仙台市大蓮寺窯跡A群 (仙台市教育委員会1993a)の時期にあたる。

1)沼向⑦A期 :SX10202埋土出土土器に代表される土器群 (沼向⑦A期土器群)の時期である。この時期のまと

まった資料は少ない。

郭は、沼向⑥A期から存続する外反外傾口縁の九底郭Va2類、V a3類がなくなる。小型の郭が増加し、それには

I dl類、Ⅳcl類、Xb類があり、いずれも内面はナデ調整をしている。そのほか、⑥B期 と同様に、直線外傾口縁

の九底郭Vb2類、Vb3類の中型、内反外傾口縁の九底郭Vcl類の中型がみられる。直線外傾口縁の回縁断面は外

膨らみ口縁が多くなる。鉢は、Ⅲa①類がある。奏は、全体の器形はわからないが、広口で大型奏は存続する。口

縁部と体部の境界には、段の形成があるものとないもの、体部外面はハケメと、ハケメののちヘラナデ調整がなさ
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れるものがある。

ii)沼向⑦ B期 :S1917床面及びカマド出土土器に代表される土器群 (沼向⑦ B期土器群)の時期である。この時

期のまとまった資料は少ない。

必は、⑥B期 と同様に、直線外傾口縁の九底郭Vb2類の中型が存続し、内反外傾回縁の九底郭Vc3類の中型が

みられる。内反外傾口縁の口縁断面は外膨らみ口縁である。鉢は、Ⅲa①類、奏は、Ⅲ c2類、Ⅳal類、Ⅳa2類がある。

甕は、Ⅲ c2類は体部の最大径が下位にあり、屈曲をなしている。口縁部と体部の境界には段の形成があり、体部外

面はヘラナデ調整がなされている。

�)沼向①期 :S1903床面及び埋土、SX10220埋 土出土土器に代表される土器群 (沼向③期土器群)の時期である。

この時期のまとまった資料は少ない。

必は、直線外傾口縁のⅢ bl類、Vbl類、Vb2類の中型、内反外傾口縁のV c4類、Ⅷc4類、Ⅸc2類の中型、この

時期になって現れる平底で小型のXIb類、内外面ミガキ調整で内反外傾する郭がある。奏は、Ⅲ bl類、Ⅳal類が

ある。体部にハケメ調整がなされている。

(7)沼向③期～⑩期 (第 1-19図 )

奈良時代から平安時代初頭、土師器の編年では、国分寺下層式から表杉ノ入式の初期段階までの時期である。こ

の時期は、遺構出土のまとまった土器で土器群を設定することがむずかしいため、これまでの編年研究にもとづく

と、白′鳥良― (1980)に よる「多賀城跡出土土器の変遷」のA群土器からC群土器の時期で、年代は8世紀前葉か

ら9世紀前半に相当する。沼向遺跡では、A群土器の前半の時期を③期、後半の時期を⑩Al期、B群土器の時期

を⑩A2期、C群土器の時期を⑩B期 とした。なお、⑩A2期の年代は、吾妻俊典 (2004)に よる「多賀城とその

周辺におけるロクロ土師器の普及開始年代」F宮城考古学」 6に よって、ロクロ土師器の普及開始年代は「宝亀5

年 (774)か ら廷暦9年 (790)頃で、とくに延暦 2年 (783)から延暦 9年までの短期間で急速に普及した」とさ

れており、およそ姑応するが、それ以前のロクロ土師器の存在を否定しているものではない。なお、須恵器の編年

では、③期は大蓮寺窯跡B群 (仙台市教育委員会1993a)、 善光寺遺跡 9号窯跡の時期、⑩Al期は硯沢窯跡第 1群・

第2群 (宮城県教育委員会1987)の時期に相当する。

i)沼向③期 :10a層水田跡から出土した土師器郭 1点、須恵器郭2点がある。土師器郭はCXIc12類、須恵器郭は、

器高が低く、日径に対する底径の比率が大きく、日縁は直線的に外傾している。底部の切り離しは回転ヘラ切りで、

のちにナデ調整がなされている。なお、浜堤列では、遺構から出土した良好な資料はない。

蘭)沼向⑩Al期 :SD1012底面から出土した土師器郭 1点、小溝状遺構18次西M群の小溝④端部底面から重なっ

て出土した須恵器 3点がある。土師器邦は、D Ibl類 で、製作にロクロを使用している。非ロクロ土師器の形態を

模倣したと考えられる。須恵器 3点は、郭、蓋、台付重で、必は、器高が低く、口径に対する底径の比率がやや大

きく、日縁は直線的に外傾し、端部がやや外に開く形態である。底部の切り離しは回転ヘラ切りで、のちにナデ調

整がなされている。

�)沼向⑩A2期 i S1935床面及びカマド、S1913埋土、S12701カ マド、SK2783底面、SX18281埋土出土土器がある。

土師器は、郭D Ⅱa3類、奏DIa類、奏DⅡ b類、奏DⅢ鰤ヨがある。土師器郭は、体部から回縁部にかけてほぼ前面

にミガキ調整がなされている。土師器奏DIa類は、外面のほぼ前面にハケメ調整がなされており、ロクロの調整

痕跡はほとんど確認できない。須恵器は、杯 3点があり、器高が低く、口径に対する底径の比率がやや小さく、口

縁は直線的に外傾あるいは内反外傾し、端部がやや外に開く形態もある。底部の切り離しは回転ヘラ切りで、のち

にナデ調整がなされている。

�)沼向⑩ B期 :SX1821埋 土、SX1845埋土出土土器がある。

土師器は、甕DⅡ b類がある。須恵器は郭 3点と、高台付郭 1点がある。郭は、器高がやや高い形態を含み、口
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径に対する底径の比率がやや小さく、日縁は直線的に外傾あるいは内反外傾し、端部がやや外に開く形態もある。

底部の切 り離しは回転ヘラ切 りで、のちにナデ調整がなされている。高台付イは、郭部は、器高がやや高く、日径

に対する底径の比率がやや小さく、口縁は内反タト傾する。底部の切 り離しは回転糸切 りである。

(8)沼向①期 (第 1-20図 )

平安時代前葉から近世初頭にかけての時期 (9世紀中葉～17世紀前葉)である。この時期には遺構は検出されて

おらず、遺物の出土は極めて少ない。8点の遺物を図示した。①A期 :平安時代前葉～末葉では、土師器、須恵器、

赤焼土器が出土している。①B期 :中世の時期には竜泉窯の大碗、白石窯の鉢、在地産陶器の鉢の3を点が出上して

いる。①C期 :近世初頭は輸入陶磁器だけの出土であり、景徳鎮窯の中皿 1点・小碗2点、淳州窯の大皿2点
。中

皿1点・大鉢1点が出土している。

(9)沼向遺跡②～⑭期 (第 1-20図 )

近世前葉から近世後葉にかけての時期である。出土遺物と、遺構の新旧関係、出土層位の関係から、17世紀中葉

～末葉を沼向⑫期、18世紀を沼向〇期、19世紀初頭～後葉を沼向⑭期に設定した。

i)沼向⑫期 I SD1210に 埋土出土陶磁器に代表される陶磁器群 (沼向⑫期陶磁器群)の時期である。甕や悟鉢な

どの大型品である奏や鉢は岸窯系を使用しており、皿や碗は肥前産・瀬戸美濃産の磁器が出土している。遺構に伴

う遺物としては、SK505の 岸窯系香炉、SD1210の 肥前産大碗 。中碗 。小皿がある。図化した遺物のうち251点が該

当する。

市)沼向⑬期 i SD1893埋±4層出土陶磁器に代表されるF49磁器群 (沼向⑬期陶磁器群)の時期である。大型品は岸

窯系、皿は肥前産・瀬戸美濃産、碗は肥前産 。大堀相馬産、小野相馬産が出土している。遺構に伴う遺物としては、

SD506の 肥前 (波佐見)産小皿、SD514の 堤産中鉢、SEl101の肥前産中碗・紅猪口、SD1236の 肥前産中皿がある。

18次西調査区のSK18115か らは肥前 (嬉野)産小皿・岸窯系中鉢が、SD1879か らは肥前産五寸皿・中鉢が出土し

ている。SD1893の 4層からは、肥前産大鉢、肥前 (波佐見)産五寸皿、大堀相馬産中碗が出土している。図化し

た遺物のうち219点が該当する。

�)沼向⑭期 i SD1893埋± 3層出土陶磁器に代表される陶磁器群 (沼向⑭期陶磁器群)の時期である。沼向⑫

期・〇期の陶磁器群と異なり、大堀相馬産 。堤産の陶器が多数を占め、肥前産や瀬戸美濃産の割合が少なくなる。

SD1893埋± 3層からは、瀬戸美濃産餌猪口・水滴、大堀相馬産中碗、堤産水滴が出土している。遺構に伴う遺物

としては、SD404か らは大堀相馬産中皿、SX501か らは肥前産中碗、SK18E136か らは瀬戸美濃産中碗 1点・小碗

2点、肥前産中碗 1点 。中碗蓋 1点が出土している。図イとした遺物のうち329点が該当する。

第 6節 記述方法と微地形・遺構に関する用語

1.記述方法
本書は、第 1章で調査概要を述べ、第 2章から第33章で各調査の報告を行い、第34章では各調査に伴う分析・同

定をもとにした環境復元検討会の内容を報告し、第35章では、その検討会をふまえた自然科学分析の報告が行われ

ている。第36章の総括は、それらを、環境の変遷、遺物、遺構に分けてまとめ、最後に通時的な遺跡の位置づけを

行った。そのうち、各調査の報告は、次数ごとに章を設けたが、情報量が膨大な調査もあり、編集の効率化をはか

るために、本文、遺構・遺物実測図、表、写真図版の順に、それぞれをまとめて編集した。各章の内容は、第 1節 :

調査概要、第2節 :検出遺構と出土遺物、第 3節 :ま とめ、として報告した。このうち、第 2節では、個々の遺構

の時期は、沼向遺跡の時期区分によって記述しており、具体的な時代、時期は、各調査の第 1節、第 3節に示し、

遺跡全体としての時代・時期区分との姑応関係は、第 1章、第36章に示した。なお、遺構の時期の推定、あるいは
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決定は、Ⅱ層上面遺構 :近世、Ⅲ層上面遺構 :縄文時代後期中葉～平安時代初頭に分けられたうえで、出土遺物に

基づくことや、調査区内、調査区間の遺構群の新旧関係に基づくこともあるが、床面や底面からの出土遺物がなく、

他の遺構との新旧関係もないなど、そうでない場合も多く、その場合には、時期幅をもって理解することにした。

また、遺構総数が7500基を超えることから、個々の遺構ごとに時期の説明は行っていないが、調査区ごとに検出遺

構時期別変遷模式図を掲載したので、それを参照されたい。

2.微 地形・ 遺構 に関する用語
この報告書では、第2章の第4次調査から第33章の第34次調査まで、計31回の調査報告を行ううえで、あらかじめ、

説明を加えておいたほうがいい微地形・遺構がある。その多くは、複数の調査区に広がり、個々の調査区の記述だ

けでは理解しにくいものである。浜堤列では、基本層Ⅲ層上面の凹地、小溝状遺構群、柱列による区画施設、溝に

よる区画施設のほか、性格不明遺構として登録した特殊な丼戸状あるいは竪穴状の遺構などが含まれる。また、後

背湿地では、微地形の分類、水田区画の方法などがある。ここでは、調査区全域で知られたそれらの概要を示すと

ともに、個々の遺構についても一部必要な説明を行った。

(1)浜堤列

i)Ⅲ層凹地 :基本層Ⅲ層上面に形成された凹地状の地形面とその痕跡である (第 1-21図 )。 凹地状をなす地形面

として検出されたのは、遺跡北西部であり、調査時には性格不明遺構として扱っているが、多くは、弥生時代中

期前葉 (沼向②Bl期 )以降、遺物包含層が形成されており、古墳時代を通して凹地として存続していたことが、

出土遺物や、竪穴住居跡の配置からも知られる。遺構としては、SX809、 SX981、 SX1011、 SX1026、 SX1027、

SX1034、 SX10119、 SX10132が ある。痕跡としての凹地は、遺跡中央部から東部で認められ、基本層Ⅲ層の細別層

の分布から推定された。浜堤列の地形面に凹凸があったことを反映していると理解される。

市)竪穴住居跡と竪穴遺構 :竪穴住居跡及び竪穴遺構については、すべてSIという略号を用いた。SIと した基準は、

古墳時代以降 (沼向③～⑩期)では平面形が方形を基調としていること、底面がほぼ平坦で顕著な起伏がないこと

である。このうち竪穴住居跡としたのは、カマドを有する遺構か、あるいは周溝、主柱穴、堀り方を有する遺構で

ある。SIと した遺構は134基検出されており、そのうち、竪穴住居跡は70軒、竪穴遺構は64基である。

m)特殊な竪穴遺構 :第 10次調査区の性格不明遺構SX101501よ 、竪穴状の遺構が3基連結した構造であり、他に例

を見ない。時期は奈良時代後半～平安時代初頭 (沼向⑩期)で、畑跡に伴っており、この遺構は、同じ第10次調

査区で、近くに同時存在し、埋土や堀り方の状況が類似する3基並列する竪穴遺構群が 2群 (S11010,S11012・

S11013と 、S11016。 S11022、 S11033)認められ、これらと同じ性格の遺構であり、畑作に関連すると考えられる。

�)桂列による区画施設 :第 10次調査、第25次調査、第30次調査で検出された区画施設である。時期は古墳時代

後期後葉 (沼向⑦A期 )である (第 1-22図 )。 柱列は、溝状の掘りこみの下部に柱痕跡が連続的して認められ、

SA1001・ SA1002。 SA2501。 SA2502,SA3002・ SA3003。 SA3004・ SA3005。 SA3006と して部分的に検出されて

いる。これらは配置や他の遺構との新旧関係から、同時期で、一定の区域を区画する施設であったと考えられる。

区画の大きさは、長軸125m、 短軸70m前後、推定面積9000だ ほどで、平面形は隅丸の縦長台形状を呈する。区画

施設の内側には、同時期の竪穴住居や掘立柱建物はなく、第30次調査では区画施設の内側に、柱列に沿って、小溝

状遺構群の小溝と類似する溝状遺構が4条検出されている。これらは、後述する小溝状遺構群に関わり、小溝に類

似する耕作に関連する遺構である。

v)清による区画施設 :第 9次調査、第10次調査、第18次西調査、第13次調査、第25次調査、第30次調査で検

出された区画施設である (第1-22図 )。 時期は奈良時代後半～平安時代初頭 (沼向⑩期)である。溝は、SD914、

SD1320、 SD2523、 SD3063と して部分的に検出されている。これらは配置や他の遺構との新旧関係から、同時期で、
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一定の区域を区画する施設であったと考えられる。区画の大きさは、長軸140m、 短軸90m前後、推定面積12600∬

ほどで、平面形は長方形状を呈する。方向性は、長軸が東西方向、短軸が南北方向を示している。区画施設の内側

には、同時期の竪穴遺構や、特殊な竪穴遺構、複式井戸状遺構、区画溝、小溝状遺構群が計画的に配置されている。

vi)複式井戸状遺構 :性格不明遺構としたなかで、第10次調査区西部だけで検出されたⅢ層上面検出遺構で、井

戸状を呈する複数の井戸部と、それらをつなぐ連結部から構成されている。時期は古墳時代後期中葉～平安時

代初頭 (後述する時期区分では沼向⑥～⑩期)にかけて継続して認められ、畑跡に伴っている。総数21基確認さ

ヤと、 SX10105。 SX10109。 SX10153・ SX10155。 SX10158・ SX10159・ SX10163・ SX10198。 SX10213,SX10214・

SX10215。 SX10216・ SX10217。 SX10219。 SX10220・ SX10226・ SX10227・ SX10228・ SX10229・ SX10230。

SX10236で ある。このうち、SX10220の 一方の井戸部は、船材を転用した井戸枠を伴って検出されており、井戸と

しての概能が考えられた。この遺構は、東西約25m、 南北約30mの範囲に集中して検出されている。

�i)円形溝 :性格不明遺構としたなかで、円形に巡る溝状の遺構をいう。沼向遺跡北西部に点在しており、SX979

(1号 円形溝 )、 SX980(2号 円形溝 )、 SX10269(3号 円形溝 )、 SXl188(4号円形溝 )、 SX18E268(5号 円形

溝)がある。いずれも周溝は一巡しており、内部施設は認められない。時期決定遺物には欠けるものの、新旧関係

からは古墳時代後期に属し、後述する沼向の時期区分では沼向③期に所属すると考えられる。これらの円形溝は

DS918、 SD1002、 SD1041、 SD1042、 SD18141な どの溝に緩やかに囲われている。またSX10269(3号 円形溝)は

西側でSB1001の外周を巡る方形周溝状の溝と接しており、同時期の遺構であると考えられる。

�両)小溝状遺構群 :畑跡の耕作痕と理解される遺構で、佐藤甲二 (2000)1よ 「耕作土直下上面に小規模な溝が、一

定間隔をもって、同一方向へ平行する溝群である。」として、以下のように、13項 目の特徴を示している。

① 幅約50cm前後 (以下の場合が多いが)の溝が群をなし、等間隔に平行する。その間隔は、50cm前後のものか

ら2m以上のものまでの多岐にわたる。

② 深さは、5cm以下の浅いものから、50cm以上の深いものまで認められるが、同一群に関しては、各溝の深さは、

ほぼ均―である。

③ 上端・下端とも出入りが激しく、整然としていないものが多い。また、連続せず、断片的なものもある。

④ ほぼ直線的に延びるものが多いが、弱く弧状を描くものもある。

⑤ 東西方向や南北方向をとるものが多く、また、傾斜地の場合、傾斜方向と平行または直交するものが多い。

③ 堆積土は、単一層のものが多く、掘り込み層の小ブロックを多量に含む。また、水を湛えた痕跡は認められない。

② 底面は、凹凸が顕著なものが多く、内には、鋤先状の工具痕が認められるものもある。

③ 各溝間は平坦で、凸状を呈していない。

③ 一方向の単一群のみの他、複数方向の群からなるものもある。その場合には、直交方向をとるものが多いが、

斜行方向、同一方向の複数群のものもある。

⑩ 複数群の場合、重複関係が明確なものもあるが、多くは、重複関係が不明確である。

① 同一群の場合、各溝の始まりと終わりは、同一位置をとる場合が多い。

⑫ 同一群は、その途中で方向を若千変化させるものがある。その際、各溝は一旦途切れ、それをさらに繁ぐ状態

のものや、全く位置がずれ、それまでのラインを踏襲しないものが認められる。

○ 出土遺物は極端に少なく、時期決定資料を殆ど含まない。
この遺構は、仙台平野において、1970年代後半から認識されており、1981年の六反田遺跡の報告書 (仙台市教育

委員会)で、田中則和が「小溝状遺構群」と名称づけ、「畑の凹状の部分あるいは天地返し部分の可能性を含めて

作物栽培に関係する」遺構とする見解を示したのち、1991～ 92年の下ノ内浦遺跡第4次調査 (仙台市教育委員会

1993b)で、後者であることが判明した経緯がある。現状では、小溝状遺構群は、古墳時代から近世にかけて認め
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られるが、必ずしも畑跡の耕作土下面にあるわけではないことも指摘されている (佐藤2000)。

沼向遺跡の調査では、この小溝状遺構群とともに、畑弥にともなう耕作痕と考えられる近世の遺構が検出され

ている。溝状あるいは平面的に広が りのある遺構で、1基の場合と、複数で一定の区域を囲む場合がある。埋土

は小溝状遺構群と極めて類似し、遺構底面は顕著に起伏しており、工具痕が認められることから、本書では「耕

作に関連する遺構」と記述している。第 9次調査のSX907、 SX908、 SX924、 SX925な ど、第10次調査のSX1001、

SX1002、 SX1003、 SX1004な どであるが、近世の小溝状遺構群18次西B群の区画溝SD1858や、18次西D群の区画溝

SD1333な どと同じ特徴をもつものある。

(2)後背湿地

i)微地形分類 :後背湿地では、発掘調査成果をふまえて、洪水流の浸食と堆積作用による微地形形成を復元し、

地帯 A、 地帯 B、 地帯 Cと 分類した (第1-23図 )。

地帯A:後背湿地の西側の浜堤列の際に位置し、洪水流の浸食により大きく凹む微地形である。

地帯B:地帯Aと 地帯Cに狭まれ、浸食の影響が小さく帯状の高まりとして残る微地形である。地帯Bは水成堆積

の痕跡が見られる西側の低い地帯Blと 、水成堆積の痕跡が見られない東側の高い地帯B2に細別される。

地帯C:地帯Bの西側に位置し、数度の洪水流により浸食された微地形である。

市)水田跡と水田区画の設定 :水田跡は、後背湿地で検出されており、その水田域は、北西水田域と南東水田域に

分けられる。検出された水田跡は、3a層水田跡、9a層水田跡、10a層水田跡、11層水田跡である。このうち、3a層

水田跡、9a層水田跡、10a層水田跡は、後背湿地に広く水田域を形成しており、地帯A～地帯 Cの微地形と関連性

をもって水田区画を行なっていることが知られた。各水田跡は、時期や立地によって水田区画の方法に違いはある

が、基本的な水田区画の方法は、2種類認められる。ここでは、前提として、水田が機能する前提条件を、水田一

区画の田面の高低差10cm以下とするが、微地形の変換点に基軸となる畦畔を設けて大区画を設定したのち、一つは、

その中を高低差10cm以下となるように区画する方法、もう一つは、さらに小さく区画する方法である。両者とも

小区画を生育単位とするが、前者は、大区画と小区画の関係で、田面の高低差10cm以下は小区画に求められるが、

後者は、大区画、中区画、小区画の関係で、田面の高低差10cm以下は中区画に求められる違いがある。こうした

水田区画は、開田に際して計画されていると考えられ (仙台市教育委員会1987、 斎野2005)、 沼向遺跡で検出され

た水田跡にも認められる (第 1-23図 )。

3a層水田跡 :第 15次調査、第19次調査、第26次調査、第31次調査、第32次調査で検出した。大区画と小区画によっ

て構成されている水田跡である。大区画は8区画 (大区画 1～大区画 8)確認された。時期は、近世 (後述する時

期区分では⑫～⑭期)である。

9a層水田跡 :第 14次調査中区・東区、第15次調査、第19次調査、第21次調査、第26次調査、第31次調査、第32次調

査で検出した。北西水田域では大区画、中区画、小区画によって構成され、南東水田域は大区画と小区画によって

構成されている水田跡である。大区画は、北西水田域では4区画 (大区画 1～大区画 4)、 南東水田域でも4区画 (大

区画 5～大区画 8)確認された。時期は、奈良時代後半～平安時代初頭 (後述する時期区分では沼向⑩期)である。

10a層水田跡 :第 14次調査中区。東区、第15次調査、第19次調査、第21次調査、第26次調査、第31次調査、第32次

調査で検出した。北西水田域では大区画、中区画、小区画によって構成され、南東部では大区画と小区画によって

構成されている水田跡である。大区画は、北西部では4区画 (大区画 1～大区画 4)、 南東部でも4区画 (大区画 5

～大区画 8)確認された。時期は、奈良時代前半 (後述する時期区分では沼向⑨期)である。

なお、南東水田域の一部で検出された11層水田跡の時期は、古墳時代中期～後期前葉 (後述する時期区分では沼

向④～⑤期)である。このほか、北西水田域の第19次調査などで検出した10c層分布範囲については、水田土壊の

広がりと認識されるが、水田区画の方法は不明である。この遺構の時期は、古墳時代中期 (後述する時期区分では
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沼向④期)である。

第 7節 調査成果の概説

1.検出された遺構・遺物の時期別変遷
沼向第 4～34次調査で検出された遺構数、出土した遺物数は、第 3表、第 4表に示した。以下は、その調査成果

の概説である。

(1)沼向①期 :縄文時代後期中葉～晩期

沼向遺跡が立地する第 I浜堤列は、4500～5000年前に形成された微地形である。海岸線に沿って展開するこの帯

状の微高地において、その形成後、ほどなく、沼向遺跡に人類の活動の痕跡が認められるようになる。それは、お

よそ3500年前、縄文時代後期中葉 :①A期のことで、宝ケ峯式土器が破片として6点、第 8次～10次調査区から出

土している。沼向遺跡において推定される浜堤列の縁辺は、現状の微地形分類からすると、方向は東北東一西南西、

位置は遺跡の北西縁とほぼ一致する。土器片の出土は、この縁辺から50mほ どの範囲内で、極めて散浸な分布を示

し、集中する傾向はない。①Al期の遺構は検出されておらず、ここでどのような活動がなされていたのかはわか

らないが、長期的な居住を想定することはむずかしい。

その後、後期後葉 :① A2期 には、金剛寺式土器の出土が数点、第24次調査区で認められるが、晩期初頭～前葉 :

①Bl期 には、遺構 。遺物の検出はない。

晩期中葉 :① B2期 になると、30次調査区で性格不明遺構2基 と大洞Cl式～C2式土器と製塩土器、 9次調査区

南部で大洞Cl式～C2式土器が検出されている。遺跡西部の第30次調査区は、浜堤列縁辺からやや離れているが、

製塩土器が出上している点で、検出された遺構あるいはその周辺で、土器製塩に関わる作業が行われていたことが

考えられる。製塩土器の底部は、すべて平底である。第 9次調査区では、製塩土器の出土はないが、土器の分布は、

浜堤列縁辺から70～80mほ どの範囲に比較的まとまってあり、第30次調査区とは異なる土地利用がなされていたと

推定される。この時期には、遺構の検出はあるが、土器の出土量はそれほど多くはないため、短期的な生業活動が

行われていたと考えられる。

晩期後葉古 :① B3期に遺構、遺物の検出はないが、晩期後葉新 :① B4期には、第9次調査区の南部で、古墳

時代前期後半 :③ B期の遺構底面下から、土壊墓が 1基 (SK9101)検 出されている。平面形は長楕円形を呈して

おり、大洞A2式の高郭郭部が逆位で出土している。同じような検出状況で、形態が類似する遺構は、遺物の出土

はないが、第9次 。10次調査区の南部で、ほかに3基認められている。この時期の上器は、遺物包含層を合めて、

これらの遺構の北側に分布する傾向がある。その出土量は比較的多く、器種は大小の浅鉢、深鉢で構成されている。

そのため、第9次調査区を中心に、浜堤列縁辺部に居住域、その南側に墓域が営まれていた可能性もある。なお、

この時期に製塩土器が存在する可能性はあるが、確認することはできなかった。

晩期末葉 :①B5期には、遺物の出土はあるが、遺構の検出はない。

(2)沼向②期 :弥生時代

前期 :②A期には、遺物の出土はあるが、遺構の検出はない。

中期前葉 :② Bl期には、第8次～10次調査区に包含層が形成される。浜堤列縁辺に最も近い第8次調査北端部

で検出された性格不明遺構SX809は 、遺物包含層であり、寺下囲式に並行する土器群とともに製塩土器が出土して

いる。この時期の土器の分布は、第8次、9次調査区を中心に、その周辺の10次、18次調査区や、やや離れた30次

調査区へも及んでおり、浜堤列縁辺から100～80mほ どの範囲にある。器種は、壼、甕、蓋、深鉢、浅鉢、鉢、高

郭で構成され、奏の安定した組成がみられる。そのため、8次・9次調査区を中心として浜堤列縁辺部に居住域が
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形成され、その縁辺では土器製塩が行われていたと考えられる。製塩土器は、底部は平底で、深鉢形を基本として

いる。一部、尖底を含む可能性はあるが、明確でない。

中期中葉～後葉 :②B2～ B5期には、遺構の検出はないが、遺物は、8次～10次調査区の浜堤列縁辺寄りに認

められる。遺物の出土量は②Bl期に比べると大きく減少する。なかでも、桝形式 :② B2期土器群の出土は極め

て少なく、この時期には、ここでの上器製塩は、行われなくなったと考えられる。土器の編年では、円田式に並行

する②B4期土器群の存在が確認されたことで、それを介して、中在家南式 :②B3期から十三塚式 :② B5期ヘ

の変化を追うことが可能となり、継続した何らかの活動の痕跡として理解される。

後期初頭～中葉 :② Cl～ C3期には、土器は、 9次調査区よりも東方に散浸に分布するようになる。②B期 と

は異なる分布域を示しており、それが活動の違いを示すのかはわからないが、浜堤列縁辺からやや離れる傾向も看

取される。

後期後葉 :② C4・ C5期には、土器の出土はさらに少なくなる。②C5期には、第18次東調査区で性格不明遺

構 1基 (SX18E266)が検出されている。

(3)沼向③期 :古墳時代前期

前期前半 :③ A期は塩釜式土器の前半段階にあたり、この時期には、遺構、遺物の検出はない。

前期後半 :① B期は塩釜式上器の後半段階にあたり、この時期には、第31次調査区から第30次調査区まで、浜

堤列縁辺部に長さ約300m、 幅約100mの範囲に屋住域、また、居住域から南方へやや距離をおいて、長さ約250m、

幅約100mの 範囲に墓域が形成されている。居住域は、竪穴住居25軒、竪穴遺構29基を主として、遺物包含層など

から構成されており、遺跡西部の第25次 。30次調査区周辺と、遺跡北西部の第8次～10次調査区周辺に分かれる。

竪穴住居跡、竪穴遺構の主軸方向は、浜堤列の縁辺の方向性を意識している傾向がある。墓域は、第 1次～ 3次調

査の成果を合わせると、方形周溝墓7基、方墳 3基、円墳10基が確認されている。塩釜式後半を3期区分する編年

から、これらの遺構には、方形周溝墓を主体とする③Bl期から、方墳 。円墳を主体とする③B3期への変遷が考

えられる。この時期の生業に関しては、水田跡は検出されていないが、複数の住居から、少量ではあるが、イネの

プラント・オパールや、大型植物化石としてイネ炭化胚乳、ヒエ炭化種子などと、モモ核、ウメ核が検出されてお

り、周辺で水田や畑が営まれていた可能性はある。しかし、住居からは、管状土錘、球状土錘がまとまって出土す

る例がいくつかあり、調査区全体では、それらを合わせると100点以上出上していることから、漁携活動が生業に

占める割合は大きかったと考えられる。

(4)沼向④～⑤期 :古墳時代中期～後期前半

この時期は、南小泉式から住社式中段階にあたり、④期 :中期の早い段階で浜堤列縁辺部にポケット状の後背湿

地が形成される。土器の出土は少なく、浜堤列では、明確な居住域、墓域の形成は認められず、土器の出土も少な

いが、後背湿地において、④期のある時期に水田が営まれ、生産域が形成される。④期に関わる遺物としては、石

製模造品と黒曜石製石器がある。石製模造品は54点 (第 1次～3次調査出± 3点を含む)出土しており、2点の未

製品を含むが、基本的には遺跡範囲の外から持ち込まれたものと判断される。分布は、後背湿地と浜堤列の微地形

境界に沿って、浜堤列側に認められ、集中する傾向はない。黒曜石製石器は、弥生時代からの時期幅が想定され、

分布は、遺跡中央部の第8次・9次 。18次調査区と、遺跡東部の第 1次 。3次・15次 。33次調査区に大きく三分さ

れるが、後者の時期は、器種構成などから④期と考えられ、この時期には、石製模造品と黒曜石製石器が分布を異

にして併存していることが知られた。なお、居住に関しては、第10次調査で④B期～⑤A期の小型の竪穴住居が1

軒検出されている。この住居の役割はよくわからないが、石製模造品、黒曜石製石器の分布域とは関連性はない。

(5)沼向⑥期 :古墳時代後期中葉

この時期は、⑥A期 :住社式新段階、⑥Bl期 :栗囲式古段階、③B2期 :栗囲式新段階にあたり、浜堤列から後
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背湿地にかけて、広 く居住域、生産域の形成が認められる。

浜堤列では、西部の第30次調査区と北西部の第 8次調査区周辺に居住域、その中間に位置する10次調査区では、

南西部に小型の竪穴住居あるいは竪穴遺構を伴って複式井戸状遺構、その北側と南側の小溝状遺構群 :畑跡から構

成される生産域が形成される。後背湿地では、10a層水田が営まれるようになり、生産域が形成される。居住域は

2箇所に分かれており、 3期区分からすると、どちらも⑥Bl期の住居数が最も多い。

③A期 :住社式新段階は、広く集落の形成が再び始まる時期であるが、居住域では、この時期の住居の数は少な

い。遺物には、SX10217(複式井戸男犬遺構)埋±4b層出土の反柄がある。完形で、緊縛痕が確認され、身を着装す

る台部には、長方形の孔が2個ある。身の装着軸部にも同様の仕様が想定され、栓を通して組み合わせる方法がと

られている。他の遺跡の出土例としては、折損しているが、山王遺跡人幡地区の反柄と身からすると、平鍬の身と

して着装する場合には、刃部に鉄製刃先がつくと考えられる。また、この遺構埋±4b層及びその下層からは、大

型植物化石として、イネ炭化胚乳を主としてキビ炭化胚乳、ヒエ炭化種子、マタタビ種子、メロン仲間の種子など

が出土している。

⑥Bl期 :栗囲式古段階は、主に第30次調査区において住居の数が増加し、須恵器の出土が多い時期である。そ

れらの須恵器からは、近つ飛鳥博編年Ⅱ型式5段階 (田辺編年TK209型式)に並行する時期の窯が北方の丘陵で営

まれたことが推定されている。出土した須恵器の器種は、高郭、脚付婉、瓶類といった供膳具、甕、それとともに

焼台もあることから、窯の操業には、この居住域の構成員も関わっていたこと、主な供給先は、郷楽 1号墳のよう

な横穴式石室をもつ古墳と推定される。

③B2期 :栗囲式新段階には、住居数が減少し、須恵器の伴出はほとんどなくなる。

大型植物化石の同定では、⑥Bl期から⑥B2期にかけて、前述のSX10217(複式井戸状遺構)埋±3a～ 4a層か

ら、イネ炭化胚乳とともに、ヒエ戊化種子、モモ核、ウメ核、アンズ核、クリ果皮、 トチノキ種子などが出土して

おり、⑥A期 と比べると、イネ炭化胚乳の比率が下がり、果樹の比率が高くなっている。後続する⑦～①期に相当

するSX10217(複式井戸状遺構)埋± 2層では、畑域の面積が拡大することを示すように、イネ炭化胚乳は極めて

少なくなり、モモ核、ウメ核、マタタビ種子を主とするようになる。こうした⑥A期から⑥B期にかけて、果樹の

比率が高くなった背景には、浜堤列という土地条件が、砂質であるという点で、果樹の生育に適していることを積

極的に評価する経営方針があったと考えられる①

このように、⑥期には、居住域と生産域によって構成される集落が形成されており、それを裏付けるように、こ

の時期の遺構からは、昆虫化石の分析によって、人糞や獣糞に集まる地表性昆虫や、畑作害虫などの出土が確認さ

れている。

(6)沼向⑦期 :古墳時代後期後葉

⑥期に居住域であった第30次調査区が、⑦A期に柱列による区画施設で囲われた生産域 :畑域となる。集落構成

の大きな変化であり、生産域の拡大がなされている。区画施設は、第30次調査区から第10次調査区南端部まで及ん

でおり、その範囲は、長軸約125m、 短軸70m前後、面積約9000∬である。区画施設の内部には、柱列に沿って溝

状の遺構があり、それらの埋土、底面の状況が、小溝状遺構群の小溝と類似することから、畑跡の一つの形態と考

えられる。⑦B期になると区画施設はなくなり、小溝状遺構群30次 C群・D群が検出されることから、畑域として

は存続する。⑦期の集落は、浜堤列縁辺部では、西部の畑跡とその東側の複式井戸状遺構で構成される生産域 :畑

域、やや東方に離れて第9次調査区を中心とした居住域、その東側の後背湿地の生産域 :水田跡、によって構成さ

れている。居住域における住居の数は、⑥B2期にくらべると減少しており、数軒程度である。

(7)沼向③期 :古墳時代後期末葉

集落の基本的な構成は⑦期と変わらないが、北西部の居住域には、竪穴住居跡、竪穴遺構とともに、区画溝を伴っ
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て周溝がめぐる掘立柱建物跡、円形溝などが認められる。また、この時期には、小溝状遺構群が、それまでに比べ

ると、明確な群をなしていること、方向性が直線的で東西あるいは南北方向を意識していること、小溝底面に残さ

れる工具痕が明瞭であること、が看取される。大型植物化石は、SX10220(複 式井戸状遺構)埋土から、モモ核、

ウメ核、アンズ核、スモモ核、メロン仲間の種子などの果樹を主とした出土がみられ、イネ炭化胚乳、アワ炭化胚

乳、キビ炭化胚乳、クリ果皮、オニグルミ内果皮などは少量出土しており、⑥期とは異なり、果樹を主な作物とす

る畑経営がなされていたことが知られる。また、SX10220Aに残されていた井戸枠2点は、丸木舟の船材転用であ

ることが知られ、仙台市域では、初めての出土例となった。

(8)沼向③期 :奈良時代前半

この時期になると、浜堤列では、それまで居住域だった北西部まで、生産域 :畑域が広がる。集落構成の大きな

変化であり、生産域の拡大が再度なされている。複式井戸状遺構は同じ位置で群として存続するため、この群域を

挟んで東西を畑域とする生産域が展開し、居住域はやや縮小する。小溝状遺構群の方向性は、東西方向と南北方向

の2方向が、群によって異なることが明瞭であり、複数時期の変遷がある。居住域では、この時期の明確な竪穴住

居跡・竪穴遺構は確認されていないが、数は少ないながら存在していたと推定される。大型植物化石では、⑦～①

期にみられる果樹を主とする傾向は、③期、後続する⑩期でも大きな変化はないが、果樹ではウメ核の減少とモモ

核の増加、穀類ではイネ炭化胚乳の増加がみられる。作物として、果樹ではモモ、穀類ではイネヘの志向が強くなっ

ている可能性がある。後背湿地では、10a層水田が廃絶されている。この水田跡は、畦畔内部及び耕作土出土土器

から、⑥期からの時期幅があると考えられ、畦畔上面からは③期の土器が出土している。出土遺物には、畦畔内部

から馬鍬の台木の破片が出土しており、畜力の導入がはかられていたことが知られる。

(9)沼向⑩期 :奈良時代後半～平安時代初頭

この時期には、後背湿地で9a層水田跡が営まれるようになる。水田域は継続し、浜堤列縁辺部では、生産域 :畑

域が、竪穴遺構、複式井戸状遺構、畑跡によって構成され、それを集落内で区画するための区画溝が設けられる。

その範囲は、東西にやや長い長方形で、東西約140m、 南北約90m、 面積約12600ポである。北辺の区画溝からは、

浜堤列縁辺へ向う溝が分岐しており、排水機能があることが知られる。区画溝に給水する水路は、調査区域内では

確認されておらず、その付設は地形的にむずかしいことから、区画溝のもう一つの役割は、地下水位を低下させる

ことにあったと考えられる。

区画内部の遺構群をみると、それらは、溝によっていくつかに分割されており、7基検出された竪穴遺構あるい

は性格不明遺構は、すべて底面の構造が同じで一定の間隔をもっていることから同時に存在しており、畑作に関わ

る作業施設と考えられる。そのうち、性格不明遺構SX10150(特殊な竪穴遺構)は、 3基の竪穴状の遺構を溝で連

結させており、実際の作業では、7基の遺構は、その並びから、3基ずつ 3単位として使用されたと理解される。

畑域の小溝状遺構群の範囲は、区画溝の設定によって、③期よりやや縮小しているところもあるが、面積的にはほ

ぼ同じである。方向性も、直線的な東西・南北方向が踏襲されている。

この区画溝の北東側には小型の竪穴住居跡 3軒、東側には、掘立柱建物跡 3棟、南東側には小型の竪穴住居跡 1

軒が検出されており、竪穴住居跡、掘立柱建物跡の主軸方向も東西 。南北方向が意識されている傾向がある。こ

れらの住居・建物群は、⑩Al期 :8世紀中葉～後葉から⑩A2期 :8世紀末葉～ 9世紀初頭までの時期幅があり、

数も少なく小規模である。⑩B期では、竪穴住居跡、竪穴遺構は検出されておらず、集落の営みに変化が生じてい

ることが考えられる。

(10)沼向①期 :平安時代前葉～近世初頭

この時期には、遺構の検出はなく、遺物もほとんど出土しておらず、集落は形成されていない。
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(刊 →)沼向⑫期 :近世前葉

17世紀中頃、浜堤列から後背湿地にかけて、広く集落の形成が始まる。この時期の居住域は第23次調査区にあり、

比較的狭いことが推定される。建物は小型で、方向性には、真北を基準としている傾向はない。浜堤列はほとんど

が畑域、後背湿地は水田域として生産域が広がる。浜堤列では、数多くの小溝状遺構群と、耕作に関連する遺構が

検出されており、その畑域には井戸跡も見つかっている。そのうち、小型の井戸跡からは梵字墨書のある礫が49点

出土しており、注目される。大型植物化石は、この時期の出土は少なく、イネ炭化胚乳、モモ核、クリ果皮、オニ

グルミ内果皮のほか、カボチャの種子などが見つかっている。

(12)沼向⑬期 :近世中葉

18世紀になると、集落の構成に変化が生じる。第18次西調査区とその周辺を中心として、真北方向を基準とした

区画溝や掘立柱建物跡などからなる居住域が形成される。遺跡登録されている「遠藤館跡」に対応する遺構群であ

り、⑭期に継続する。その範囲は、東西約150m、 南北約150mほ どであり、⑫期に畑域としていた場所である。居

住域内からは、木棺墓が 1基 :SX18E084検出されている。陶磁器、銭貨 9枚とともに、大型植物化石として、メ

ロン仲間の種子、マメ科炭化種子、イネ炭化胚乳、オオムギ炭化種子、コムギ炭化種子、キビ炭化胚乳、ユスラウ

メ核などが出土している。これらは、埋葬に伴う構成なのであろうが、畑作物が多い傾向がある。そのほかの遺構

からは、モモ核が多く出土する傾向がみられる。

(13)沼向⑭期 :近世後葉

19世紀には、集落の構成に変化はないが、居住域が遺跡西部にも形成され、その面積が拡大し、大型の掘立柱建

物跡がみられるようになる。小溝状遺構群の検出は、〇期と同様、少ないが、畑域は存続しており、昆虫化石では、

畑作害虫が検出されており、大型植物化石は、モモ核、オニグルミ内果皮、クリ果度を主として、イネ炭化胚乳、

ウメ核などの出土がある。また、出土遺物には、底部外面に「遠藤氏」の墨書がある瀬戸美濃産の爛徳利が出土し

ている。年代は19世紀後半であり、⑭期でも、その末期に位置づけられる。

2.土 地利用の変遷
遺構・遺物によって区分された沼向①～⑭期を、地形学などの関連科学の分析 。同定結果をふまえて検討し、土

地利用とういう視点から時代区分すると、以下のようになり、付図44(第 10分冊)に示した。沼向遺跡に限定され

る地点的な成果ではあるが、変化する環境への技術的な適応の過程が知られる。

潟湖の時代 (沼向①～③期 :縄文時代後期中葉～古墳時代前期)

水田・畑の時代 (沼向④～⑩期 :古墳時代中期～平安時代初頭)

沼向の時代 (沼向①期 :平安時代前葉～近世初頭)

遠藤館の時代 (沼向⑫～⑭期 :近世前葉～後葉)

沼向遺跡が立地する第 I浜堤列が4500～5000年前に形成されて以降、海側には浜堤列が進出し、陸側には広く潟

湖が展開する地形環境が、近世初頭まで継続する。①期には、遺跡北方にある丘陵からの景観は、名取川河口付近

から北方へ、細長く延びる浮島状の陸地が、海と潟湖を分けているように見えたのであろう。その先端近く、陸側

に位置する沼向遺跡の地形環境に、古墳時代中期 :④期の早い時期に大きな変化が起こる。西方からの大洪水に

よって遺跡北東部がポケット状に決られ、後背湿地が形成されるのである。これによって、後背湿地では、④期以

降、⑩期まで、水田稲作が断続的、継続的に行われるようになり、浜堤列では、⑥期以降、⑩期まで、畑作が継続

的に行われている。土地利用という点では、④期が最初の画期である。③期までを「潟湖の時代」としているのは、

弥生時代や、古墳時代前期においても農耕が積極的に行われた痕跡がなく、むしろ、縄文時代、弥生時代の土器製

塩や、古墳時代前期に多量に出土する土錘から推定される漁携活動など、主たる生業が潟湖に関わり、そこから生
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活の糧を得ている時代ということで名称づけている。④期以降は、水田稲作、畑作が行われていることから、⑩期

までを「水田。畑の時代」と名称づけているが、④・⑤期には、浜堤列縁辺部に③B期のように居住域は形成され

ていない。その理由として、③B期の居住域は大決水が狭った部分まで延びていたことが推定され、その災害を教

訓として、居住域を移動させたことが考えられる。①期になると、そうした意識の変更がなされたためか、居住域

は浜堤列縁辺部に再び形成され、⑩期まで存続する。この「水田・畑の時代」には、地形面の変化はないが、地下

水位の上昇が推定される。これは、③B期から、⑥～⑩期にかけて、竪穴住居跡床面。竪穴遺構底面・複式井戸状

遺構底面の標高が徐々に上昇していること、⑥期から、⑩期のかけて、溝跡の底面標高が、徐々に下降しているこ

とから導きだされた考えであり、やや波行的ではあるが、この期間の海水準微変動の傾向と符合する。つまり、①

期に沼向遺跡から、居住や生産活動の痕跡がなくなる主な要因として、地下水位の上昇による集落の放棄が考えら

れるのである。これが2番 目の画期であり、平安時代前葉の9世紀中葉から、近世初頭の17世紀前葉までの長期間

を「沼向の時代」としたのは、遺構、遺物が検出されない期間で、その間、おそらく中世に「沼向」という地名が

ついたと推定されることによる。非主体的なこの地名は、人類が居住しない土地に対して、沼あるいは沼状の湿地

を挟んで反対側から名称づけられたのであろう。その後、17世紀の中頃には、再び沼向遺跡で遺構、遺物が検出さ

れるようになり、遺跡範囲内に含まれる遠藤館跡に関わることが考えられた。3番目の画期であり、この⑫期～⑭

期を「遠藤館の時代」とした。これには、前述のように、慶長年間と寛文年間に行われた七北田川の主流路の付け

替え工事が大きな役割を果たしており、新田開発の進行に伴い、潟湖は、その面積を徐々に小さくしていくことに

なる。人工的な土地利用が大規模に始まった時代でもある。

現在では、遺跡周辺に、潟湖や近世の屋敷の面影はまったくないが、この土地区画整理事業が行なわれる以前には、

集落としての景観が良好に残されていた。その様子は、高砂在住の高橋親夫氏によって記録されてある (第 1-25図、

写真1～ 5)。 近世の沼向を考えるうえでも貴重な資料である。

註

1:中野高柳遺跡の調査は、宮城県教育委員会が平成 6年度と平成 7年度、平成12年度から平成17年度まで、仙台市教育委員会が平成
7年度から平成12年度まで行なった。このうち、宮城県教育委員会の発掘調査報告書は、すでに刊行されている (宮城県教育委員

会2003、 2004、 2005、 2006)。 仙台市教育委員会が行った第 1次～ 5次調査の発掘調査報告書は、今年度刊行する。
2:福島県教育委員会・福島県文化センター (1988、 1989)の編年
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第刊-1図 沼向遺跡位置図

岡 事業地 :■■■遺跡範囲

第1-2図 事業地内遺跡分布図
o           500m
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浜堤‐後背湿地
縄文・弥生 古墳・奈良 平

安 近世

平安 中世・近世

六丁の目 Hヒ町板稗
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第 1章 調査概要

不 C

大別 (体部形・口縁高比) 細別 1(日 縁部断面形) 細別2(日縁部と体部の境界) 細別3(大きさ) 細男U4(処理・仕上tの

I

体部が、半球形 外反外傾 I 丸みのある稜、緩やかな屈曲 S 日径が12cm未満 1 ナ シ

日縁 高比が025未満 b 直線外傾 2 稜、屈曲 M 口径が12～ 18cm 2 黒色処理

Il
応部 が、半球形 内反外傾 3 段付稜 L 日径が18cn」以上 3 黒色仕上Iヴ

日縁高,ヒが025-ヤ 033 d 直 立 4 沈線 4 赤彩

Ⅲ
体部 が、痛 平半球形 外反 内傾 5 不明

一II頂頭三三三E三ラフアI
笠

診  罠≦璽〈
不 CⅣf2M

ア 蔭愛哀畏垂
杯 CⅧb2M

/

日縁 高比 が025未満 f 直線内傾
丸底郷の形態

Ⅳ
体部 が、痛 平 半球形 内反 内傾

日縁高比が025～033 扁平半球形(体部高■体部径が03～01以上)
皿形(体部高■体部径≦01)V

体部が、扁平半球形

日縁高比が033～066 ※日縁高比 (日縁高■器高)
※器高比(器高■日径)

M彰
"

鉢C If2Ml類       杯 CⅡ blM2類      イ CⅢ e2Ml蝶

▽  V 謂
郭C Va2Ml類        杯CⅥa2Ml類       杯CⅦb2Ml類

謂

Ⅵ
体部が、扁平半球形

日縁高比が066～075

Ⅶ
体部が、扁平半球形

日縁高比が075以上

Ⅷ
体部が、皿形

日縁高比が066～075

Ⅸ
体部が、皿形

日縁高比が075以上

X
体部が、半球形

体部と日縁部の境界ナシ

� 平底で、体部と口縁部の境界ナシ

口縁高

体部高

不CⅨb3M2類 杯CX cL2類 郭 C�cM2類

高杯 CⅡ a類

ゞ
型ヽ丸底鉢ＣⅢ類

【類

く

無 彪
高イCIb類

□
小型丸底鉢 CI類
，
蝉

遮
台C Ibz類

高不Cma類

壼C Ⅱd2類

0        10cm

Scale=1:8 ~

器

直 曰壺C12類

高杯
C

大別(脚形) 細別(脚内面)

I 長脚で柱状 中空

Ⅱ 長脚で「ハJ宇状に開く b 中実

Ⅲ 短脚で「ハJ字状に開く 半中実

※杯部は文章で記述する。

拠
雄
熊

大別(頸体比)

I 喚部 島 ■体 詈低島 が 16以上

Ⅱ 顕部高■体部高が10～ 16

Ⅲ 頸部高■体部高が10未満

小型丸底鉢CⅡ類

器台

C

大別(脚形) 嗣別1(脚内面) 細別2(体部外面調整 )

I 長脚で柱状のもの 中空 ハケメ

Ⅱ 長脚で「ハJ宇状に開くもの b 中実 ツ
ヘラナデ

Ⅲ 粗製器台 半中実 ヘラミガキ

※受部は文章で記述する
器台 C Iaz類 器台Cmax類

直日

重C

大別(大きさ) 細別(体部最大径 )

I 中小型 1 上位

] 大型 2 中位

Ⅲ 大型で頚部に突帯が巡る 3 下位

直 口豆 C■ 2類 直口壷CⅢ類

壷 C
大別(日 縁部形態) 細別1(日 縁部断面形) 細別2(体部最大径)

I 広 日 外反 1 上位

E 二重日縁 b 外傾 2 中位

内反 下位

d 複合日縁で無段

複合日縁で有段

f 受 日状

第刊―刊4図 〕Fロクロ土師器分類図 (1)

壷CⅡ e類



大別(棒部形・頸部のくびれ ) 細別 1(日 縁部断面形)

体部が半球形

くびれが強いもの

日縁部が外反・外

体部が半球形で

くびれが弱いもの

日縁部が直立

※片日は文章で記述する

第 1章 調査概要

有孔鉢Cub類

〃 翌
不D Ibl類

有子L

鉢C

大別(器形) 糸田男」(7L安交)

I 日縁端部を折り返し、体部が逆「ハ」字状のもの 単 孔

Il 批存 の鉢 の器形 を利 用している(ぅの b 多子L

有孔鉢CIa頚

甕 C

大別(体部形) 細別 1(体都最大径 ) 細別 2(頸部 )
糸日男可3(や卜吉Б
外面調整)

I 球 形 上位 1 頸 言ヽ 1こ段 がない ハケメ

卵 形 b 中位 2 頸 部 に段 がある ヘラナデ

Ⅲ 長胴 形 下位 ヘラミガキ

Ⅳ 釣鐘 形 d 育形

甕C Ialx類 甕CⅡ blソ類

長胴卵形・釣鐘形

¢ ＼ ≦
蓋CI類

非ロクロ土師器分類図 (2)

ロクロ土師器分類図

第司一刊5図 〕卜ロクロ土師器分類図 (2)・ ロクロ土師器分類図

不DⅡ お類

V
イDⅢ d類

甕DⅢ類

0         10om

Scale = 1 : 8   ~

甑CⅢbx類 甕CⅢ c2x類 蓬CⅣalx類

大別 (日縁高比)

日径に対して器高が04
以上と、比較的高いもの

全体 にミガキ

近くに回転ヘラクスリ

底部から丸みを持つて立ち上がり

上半は直線外傾

日径に対して器高が04
未満と比較的低いもの

上吉いにミガキ

くに回転ヘ ラケズリ

底部から日縁まで直線外傾

底部から日縁まで

部近くに回転ヘラケズリ 底部から中位まで緩やかに内反外傾

日縁は短く外反外傾底部近くに手持ちヘラケズ

リ

郭D Ⅱd2類

全体にハケメあるいはヘラナデ調整

下半に手持ちヘラケズリあるいはヘラナデ調整外面が面をなしているもの

外面が面をなし、内面が「く」
の字状にくびれるもの 外面に回転ハケメ調整

ロクロ成形痕だけのもの

ロクロ成形痕とそれに先行するタタキの痕跡が認
められるもの

甕DIa類



第 1章 調査概要

第2表 沼向遺跡 時期区分表

ステージ (沼向追跡) 土器群・陶磁器群 浜堤列 後背湿地 時代・時期 土器型式

①期

①Al期 ①Al期土器群

(浜堤列)

縄文時代

後期
中葉 宝ヶ峯式

①A2期 ①A2期土器群 後葉 金剛寺式 (瘤付土器 )

①Bl期

晩期

初頭～前来 大洞 B、 B―C式

①B2期 ①B2期土器群
(性格不明遺構

・製塩土器 )
中 葉 大辛同Cl、 C2式

①B3期 後葉古 大洞Al式

①B4期 ①B4期土器群 (土墳墓) 後葉新 大洞A2式

①B5期 ①B5期土器群 末棄 大洞A´式

②期

②A期 ②A期土器群

弥生時代

前期 青木畑式並行

②Bl期 ②Bl期土器群 (包含層・製塩土器 )

中期

前葉 寺下囲式並行

②B2期 ②B2期土器群 中葉古 桝形式

②B3期 ②B3期土器群 中葉中 中在家南式

②B4期 ②B4期土器群 中葉新 円 田式 並 行

②B5期 ②B5期土器群 後葉 十二塚式

②Cl期 ②Cl期土器群

後期

初頭 常盤式並行

②C2期 ②C2期 土器群 前葉 天王山式

②C3期 ②C3期 土器群 中葉 踏瀬大山式並行

②C4期 ②C4期上器群 後葉 赤穴式並行 (古 )

②C5期 ②C5期土器群 (性格不明遺構 ) 末葉 赤穴式並行 (新 )

③期

③A期

古墳時代

前期

前半 塩釜式 前半)

③Bl期 ③Bl期土器群

居住域・墓域

後半古 塩釜式 後半―古)

③B2期 ③B2期土器群 後半中 塩釜式 後半―中)

③B3期 ③B3期土器群 後半新 塩釜式 後半―新 )

④期

④A期 ④A期土器群
(洪水 )

イ

水田域

中期

前半 南小泉式

④B期 ④B期上器群 後半 引田式

⑤期
⑤A期 ⑤A期土器群

後期

初頭

⑤B期 ⑤B期土器群 前葉 住社式 (古・中)

⑥期

⑥A期 ⑥A期土器群

居住域・畑域

水田域

10a層水田跡

中葉古 住社式 (新

⑥Bl期 ⑥Bl期土器群 中葉中 栗囲式 (古

⑥B2期 ⑥B2期土器群 中葉新 栗囲式 (新

⑦期
⑦A期 ⑦A期土器群 後乗古

⑦B期 ⑦B期土器群 後葉新

③期 ⑥期 ⑥期土器群 末葉

③期 ⑨期 ③期土器群

奈良時代

前半 国分寺下層式

①期

⑩Al期 ⑩Al期土器群

水田域

9a層水田跡

後半 国分寺下層式

⑩A2期 ⑩A2期土器群
末葉 国分寺下層式～表杉ノ入式

平安時代
初頭 表杉ノ入式

⑩B期 ⑩B期土器群

①期

①A期 ⑪A期土器群 前葉～末葉 表杉ノ入式

①B期 ⑪B期陶磁器群 中世

①C期 ⑪C期陶磁器群

近世

初頭

⑫期 ⑫期 ⑫期陶磁器群

居住域・畑域
水田域

3a層水田跡

前葉

①期 ④期 ⑬期陶磁器群 中葉

①期 ⑭期 ⑭期陶磁器群 後葉

沼向遺跡の時代区分 ①～⑥期:潟湖の時代 ④～⑩期:水田・畑の時代 ①期:沼向の時代 @～⑭期:遠藤館の時代
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※ 避‖総数の算||では、複数の調査区で検出された同一遺構をよ基、あるいは1条とした。そのため Ш層上而避‖牧、Ⅱ用上面避llj数 の合計数とは一致しない狭値がある。
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跡出土遺物数量表
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1 (戸何から) 2 (南 力ゝら)
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写真図版 1 平成 5・ 6年当時の沼向遺跡周辺 (1)
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写真図版 2 平成 5。 6年当時の沼向遺跡周辺 (2)
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写真図版 3 平成 5・ 6年当時の沼向遺跡周辺 (3)
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写真図版 4 平成 5。 6年当時の沼向遺跡周辺 (4)
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第 2章 ―第 4次調査一

第 1節 調査概要と基本層序

1.調査概要
第 4次調査区は、沼向遺跡の北西部、OP-026～ 0砕033Gridに 位置し、浜堤列に立地する (第4-1図 )。 調査面積は

454.1だである。第 9次調査区、第10次調査区に接する。調査区は第4-1図のように設定した。

調査区は北側に向かって一段下がっており、現況の水田が広がっている。調査区西半は調査区以北の水田耕作土

と連続し、調査区東半に比べ標高で0.2m程削平されている。この浜堤列上を削平して作られた現代の水田により、

調査区西半の遺構の残存状況は良くない。

発掘調査は平成 7年 9月 6日 に表土の重機掘削と遺構確認を開始し、 9月 14日 までの実働 7日 間実施した。

遺構検出面は、基本層Π層の分布が部分的なため、Ⅱ層上面遺構のほとんどは、Ⅲ層上面遺構と同様、基本層Ⅲ

層上面であった。遺構検出面の標高は0.90mである。現代の水田に削平された調査区西半部での遺構検出面の標高

は0。7mである。

遺構は、古墳時代前期 :③期から近世 :⑫～⑭期にかけて、総数12基が認められた。Ⅲ層上面遺構は、竪穴住居

跡 1軒、土坑 3基、ピット1基、Ⅱ層上面遺構は溝跡 6条、性格不明遺構 1基が検出された (付図1)①

遺物は、平箱で 1箱出土した。総点数は109点で、そのうち、遺構出土が18点、基本層出土が91点である。各遺

構及び基本層からの遺物出土数は第4-6表に示した。主な出土遺物は弥生土器、須恵器である。これらの遺物のう

ち12点を図示した。

2.基 本層序
第4次調査区では調査区壁による基本層序の確認は行なっていないが、隣接する第9次調査区と同様、基本層序

は、大別で I、 Ⅱ、Ⅲ層の3層を確認した。

第 2節 検出遺構と出土遺物

1.検出遺構と出土遺物
(1)SI竪穴住居跡 (第4‐ 3図、第4‐ 1表、写真図版4‐ 1～2)1軒 検出された。

S1401竪穴住居跡 (第4-3図、第4‐ 1表、写真図版4-1-3～ 8、 2_1～ 2) OR-027bcGridに 位置し、沼向⑩期に属する

Ⅲ層上面遺構である。第4次調査区西側に位置する。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。南辺を撹乱に削平される

が、遺存状態は良好である。平面形は不整方形で、上端規模は東西2.26m、 南北2.16mで ある。床面積は、下端規

模で4.7∬ である。主軸方位はN-75° 一Wである。壁高は0.46mで、壁面の立ち上が り角は55～ 70度である。床面は

僅かに起伏しており、床面標高は0.63m前後である。北東隅にカマド、床面から周溝を検出し、床面の下に掘り方

を確認している。また床面には一部粘土を貼っている箇所が認められる。カマ ドは両袖及び燃焼部、煙道部が遺存

している。左袖は遺構確認面まで遺存している。カマドは袖を壁につけ、燃焼部を壁より0.20mほ ど外側まで掘り

込んでいる。煙道部と燃焼部は0.10mの段差があり、煙道部は床面より0.15mほ ど高い。カマド袖先端から煙道部

先端までは1.60m、 燃焼部奥から煙道部先端までは0,76mである。煙道部先端は0.15mほ ど深くなっている。ピット

等の掘り込みはない。周溝は南辺から東辺中央付近まで巡っている。周溝の上端幅は0。15～024m、 断面形は「U」

字状で深さ0,15mである。掘り方は床面の下を全面0。lmほ ど掘り下げていて、底面はおおよそ平坦である。カマド
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袖部の下部ではさらに一段深く掘り下げられている。煙道部には掘 り方はない。S1401の埋土は19層認められ、土

質はシル ト質砂が多い。埋± 1～ 7層は自然堆積、8層はカマ ド天丼部粘上の崩落土、9、 10層はカマ ド内部堆積土、

11層は貼床粘土である。12層は周溝埋土、13～ 18層はカマド燃焼部から煙道部にかけての埋土であり、15層 は多量

の炭化物を含む。19層は掘 り方埋土である。遺物は、須恵器甕 (No04002)の体部破片が床面上から1点、埋土か

ら2点 (1点はNo04001)出土した。また、床面直上からは磨石 (No04003)が 出土している。そのほか、掘り方か

ら非ロクロ土師器、弥生土器が出土している。S1401の時期は、床面から土器の出土がなく、明確でないが、住居

の位置、主軸方向、形態と、他の調査区の成果から、⑩期としておきたい。

(2)SD溝跡 (第 4‐ 4・ 5図、第4-2表、写真図版4‐2)6条 検出された。
SD401溝跡 (第 4-4・ 5図、第4-2表、写真図脱 -2‐3) OQ-031c・ OQ-030a～ dGridに 位置し、沼向⑫～⑬期に属する

H層上面遺構である。東西方向の溝で、東側は第 9次調査区に続く。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。出土遺物

はない。

SD403清跡 (第 4-4・ 5図、第4-2表、写真図醜 ‐2_4) OR-028ad・ OQ-028aGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上

面遺構である。南北方向の溝で、北端は調査区外に、南端は第 9次調査区に続く。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はな

い。埋土は4層認められる。遺物は、埋土から弥生土器が出土している。

SD404清跡 (第 4_4・ 5、 第4-2表) OR-028cd・ OR-027dGridに 位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。東

西方向の溝で、西端は撹乱に切られ、東端は第 9次調査区に続く。SD405よ り新しい。遺物は、埋土から弥生土器

が出土している。

SD405溝跡 (第4-4・ 5図、第4-2表、写真4-2-5～ 6) OR‐ 028bcGridに位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺

構である。南北方向の溝で、北隅は調査区北側の段差によって削平されている。SD404よ り古い。埋土は1層認め

られる。底面は起伏している。出土遺物はない。

SD407溝跡 (第 4-4・ 5、 第4‐2表 ) OR-026abdGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。北東方向

の溝で、南西側は第9次調査区、北東側は調査区外へ続く。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SD408溝跡 (第 4-4・ 5、 第4-2表) OR-029adGridに 位置し、沼向⑫～⑬期に属するⅡ層上面遺構である。南北方

向の溝で、北端は調査区外に続く。SX402よ り新しい。出土遺物はない。

(3)SK土坑 (第4-5図、第4‐3表)3基 検出された。
SK403土坑 (第4-5図、第4_3表 ) OR-027bcGridに 位置し、沼向①～⑩期に属するⅢ層上面で遺構である。Ⅲ層

上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整形の上坑である。出土遺物はない。

SK404土坑 (第4-5図、第4-3表) OR-026aGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。SK405よ

り新しい。平面形は長楕円形の土坑である。出土遺物はない。

SK405土坑 (第 4_5図、第4-3表) OR-026adGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。SK404

より古い。平面形は楕円形の上坑である。坦土は2層認められる。出土遺物はない。

(4)SX性格不明遺構 (第 4‐5図、第4-4表、写真図版4‐2)1基 検出された。
SX402性格不明遺構 (第4-5図、第4-4表、写真図版4-2‐7～8) OR-030c・ OR-029dGridに位置し、沼向⑫～○期

に属するⅡ層上面遺構である。SD408よ り古い。平面形は不整隅九方形の土坑状の遺構である。出土遺物はない。

(5)ビ ット (第 4‐5図、第4-5表)1基 検出された。③期～⑩期に属するⅡ層上面遺構である。

2.そ の他 の出土遺物
Ⅲ層凹地① :OQ-029a・ OQ-030bに位置する。東西3.00m、 南北2.40mの不整形の自然の落ち込みで、人為的な

掘り込みではない。同じようなⅢ層凹地は、第 8次調査のSX809、 第 9次調査のSX981、 第10次調査のSX1011、
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SX1026、 SX1027、 SX1034、 SX10119、 SX10132が あり、いずれも縄文時代晩期後葉 :① B4期あるいは弥生時代

中期 :② B期から古墳時代 :③～③期にかけての遺物を含み、沼向遺跡の北西部に集中している。それらは遺物包

含層として検出しているが、この第4次調査のⅢ層凹地①は深さなどが不明なため扱いを違えている。

このⅢ層凹地①からは弥生土器が58点出土している。ほとんどが破片である。図示した6点 (第4-7図)は②B2

～5期の時期幅がある。そのうちNo040051ま細い沈線で渦文あるいは同心円文を描き、沈線内を一帯おきにミガキ

調整している。円田式上器に特徴な文様施文方法であり、時期は②B4期である。血04006と h04007も②B4期 と

考えられる。この2点は日唇部のLR縄文・体部の撚糸文Rが共通している。血04004と h04009も この時期の可能

性がある。No04008には、同時施文平行沈線が施文されており、時期は②B5期である。

基本層 :基本層 I層から31点の遺物が出上している。そのなかには弥生土器奏 (h04009)、 磁器土瓶 (No04011:

瀬戸美濃産)、 微細剥離痕のある剥片 (No04012:流紋岩)がある。

第 3節  まとめ

1.Ⅲ層上面遺構
弥生時代中期 (沼向②期):遺構の検出はない。Ⅲ層凹地①から弥生土器が出土している。

奈良時代後半～平安時代初頭 (沼向⑩期):竪穴住居跡1軒が検出された。

このほか、沼向③～⑩期のいずれかに属する土坑3基、ピット1基が検出された。

2.Ⅱ 層上面遺構
近世前葉 (沼向②期):溝跡1条が検出された。

近世前葉～中葉 (沼向⑫～○期):溝跡2条、性格不明遺構1基が検出された。

近世後葉 (沼向⑭期):溝跡2条が検出された。出土した磁器は、器種に土瓶があり、産地は瀬戸美濃である。

このほか、沼向⑫～⑭期のいずれかに属する溝1条が検出された。

3.rJ、甘簡

第4次調査区は、遺跡北西部に位置し、浜堤列に立地する。調査面積は454.1∬である。

遺物は、弥生時代中期 :② B期から認められる。

遺構は、奈良時代後半～平安時代初頭 :⑩期の竪穴住居跡1軒、古墳時代～平安時代初頭 :③～⑩期の土坑3基

とピット1基、近世 :⑫～⑭期の溝跡6条、性格不明遺構1基が検出された。

沼向遺跡の遺構群の変遷を考えるうえでの成果としては、奈良時代後半～平安時代初頭 :⑩期の居住域の存在が

確認されたこと、近世 :⑫～⑭期には、居住域としての土地利用はなされていなかったことが知られた。
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第 4-1表  SI竪穴住居跡観察表
遺構番号 位置 (Grid) 長辺(m)× 短辺(m)× 深さ(m)   |カ マド 時期

S1401 竪穴住居跡 )R-027bc 226× 216× 046m 有・北東壁 ⑩

第4-2表  SD溝跡観察表
遺構番号 位置 (Grid) 方向 全長 (m)× 上端幅 (m)× 深さ(m) 平面形 ,断面形 時期

SD401 OQ-031c OQ-030abcd N-90°
 一E 1200以上X056× 006m 直線・浅い悟り鉢状 ⑫～⑩

欠番

SD403 )R-028ad OQ-028a N- 2°
 一W 776以上X160× 009m 直線・開いたU字状 ⑭

SD404 )R-028cd OR-027d N- lΨ
 ―V 75以上×122× 016m 直線・開いたU字状 ⑭

SD405 N- 2°
 一W ;65以 上×130× 010m 直線・開いたU宇状 ⑫～⑭

欠番

N-58°
 一E ;40以 上×092× 010m 直線・開いたU字状 ⑫

SD408 )R-029ad N- 3°
 一W 420以上×110× 023m 直線・播り鉢状 ⑫～⑬

第 4-3表  SK土坑観察表
遺構番号 位置(Crid) 長軸方向 長軸 (m)× 短軸 (m)× 深さ(m) 半曲Ir//.町 回形 底 面 時期

SK401 欠番

SK402 欠番

SK403 OR-027bc N-15°
 一E 1 00× 0 75X0 30m 不整形。開いたU宇状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK404 OR-026a N-63°
 一‖ ,92× 040× 0 17m 長楕円形。開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK405 N-78°
 一E 133X070X018m 精円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ③～⑩

第 4-4表  SX性格不明遺構観察表
遺構番号 位置 (Grid) 長軸方向 長軸(m)× 短軸(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底面 時期

SX401 欠番

SX402 OR-030c OR-029d N-80°
 一E 250× 210× 028m 不整隅丸方形。開いたU字状 ほぼ平坦 ⑫～⑬

第 4-5表  ピット観察表
遺特番号 位置(Grid) 長軸方向 長軸(m)× 短軸(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 柱痕 時期

OR-027c OR-026d N-90°
 一E 055× 050× 020m 円形。開いたU字状 不明 ③～⑩

第 4-6表 遺物出土数量表
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第 3章 一第 5次調査―

第 1節 調査概要と基本層序

1.調査概要
第 5次調査区は、沼向遺跡中央部、OC～OF-013～021Gridに位置し、浜堤列に立地する (第5-1図 )。 調査面積は

1101.0∬である。第11次調査区、第12次調査区、第18次東調査区に接する。調査区は第5-1図 のように設定した。標

高は現地表面で1.48～ 1.55mで ある。

調査区は現況で北側に畑、南側に住宅と畑が広がっていた。遺構の遺存状態は良い。

発掘調査は平成 8年 8月 2日 に表上の重機掘削と遺構確認を開始し、10月 29日 までの実働46日 間実施した。

遺構検出面は、基本層Ⅱ層の分布が部分的なため、Ⅱ層上面遺構のほとんどは、Ⅲ層上面遺構と同様、基本層Ⅲ

層上面であった。遺構検出面の標高は100mで ある。

遺構は、古墳時代前期 :③期から近世 :⑫～⑭期にかけて、総数51基が認められた。Ⅲ層上面遺構は、古墳 1基、

Ⅱ層上面遺構は、溝跡27条、土坑 7基、性格不明遺構15基、小溝状遺構群 1群が検出された (付図 2)。

遺物は、平箱で 5箱出土した。総点数は840点 で、そのうち、遺構出上が478点、基本層出土が362点である。各

遺構及び基本層からの遺物出土数は第5-6表に示した。主な遺物は縄文土器、弥生土器、非ロクロ土師器、陶磁器

である。これらの遺物のうち37点 を図示した。

2.基 本層序
第5次調査区では北壁・東壁・南壁の3箇所で基本層序の確認を行った。基本層序は、大別で I、 コ、Ⅲ層の3

層、細別で Ia、  Ib、  Ic、 Ⅱa、 Ⅱb、 Ⅲa、 Ⅲb、 Ⅲc、 Ⅲd、 Ⅲe層の10層を確認した。

第 2節 検出遺構と出土遺物

1.検出遺構と出土遺物
(1)古墳 (第 5‐ 3図、第5‐ 1表、写真図版5-2)1基検出された。

13号墳 (第5-3図、第5-1表、写真図版5-2-1～ 5) OC-014bcd・ OC-015bc・ OD-014cd・ OD-015cGridに位置し、沼向③

B期 に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。第 5次調査では13号墳の北半分を検出し、

南半分は隣接する第12次調査で検出した。墳丘は削平され残存しない。全周する周溝を確認した。墳丘基底部東

側、】ヒ西側と周溝東側、北側、西側、南側をⅡ層上面遺構に削平される。周溝の平面形は円形である。上端規模は

周溝外側で11.66× 11.30m、 周溝内側で8.92× 8.64mで ある。溝幅は0,74～ 1,76mで平均は1.27mである。断面形は開

いた「 U」 字状である。深さは0.16～0.40mである。壁の立ち上がり角はタト側で32～ 74度で平均は50度、内側は23

～42度で平均は36度である。底面標高は052～0,78mで、東側と西側が高く北側と南側が低 くなる。周溝底面の南

側に深さ5cmほ どの土坑状の落ち込みを確認した。埋土は4層認められる。埋± 1～ 3層は自然堆積上である。埋

± 4層 は浜堤列基本層Ⅲ層の崩落土の可能性がある。残存する墳丘基底部の平面形は円形である。

遺物は、埋± 1層から非ロクロ土師器が 1点 と埋± 3層から縄文土器あるいは弥生土器が5点出土しているだけ

である。時期決定遺物は出上していないが、隣接する古墳、周溝墓との位置関係から13号墳の時期は沼向③ B期 と

考えられる。

(2)SD清跡 (第 5‐ 5～8図、第5‐2表、写真図版5‐3)27条検出された。
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SD501溝跡 (第 5-5'7図 、表5-2) OD-020a～ d・ OD-019dGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

SX504よ り新しい。東西方向の溝である。遺物は、埋土から陶磁器と礫が 1点ずつ出土している。

SD502清跡 (第5-5。 7図、第5-2表 ) OE-021c・ OD-021bc・ OC-021bGridに 位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構

である。SD505、 SD506、 SD507、 SD508よ り新しい。南北方向の溝で、中程で西に屈曲する。西側に屈曲した直

後に南へ分岐する。分岐した部分の深さは変わらないが、溝幅が約 5分の 1に狭まる。北側は第18次東調査区へ続

き、西側、南側は調査区外へ続く。遺物は、埋土から陶器中碗 (No05001:肥 前産)な どが出土している。

SD503溝跡 (第 5-5'7図、第5-2表 )OD-021c・ OD-020ad'OC-021b・ OC-020aGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上

面遺構である。SD505、 SD506、 SD507、 SD508、 SX505よ り新しい。調査区を南北に横断する溝である。北側は

第18次東調査区へ続き、南側は調査区外へ続く。遺物は、埋土から陶器中碗 (血05002:肥前 (波佐見)産)な ど

が出土している。

SD504清跡 (第 5-5'7図 、第5-2表 ) OD-018bc・ OC-018bcGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

SD506、 SD507、 SD511、 SD527、 小溝状遺構群 5次 A群 より新しい。調査区を南北に横断する溝で、深さは北か

ら南へ深くなる。北側は第18次東調査区へ続き、南側は調査区外へ続く。遺物は、埋土から非ロクロ土師器・陶磁

器などが出土している。

SD505溝跡 (第 5-5'7図、第5-2表 ) OC-021b・ OC-020abGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

SD502、 SD503よ り古く、SD511よ り新しい。東西方向の溝で、東西端とも他遺構に削平される。遺物は、埋土か

ら温石 (No05003)と 礫が出土している。

SD506溝跡 (第 5-5'7図、第5-2表、写真図版5-3-1)OD-021c・ OD-020cd,OD-019d・ OC-020b・ OC-019ab・ OC-018abGrid

に位置し、沼向③期に属するⅡ層上面遺構である。SD502、 SD503、 SD504よ り古く、SD507、 SD511、 SX505、 SX506

より新しい。東西方向の溝で、西端で北に屈曲する。北端は他遺構に削平される。遺物は、埋土から磁器小皿 (h

05004:肥前 (波佐見)産)な どが出上している。

SD507溝跡 (第 5-5'7図、第5-2表、写真図版5-3-2) OD-022c・ OD-021cd・ OD-020cd・ OD-019cd,OC-020b'OC-019ab

・OC-018aGridに 位置し、沼向〇期に属するⅡ層上面遺構である。SD502、 SD503、 SD504、 SD506、 SX501、 SX502

より古く、SD511、 小溝状遺構群 5次 A群 より新しい。調査区を東西に横断する溝で、東側は調査区外へ続き、西

側は第12次調査北区へ続く。遺物は、埋土から平瓦 (h05005)や陶磁器などが出土している。

SD508溝跡 (第 5-5'7図 、第5-2表 ) OD-021c・ OC-021b・ OC-020abGridに位置し、沼向⑫期に属するコ層上面遺構

である。SD502、 SD503よ り古い。東西方向の溝で、東端で北東に屈曲する。東側はSD5111こ取り付き、西側は他

遺構に削平される。SD511取 り付き部の断面観察で切り合いはなく、同時存在と判断した。遺物は、埋土から陶磁

器などが出土している。

SD509溝跡 (第 5-5。 7図、第5-2表 ) OD-020b。 OD-019abGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

SD511、 SD512、 SD528よ り新しい。北東―南西方向の溝で、北西側は第18次東調査区へ続く。出土遺物はない。

SD510溝跡 (第 5-5。 7図、第5‐2表) OD-019bcd・ OD-018aGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

小溝状遺構群5次 A群より新しい。北東―南西方向の溝で、南西端で西に屈曲する。出土遺物はない。

SD511清跡 (第 5-5'7図、第5-2表、写真図版5-3-3) OD-020c・ OD-019ad・ OC-020b・ OC-019abc・ OC-018acdGridに位

置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD504、 SD505、 SD506、 SD507、 SD509、 SX504よ り古く、SX506

より新しい。北西―南東方向の溝で、北西端で北に屈曲する。南北方向の溝の屈曲部分にSD508が取り付く。北側

は第18次東調査区へ続き、南東側は第12次調査南区へ続く。SD508取 り付き部の断面観察で切り合いはなく、同時

存在と判断した。出土遺物はない。

SD512溝跡 (第 5-5'7図、第5-2表、写真図版5-3-4) OD-019abdGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構
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である。SD509、 SD528、 小溝状遺構群 5次 A群 より古い。北東一南西方向の溝で、北側は第18次東調査区へ続 く。

出土遺物はない。

SD513溝跡 (第 5-6。 7図、第5-2表 ) OD-017c・ OD-016d・ OC-017b・ OC-016abGridに 位置し、沼向①～⑭期に属する

Ⅱ層上面遺構である。SD516、 SD521、 小溝状遺構群 5次 A群より新しい。東西方向の溝で、西端で北に屈曲する。

調査区内で収束する。遺物は、埋土から砥石や礫が出土している。

SD514溝跡 (第 5-6・ 7図、第5-2表 ) OC-016ab,OC-015ab・ OC-014aGridに 位置し、沼向〇期に属するⅡ層上面遺

構である。SD518、 SD524、 SK505、 SK506、 SX513、 小溝状遺構群12次 E群より新しい。東西方向の溝で、調査

区内で収束する。埋± 3層は基本層Ⅲ層の崩落土である。遺物は、埋土から陶器中鉢 (No05006:堤産)や平瓦 (血

05007)な どが出土している。

SD515溝跡 (第 5-6・ 7図、第5-2表 ) OC-016b・ OC-015ab・ OC-014a～ d・ OC-013dGridに位置し、沼向〇期に属する

Ⅱ層上面遺構である。SD518、 SD524、 SD525、 小溝状遺構群12次 E群 より新しい。東西方向の溝で、東側と南側

の立ち上がりは第12次調査北区へ続く。遺物は、埋土から陶磁器などが出土している。

SD516溝跡 (第 5-6・ 7図、第5-2表、写真図版5-3-5) OD-017c・ OD-016cd・ OC-016b・ OC-015abGridに位置し、沼向

⑬期に属するⅡ層上面遺構である。SD513、 SD517、 SK502、 SK503よ り古く、SD518、 SD521、 SK504、 小溝状遺

構群 5次 A群、小溝状遺構群12次 E群より新しい。東西方向の溝で、東端は他遺構に削平される。西半は溝幅が増

し、壁面の立ち上がりは南側が屈曲する。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出土している。

SD517溝跡 (第 5-6・ 8図、第5-2表) OE-017bc・ OD-017bcGridに位置し、沼向〇期に属するⅡ層上面遺構である。

SD516、 小溝状遺構群 5次 A群より新しい。南北方向の溝で、調査区内で収束する。出土遺物はない。

SD518溝跡 (第 5-6・ 8図、第5-2表 ) OF-016cd・ OE-016a～ d・ OD-016bc・ OC-016bGridに位置し、沼向○期に属する

Ⅱ層上面遺構である。SD514、 SD515、 SD516よ り古く、SD521、 SK504、 SK505よ り新しい。南北方向の溝で、】ヒ

側は第11次調査区へ続き、南側は第12次調査北区へ続く。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出土している。

SD519溝跡 (第 5-5・ 6。 87図、第5-2表) OF-016d・ OE-017ab・ OE-016aGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面

遺構である。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。北東―西方向の溝で、蛇行する。西側は第18次東調査区へ続く。

遺物は、埋土から弥生土器などが出土している。

SD520溝跡 (第 5-6・ 8図、第5-2表 ) OF-016cGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。Ⅱ層上面

遺構との新旧関係はない。北西―南東方向の溝で、北東側は第11次調査区へ続き、南東側は調査区外へ続く。出土

遺物はない。

SD521清跡 (第 5-6・ 8図、第5-2表) OD-016abd・ OC-017b・ OC-016aGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺

構である。SD513、 SD516、 SD518、 SK501、 小溝状遺構群 5次 A群より古い。北東―南西方向の溝で、南西端で

西に屈曲する。両端は他遺構に削平される。南半部分は溝幅の広狭が顕著になる。底面は起伏しており、埋土の状

況から、耕作に関連する遺構の可能性がある。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出土している。

SD524溝跡 (第5-6・ 8図、第5-2表 ) OD-015c・ OC-015bGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD514、 SD515よ り古い。南北方向の溝で、北側は調査区外へ続き、南側は第12次調査北区へ続く。遺物は、非ロ

クロ土師器などが出土している。

SD525溝跡 (第 5-6・ 8図、第5-2表、写真図版5-3-6～ 8) OD-014cd・ OD-013d・ OC-014bc・ OC-013aGridに 位置し、沼

向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD515、 SX515よ り古く、SX514よ り新しい。調査区を北西―南東に縦断す

る溝で、東側にはいくつかに分岐している。断面形は開いた「U」 字状である。埋土は細別 5層認められ、埋±3b

層は自然堆積である。遺物は、底面から陶器橋鉢 (No05008:岸窯系)、 埋± 4層から漆器椀 (血05010)、 埋土から

石製模造品 (h05009:剣形)な どが出土している。
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SD527溝跡 (第5-5・ 8図、第5-2表 ) OC-019b・ OC-018abGridに位置し、沼向○期に属するⅡ層上面遺構である。

SD504よ り古く、SX506よ り新しい。東西方向の溝で、東側は他遺構に削平される。出土遺物はない。

SD528溝跡 (第 5-5'8図、第5-2表、写真図版5-3-4) OD-019abdGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構

である。SD509、 小溝状遺構群 5次 A群より古く、SD512よ り新しい。北東―南西方向の溝で、北東側は第18次東

調査区へ続く。出土遺物はない。

SD529溝跡 (第 5-5・ 8図、第5-2表) OD-019bcdGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。Ⅱ層上

面遺構との新旧関係はない。北東一南西方向の溝で、北東側は第18次東調査区へ続く。出土遺物はない。

SD530清跡 (第5-5・ 8図、第5-2表 ) OF-017dGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SX507よ

り新しい。南北方向の溝で、北側は第11次調査区へ続く。西側の立ち上がり部分は第18次東調査区へ続く。埋土は

自然堆積である。出土遺物はない。

(3)SK土坑 (第 5‐ 9～ 10図、第5-3表、写真図版5‐4)7基 検出された。
SK501土坑 (第5-9図、第5-3表 ) OC-017bGridに位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。SX502

より古く、SD521よ り新しい。遺物は、埋土から砥石 (血05011)な どが出土している。

SK502土坑 (第 5-9図、第5-3表) OC‐016b・ OC-015aGridに 位置し、沼向〇～⑭期に属するH層上面遺構である。

SD516よ り新しい。埋±1層 と2層は人為堆積である。埋± 3層は自然堆積で、4層は基本層Ⅲ層の崩落土の可能

性がある。出土遺物はない。

SK503土坑 (第 5-9図、第53表) OD-015c・ OC-015bGridに位置し、沼向⑬～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

SD516、 小溝状遺構群12次 E群より新しい。埋± 1層 と2層は人為堆積である。埋±3a層は自然堆積である。埋土

3b層は基本層Ⅲ層の崩落土である。出土遺物はない。

SK504土坑 (第 5-9図、第5-3表) OD-016c・ OC-016bGridに位置し、沼向⑫～〇期に属するコ層上面遺構である。

SD516、 SD518よ り古い。埋土はいずれも自然堆積である。出土遺物はない。

SK505土坑 (第 5-9図、第5-3表、写真図版5-4-1～ 2) OC_016bGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面である。

SD514、 SD518よ り古い。埋± 1層 と2層、 5層 は人為堆積である。埋± 3層 と4層、 6層 は自然堆積である。遺

物は、埋土から陶器香炉 (No05012:岸窯系)1点が出土している。

SK506土坑 (第 5‐9図、第5-3表) OC-015aGridに 位置し、沼向⑫～○期に属するⅡ層上面遺構である。SD514よ

り古い。埋±1層から4層は人為推積である。埋± 5層 と6層、 7層は自然堆積である。出土遺物はない。

SK507土坑 (第 5-10図、第5-3表、写真図版5-4-3～ 5) OC-014aGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面

遺構である。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は隅丸方形で、長軸0.50m、 短軸0.48m、 深さ0。16mで、底

面は平坦である。遺物は、埋土から寛永通費6枚 (No05013～ No05018)、 元祐通費1枚 (h05019)、 木片、人歯21点

が出土している。人歯については、第35章自然科学分析で報告されているように、幼少児のもので、 3～ 4歳の男

児の可能性が示唆されている。SK5071ま、幼少児を埋葬した近世の土娠墓と考えられる。

(4)SX性格不明遺構 (第5‐ 10～ 15図、第5‐4表、写真図版5‐ 4、 5)15基検出された。

SX501性格不明遺構 (第 5-10図、第5-4表、写真図版5-4-6～ 7) OD-017d'OC-017aGridに 位置し、沼向⑭期に属

するⅡ層上面遺構である。SD507、 小溝状遺構群 5次 A群より新しい。井戸状の遺構で、他の出土、掘り方が認め

られる。遺物は、底面から磁器中碗 (No05020:肥 前産)が1点出土している。

SX502性格不明遺構 (第 5-10図、第5-4表、写真図版548、 5-1) OD-017c・ OC-017abGridに 位置し、沼向⑭期に

属するコ層上面遺構である。SD507、 SK501、 SX503よ り新しい。 井戸状の遺構で、籠の出土、掘り方が認められる。
遺物は、埋土から非ロクロ土師器や陶磁器が出土している。

SX503性格不明遺構 (第5-H図、第5-4表、写真図版5-5-2～ 4) OD-017bcd・ OC-017bGridに 位置し、沼向○期に
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属するⅡ層上面遺構である。SX502よ り古 く、小溝】犬遺構群 5次 A群 より新 しい。南半は下端が方形に深 くなり、

落ち込みの北端で木枠が検出された。形態や埋土の状況から水溜状の施設と考えられる。遺物は、底面から舟形木

製品 2点 (血05022、 血05023)、 埋土から下駄 (No05021)な どが出土している。

SX504性格不明遺構 (第 5-10図、第5-4表 ) OD-020c・ OD-019dGridに位置し、沼向⑫～⑫期に属するⅡ層上面遺

構である。SD501よ り古く、SD511よ り新しい。平面形は溝状の遺構である。遺物はない。

SX505性格不明遺構 (第 5-10図、第5-4表 ) OD-021c・ ODぃ020dGridに位置し、沼向⑫～〇期に属するⅡ層上面遺

構である。SD503、 SD506よ り古い。平面形は不整形の土坑状の遺構である。遺物は、埋土から陶磁器などが出土

している。

SX506性格不明遺構 (第 5-12図、第5-4表 ) OC-018abdGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD506、 SD511、 SD527よ りも古い。北半が土坑状に低くなっている遺構である。出土遺物はない。

SX507性格不明遺構 (第 5-13図、第5-4表 ) OF-017bcd・ OF-016aGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構

である。SD530、 SXl195、 小溝状遺構群18次東 F群より古く、SD18E107、 SXl160よ り新しい。底面の起伏が顕著

である。小溝状遺構群18次東F群南東部を区画する溝状の遺構である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出

土している。

SX508性格不明遺構 (第 5-12図、第5-4表) OD‐ 015c・ OD-014dGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構で

ある。SX514よ り新しい。平面形は方形の遺構である。長軸方位はN-10° ―Wで、SD524と 平行する。遺物は、埋土

から陶磁器などが出土している。

SX509性格不明遺構 (第 5-12図、第5-4表 ) OD-017adGridに 位置し、沼向〇期に属するⅡ層上面遺構である。

小溝状遺構群5次 A群より新しい。溝状の遺構である。遺物は、埋土から陶磁器が1点出土している。

SX510性格不明遺構 (第 5-13図、第5-4表 ) OD-014aGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は溝状の遺構である。出土遺物はない。

SX511性格不明遺構 (第 5-13図、第5-4表 ) OD-016c・ OD-015dGridに位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺

構である。Π層上面遺構との新旧関係はない。平面形は溝状で断面形が「V」 字状の遺構である。出土遺物はない。

SX512性格不明遺構 (第 5-14図、第5-4表 ) OD‐ 015cdGridに位置し、Ⅱ層上面で検出された。沼向⑫～⑫期に

属する。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は溝状の遺構である。遺物は、埋土から丸瓦 (No05024)が 出

土している。

SX513性格不明遺構 (第 5-14図、第5-4表 ) OD-015c・ OD‐014d・ OC-015b・ OC-014aGridに位置し、沼向⑫期に属す

るⅡ層上面遺構である。SD514よ り古く、SX514よ り新しい。平面形は不整楕円形の土坑状の遺構である。遺物は、

埋土から漆器椀 (h05025)が出土している。

SX5刊 4性格不明遺構 (第 5-15図、第5-4表 ) OD-015c・ OD-014cd・ OC‐014bGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層

上面遺構である。SD525、 SX508、 SX513よ り古い。平面形は溝状の遺構であり、13号墳周溝上面に位置する。遺

物は、埋土から弥生土器などが出土している。

SX515性格不明遺構 (第 5‐ 14図、第5-4表 ) OD-013dGridに位置し、沼向〇期に属するⅡ層上面遺構である。

SD525、 SX1238よ り新しい。平面形は不整円形の上坑状の遺構である。出土遺物はない。

(5)小清状遺構群 (第 5‐刊6図、第5‐5表、写真図版5‐5)1群 検出された。

小溝状遺構群 5次 A群 (第5-16図、第5-5表、写真図版5‐ 5‐5～8)OC-016a'OC-017ab・ OC-018b・ OD016abd・ OD-017a

～d・ OD l118a～ d・ OD C119a～ d・ OE l116abd・ 03017a～ d・ OB018a～ d・ 03019c・ OF-016d,0舟 017cGridに 位置し、沼向⑫期

に属するⅡ層上面遺構である。SD504、 SD507、 SD510、 SD513、 SD516、 SD517、 SD18E027、 SD18E028、 SD18E093、

SD18E143、 SE18E002、 SK18E045、  SK18E048、 SK18E056、  SX501、  SX503、 SX509よ り古く、SD512、  SD521、 SD528、
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SX18E276、 SX18E277よ り弟斤しい。

小溝状遺構群 5次A群 は、第 5次調査区中央部及び第18次東調査区南東部で、北東―南西方向に直線的に平行

する106条の溝 (Al群 )、 北西―南東方向に直線的に平行する159条の溝 (A2群)か らなる。一部、北西部でA
l群 とA2群の新旧関係が認められる。遺構は、中央部及び西側が削平を受け、遺存状態は悪い。東側はSD520と
SD521、 西側はSD528、 北側はSD519と SD528に 区画されている。南側はか明である。 5次 A群の範囲は東西36.00

m以上、南北25.60mで、その面積は533.9ど以上である。小溝の全長は0.30～2.00mである。方向はN-18～ 55° ―

Eと 、N-60～ 90° 一Wである。上端幅は013～045mで ある。小溝の芯々距離は、0.25～ 1.10mである。遺構確認
面からの深さは005～ 0.20mで、底面にはやや起伏がある。工具痕は認められない。埋土は基本的に単層であるが、

2層 に細別される。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が 1点出土している。

2.そ の他の出土遺物
沼向①期 :縄文土器を1点図示した (恥05026)。 m05026は 、晩期後葉新 :① B4期の浅鉢の口縁部である。
沼向②期 :弥生土器を8点図示した (No05027～ 05034)。 これらは、後期初頭～中葉 :② Cl～ C3期の時期幅が
ある。配050271よ、日縁部に横走沈線を2条施文し、それぞれの上下に器面と直角方向に刺突を交互状に加えている。

配05028～No05034は同一個体と考えられる。

沼向①～①期 :非ロクロ土師器を1点図示した。血050351ま 、奏 (C Ⅱ bly類 )である①

沼向⑩期 :瓦を1,点図示した (No05036)。 No05036は 1枚作りの平瓦である。

沼向⑫～⑭期 :金属製品を1点図示した (h05037)。 恥05037は煙管の雁首である。

第 3節  まとめ

1.Ⅲ層上面遺構
縄文時代～弥生時代 (沼向①～②期):遺構の検出はない。縄文土器、弥生土器が出土している。

古墳時代前期後半 (沼向③B期):古墳 1基 (13号墳、円墳)が検出された。

2.Ⅱ 層上面遺精
近世前葉 (沼向⑫期):溝跡11条、土坑 1基、性格不明遺構 5基、小溝状遺構群 1群が検出された。出土した陶器は、

器種に香炉があり、産地は岸窯系である。

近世前葉～中葉 (沼向⑫～○期):土坑2基、性格不明遺構 1基が検出された。出土した陶磁器は、器種に中碗と

小皿があり、それらの産地は、肥前、肥前 (波佐見)である。

近世中葉 (沼向〇期):溝跡 8条、性格不明遺構 3基が検出された。出上した陶器は、器種に中鉢と悟鉢があり、

それらの産地は、岸窯系、堤と考えられるものである。

近世中葉～後葉 (沼向○～⑭期):溝跡 1条、土坑2基が検出された。

近世後葉 (沼向⑭期):溝跡 7条、性格不明遺構 2基が検出された。出土した磁器は、器種に中碗があり、産地は

肥前である。

このほか、沼向⑫～⑭期のいずれかに属する土坑 2基、性格不明遺構 4基が検出された。また、遺物では、石製

品、金属製品、木製品が出土した。石製品は温石、砥石である。金属製品は煙管、元祐通宝、寛永通宝が認められ

る。木製品は漆器椀、下駄、舟形木製品が認められる。
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3. 可司曽
第5次調査区は、沼向遺跡の中央部に位置し、浜堤列に立地する。調査面積は1101.0ゴ

ー
である。

遺物は、縄文時代後期後葉新 :①B4期から認められる。

遺構は、古墳時代前期後半 :③ B期の13号墳1基、近世 :⑫～⑭期の溝跡27条、土坑7基、性格不明遺構15基、

小溝状遺構群 1群が検出された。このうち、近世 }⑫～⑭期の土坑SK507は、幼小児の土羨墓と考えられた。遺構

には|、 13号墳は、沼向遺跡内で20基検出されている首墳のうち、西端に位置している。また、近世墓はSK507のほ

かに、第5次調査区の北に位置する第18次東調査区のSX18E079がある。

沼向遺跡の遺構群の変遷を考えるうえでの成果としては、古墳時代前期後半 :③ B期の墓域の広がりが確認され

たこと、近世前葉 :⑫期に生産域 :畑域として土地利用がなされていたこと、近世 :⑫～⑭期の幼小児の上竣墓が

検出され、第18次東調査区のSX18E079と ともに近世墓が存在していることがある。
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ヽ

召

13号墳 (亜層上面)

10YR2/2熱 ンルト

2 10鱒/24髄 砂質シル ト 黒色粘土,4

3 2 5YR4/2灰赤色 シル ト質砂 上部黒褐色砂質|シル ト少量 酸ヾ化鉄

10YR4/3にぶい黄褐色 カ レト質砂

Scale=1:120

第5-3図 13号墳平面図・断面図
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斡

鵠     ド

斡

SD501 エレベーション (Ⅱ層上面)

SD502(I層 上面)

1 10YR2/3黒 褐色   1粘 質ンル ト IⅢ層ブロック、酸化鉄少畳

SD503(Ⅱ 層上面 )

10YR4/4褐色

10YR4/6福色 暗褐色シル ト

10YR5/6黄褐色 シル ト質砂

SD504(Ⅱ 層上面)

10VR3/3暗褐色 酸化鉄

10YR2/2黒褐色 掲色砂と互層、酸化鉄極少量

iOYR4/4褐色 シル ト質砂 黒褐色シル ト黒色粘土と互層、酸化鉄少豊

SD505(I層 上面)

1 10VR3/3暗 褐色 シル ト   1酸 化鉄少量

SD506(Ⅱ 層上面)

iOYR3/4暗縄色 粘質シル ト 酸化鉄少量

10VR3/3暗褐色 粘質ンル ト 酸化鉄

10YR2/2黒褐色 粘 土

10VR5/4にぶい黄褐色 シル ト質砂

SD507(■ 層 と面 )

10YR3μ暗褐色 酸化鉄少量

10VR3/2黒褐色 粘土 にぶい黄褐色砂、酸化鉄少量

10YR4/3にぶい黄褐色 ンル ト にぶい美褐色(10YR5/8)砂

SD503(Ⅱ 層上面)

tOYR2/8黒褐色 粘質 シル ト 酸化鉄少量

10YRワ /2黒褐色 粘 土 褐色砂

tOYR3/4暗褐色 シル ト質砂 暗褐色 (10YR3/3)粘上、にぶい黄褐色砂、褐色砂

SE1509(■ 層と面)

10YR4/4褐色 シル ト質砂 黒褐色粘土質ンル ト、駿化鉄

10VR5/4にぶい黄褐色 ンル ト質砂 黒褐色粘上質ンル ト少見

岸 綿

第 3章 ―第 5次調査一

ド  綿     ?  岸

綿

IOYR3/3暗褐色 ンルト 酸化鉄

10YR2/1黒 色 褐色砂

10YR5/4にぶい黄褐色 ンル ト質砂

SD511(■ 層上面 )

10YR4/3にぶい黄褐色 ンル ト質砂

10YR2/2黒掲色 粘土 灰 白火山灰ブロック

10YR3/4暗褐色 粘 土 黒褐色粘上、灰 自火山灰小ブロック、酸化欽

10YR6/8にぶい黄褐色 ンル ト質砂

SD512(思 層上面)

l Ю豫〃2黒褐色  1肌  |に ぶい黄褐色荻 醐 ヒ鉄

SD51 3(■ 層上面)

10YR2/3黒褐色 砂質シル ト

10YR3/4暗褐色 砂質シル ト 酸化鉄

SD514(Ⅱ 層上面 )

10YR2/8黒褐色 ンル ト

10YR3/1黒褐色 砂質ンル ト

10VR2/3黒褐色 ンル ト 褐色砂質シル ト

鵠

ド 鵠 ト

0

SD51 5 エレベーション (Ⅱ 層上面)

SD516(Ⅱ 層上面)

10YR3/2黒褐色 ンル ト

10YR4/8に ぶい黄褐色 ングレト

10VR2/8黒褐色 シアレト

10VR2/2黒褐色 粘 土

10VR4/3に ぶい黄褐色 ンル ト質砂 黒褐色シル ト

2 5YR3/1暗 赤灰色 ンル ト質砂

IOVR3/3暗褐色 シル ト質砂

o                2m
Scale=1:60

第5-7図 SD溝跡断面図 (司 )
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綿    1 3  ド

許   」  離

斡

�
ＳＤ５。。

SD 517(Ц 層上面)

l Ю釈〃2黒褐色  1維 質シ レト
|

SD518 (Ⅱ 層上面)

10YR4/3にぶい黄褐色 ンル ト 酸化鉄少量

10YRワ /つ黒褐色 粘土 Ш層ブロック

10YR4/8にぶい黄褐色 ンル ト質砂 黒褐色粘土プロック

SD519(H層 上面)

1 10YR2/3黒 褐色 粘 土

SD 520(Ⅱ 層上面)

10YR2/3黒褐色 ンフレト

10YR2/1黒色 ンフレト

10YR4/3にぶい黄褐色 ンフレト 黒色粘土質シル ト

10YRS/3にぶい黄褐色 ンル ト質砂

SD 521(Ц 層上面)

1 10YR9/3黒 褐色   1粘 土    IⅢ 層ブロック少量、灰白火山灰

SD 524(Ⅱ 層上面)

10VR3/2黒褐色

10YR3μ暗褐色

10YR2/1黒色 粘土性 ンル ト Ⅲ層プロック、炭化物

iOYR1 7/1黒色 粘土性シル ト 炭化物

10YR3/1黒褐色 ンルト

SD 528(Ⅱ 層上面)

l Юttν錦 褐色  1カ
レ暇 砂

|に
ぶい黄褐色砂、醐 ヒ鉄微量

SD 529(Ⅱ 層上面 )

1 10YR2/3黒 褐色   1粘 土    IⅢ 層ブロック

SD 530(Ⅱ 層上面)

1  10YR2/1黒 色 粘土質シル ト1褐色砂質シル トと互層

0                2m

SD 525(■ 層上面)

10YR3/4暗褐色 ンル ト 酸化鉄少量

10YR3/3暗褐色 ンル ト 酸化鉄

10YR2/1黒色 粘土 酸化鉄少量

10YR4/4褐色 砂質シル ト 黒色粘土と互層

IOYR4/4褐色 シル ト質砂 黒褐色粘土斑状

SD 527(Ⅱ 層上面)

10YR3/2黒褐色 粘質シル ト 酸化鉄少最

10YR4/3にぶい黄褐色 シァレト質砂 黒褐色粘上小プロンク少量

第5-8図 SD溝跡断面図(2)

Scale = 1
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静

ド   綿

鍵゙

SK501(H屑上面)

10YR3/2黒褐色 シル ト質砂 酸化鉄少量

10YR3/4暗褐色 シル ト質砂

10YR3/3暗褐色 ンル ト質砂 酸化鉄

10YR4/6褐色 シル ト質砂 酸化鉄極少量

SK504(Ⅱ 層上面)

10YR4/6褐色 ンル ト質砂 黒褐色砂質シル トと互層

10VR5/4にぶい黄褐色 ンル ト質砂 黒褐色粘士と互層

5Y4/2灰オリーブ色 ンル ト質砂

SK502(■ 層上面)

iOYR3/3暗褐色 砂質シル ト

10YR4/3にぶい黄褐色 砂質シル ト Ⅲ層ブロック少量

IOYR2/8黒褐色 砂質ンル ト Ⅲ層ブロック

10YR2/1黒色 粘質シル ト

10YR4/2灰黄褐色 ンル ト質砂

IOYR5/3にぶい黄褐色 ンル ト質砂

SK505(Ⅱ 層上面)

10YR2/2黒褐色 4E土

101R2/1黒色 粘 土

10YR2/2黒褐色 粘 上 褐色砂

10YR1 7/1黒色 粘 土

75Y3/2オ リーブ黒色 ンル ト質砂

10YR2/3黒褐色 シル ト質砂 褐色砂

5Y4/2灰オリーブ色 シル ト質砂

SK506(■ 層上面)SK503(Ц 層上面 )

10YR3/8暗褐色 砂質シル ト

iOYR4/8にぶい黄褐色 砂質シル ト 肛層ブロック少量

10YR2/3黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄

10YR2/1黒色 砂質シル ト

10VR4/2灰黄褐色 ンル ト質砂

10YR5/3にぶい黄褐色 ンル ト質砂

10YR3れ暗褐色 ンル ト

10YR2/3黒褐色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色砂

10YR2/1黒色 粘土

10YR4/3にぶい黄褐色 ンル ト質砂

10YR5/4にぶい黄褐色 ンル ト質砂 灰黄褐色砂

10YR5/8にぶい黄褐色 ンル ト質砂

10YR4/4褐色 ンル ト質砂

第5-9図 SK土坑平面図・断面図(1)
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飢
'S

0               2m
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SX性格不明遺構平面図・断面図(1)

手
子

SK507(I層 上面)

的YR5/6却雑 シル ト質砂

10YR2/2黒褐色 粘土質シル ト

10YR4/2灰黄褐色 シル ト質砂 黒褐色粘土質シル トプロック

10YR4/4褐色 シル ト質砂 酸化鉄少量

SX504(■層上面)

1∝鱒/8暗褐色 シルト

2 とOIR2/2黒褐色 粘土 にぶい黄褐色砂

10Y贈 /1黒褐色 粘上質シル ト にぶい黄褐色砂、灰自火山灰プロック

SX501(■層上面〉

10YR3/2黒褐色 ンル ト質砂 にぶい黄褐色砂プロック

10YR2/8黒褐色 シル ト質砂 にぶい黄褐色砂種少量

3 10YR2/2黒褐色 粘 土 にぶい黄褐色砂

10YR3/1黒褐色 ンル ト質砂

IOYR3/3暗褐色 シル ト質砂 黒色砂

SX595(Ⅱ 層上面)

10YR5/6黄褐色 ンフレト 暗褐色粘上、にぶい黄褐色砂 (酸化鉄

10YR3/3暗褐色 ライル ト 酸化鉄

10YR3/2黒褐色 シルト にぶい黄褐色砂

とOYR6/6明 黄褐色 ンル ト質砂

SX502(■層上面)

10VR3/2黒褐色 粘質ン レト

IOYR〃3黒褐色 砂質シル ト

10YR2/2黒褐色 砂質ちウト

SGYS/1オ リープ灰色 ンル ト質砂

5Y3/1オ )―プ黒色 ンル ト質砂

IOYR2/2黒褐色 砂質シル ト にぶい黄褐色砂
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第5-10図 SK土坑平面図・断面図(2)
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SX503 ml層 工面)

iOYR2/3ma |シノタト

■5Y報〃オ癬昭新笛 絶上

10YR2/28Ma れと

ICYR3/SF維 シ″卜質紗: 鶴色秋 粥靴鋏分離

4b 594れ晴緑灰魯 シ持 卜興砂

S 10TR2/綿 シルトー壽ψ

0            2酪
scale・ 1:60

第5=11図 SX性格不明遺構平面図 1断面図像 )
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3X500(■ 居上面)

1 7.5VR螂 色 縦 酵イ騨

2 1似鬱濡黒鶴色 HEL 魏 鰈

B 中瞬 鱒 ンルト質砂 需縛色粘と少畳

I叫鴫

“

中単減 縛色 ライアレト預贈少

SX508(■ 層上面)

iOYR3/484BLI

10TR2/2eet 粘土

専 10YR2/3離 ンルト
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第S-12図 SX性格不明遺構平面図・断面図(3)
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SX51T IH璃工薗ユ
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第o-lttt SX性格不明遺構平面図‐断面図(4)

ヨ濤

3X607 tr感上0
107R2/a票 藉色 粘と質ンルト
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3 10YR3/1黒楓色 粘上

3X510(I愚上面〕
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強
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SX51 2エ レベーシqン (II層上面)

SX513(■ 層上面〉

SX引
`(■
層|二羅ご)

191R4/1徹色 粘土質シル ト 上部駿化鉄

2 5YS/むにぶい黄色 砂質シル ト 黄灰色シツト(酸イヒ鉄少畳
10Yお/4暗禍色 ラク「レト動 酸化燃

2 10YR3/t晴禍色 砂質シルト 醐 躾

10YR2/1黒色 粘土

loYH9/1暴櫛色 粘土覺シルト 福色砂、酸化鉄

第5-14図 SX性格不明遺構平面図・断面図(5)
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第5-15図 SX性格不明遺構平面図・断面図 (6)

SX514(■ 層上面 )

10YR2/2黒褐色

10YR5/3にぶい黄禍色 シル ト質砂 黒褐色粘土斑状
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10YR2/3黒褐色 粘 土 Ⅲ層ブロック 灰自火山灰小ブロック少量

10YR2/3黒掲色 粘 土 Ⅲ層ブロック多量

第5-16図 Jヽ溝状遺構群5次A群平面図・断面図
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第 5-¬ 表 古

遺構番号 位置(Grid) 上端規模 (m) 溝幅×深さ 埋葬施設 時期

13号墳
〕C-014bcd・ OC-015bc・ OD-014cd

)D-015c
H66× H30m 074～ 176× 016～ 040m 征

＾ ③B

這構番号 立置(Grid) 方 向 全長(m)x上 端幅(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 時期

SD501 )D-020abcd OD-019d N-83°
 一W 860× 046× 014m 直線。開いたU宇状 ①

)E-021c OD-021bc OC-021b N- 5°
 一V 1440× 210× 045m 直線・開いたU字状 ⑭

SD503
)D-021c OD-020ad OC-021b

)C-020a
N- 3°
 一E 1400× 084× 021m 直線・悟り鉢状 ⑭

)D-018bc OC-018bc N- 4°  一W 1412以 上×102X040m 直線・開いたU宇状 ①

)C-021b OC-020ab N-88°  一W 1250× 038× 020m 直線・コの字状 ⑭

SD506
)D-021c OD-020cd OD-019d

)C-020b OC-019ab OC-018ab
N-87°
 一V 3080以上×108× 024m 屈曲・悟り鉢状 ⑬

OD-022c OD-021cd OD-020cd

OD-019cd OC-020b OC-019ab

OC-018a

N-78°
 一W 3600以」二×165X027m 直線。開いたU宇状 ①

SD508 OD-021c OC-021b Ot‐ -020ab N-80°
 一W 1220以上 ×200× 021m 屈曲・開いたU宇状 ⑫

OD-020b OD-019ab lN-62°  一W 640以上X106× 031m 直線。開いたU字状 ⑭

SD510 OD-019bcd OD-018a N-18°
 一E 1100× 078X009m 屈曲・開いたU宇状 ⑭

SD511
OD-020c OD-019ad OC-020b

OC-019abc OC-018acd
N-78°  一V 3130× 170× 031m 屈曲・開いたU宇状 ⑫

SD512 OD-019abd N-32°
 一E 543以上×072× 022m 直線・開いたU字状 ⑫

SD513
OD-017c OD-016d OC-017b

OC-016ab
N-87°  ―V 1160X048× 019m 屈曲・開いたU宇状 ⑬～④

SD514 OC-016ab OC-015ab OC-014a N-88°  一E 1080以上×107× 024m 直線・浅い悟り鉢状 ⑬

SD515
OC-016b OC-015ab OC-014abcd

OC-013d
N-84°
 一W 2060以上 ×044× 029m 直線。開いたU字状 ⑬

SD516
OIl-017c OD-016cd OC-016b

OC-015ab
N-83°
 ―V 1870以 上X145× 061m やや蛇行・開いたU字状 ⑬

SD517 OE-017bc OD-017bc N- 4°  一W 1330× 044× 013m 直線・開いたU宇状 ⑬

SD518
)F-016cd OE-016abcd OD-016bc

〕C-016b
N 7°  一E 2720× 160X028m 直線。開いたU字状 ①

SD519 )F-016d OE-017ab OE-016a N-55°
 一E H20以 上×134× 012m 蛇行・開いたU字状 ⑫

SD520 )F-016c N-51°
 一W 110以 上×133× 014m 直線。開いたU字状 ⑫

SD521 〕D-016abd OC― O17b OC-016a N-39°  一E 1264以上×132× 010m 屈曲。開いたU字状 ⑫

SD522 欠番

SD523 欠呑

SD524 OD-015c OC-015b N- 9°  一W 920以上×170× 033m 直線。開いたU字状 ⑫

SD525
OD-014cd OD-013d OC-014bc

OC-013a
ドー12°  一W 935以 上 ×250× 037m 分岐・開いたU宇状 ⑫

SD526 欠番

SD527 OC-019b OC-018ab N-86°
 一W 1100以上×074X019m 直線・開いたU字状 ⑬

SD528 OD-019abd N-26°  一E 588以上×040× 008m やや湾曲・開いたU字状 ⑫

SD529 OD-019bcd N-30°  一E 592以上×124× 007m 直線・開いたU字状 ⑫

SD530 OF-017d N- 0°  一 140以上×032以上×034m 不明・不明 ⑫

第 5-2表  SD溝跡観察表

第 5-4表  SX性 格不明遺構観察表

第 5-3表  SK土 坑観察表
遺構番号 位置(Grid) 長軸方向 長軸(m)× 短軸(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底面 時期

SK501 N-42°  一W 1 35× 1 30× 0 18m 不整円形・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑫～⑭
〕C-016b OC-015a N- 2°  一V 1 20× 094× 060m 精円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ⑬～⑭
5c OC-015b N- 5°  一E 1 10× 0 47× 0 53m 不整円形・悟り鉢状 ほぼ平坦 ⑬～⑭

〕D-0 6c OC-016b N-50°  一V 177以上×168X076m 不整楕円形。開いたU字状 ほぼ平坦 ⑫～⑬
SK505 〕C-0 N-88°  ―W 190以上×130以上×065m 不明・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑫

SK506 )C-0 N-68°  一E 138以上 ×150× 061m 不整円形・悟り鉢状 ほぼ平坦 ⑫～⑬
)C-0 N-11°  ―E 0 50× 0 48X0 16m 隅丸方形。開いたU宇状 ほぼ平坦 ⑫～⑫

遺構番号 立置 (Grid) 長軸方向 長軸(m)× 短軸(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底面 時期

)D-017d OC-017a N-38°
 一W 1 95× 1 90× 045m 不整円形・不明 ⑭

SX502 )D-017c OC-017ab N-75°
 一V 202× 188× 050m 不整精円形・不明 ⑭

SX503 )D-017bcd OC-017b N- 8°
 一E 50× 2 30× 062m 不整形・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑩

OD-020c OD-019d N-68°
 一W 3 10× 080× 022m 直線。開いたU宇状 やや起伏 ⑫～①

SX505 OD-021c OD-020d N- 7°
 一W 260× 240× 046m 不整形 ,開いたU字状 やや起伏 ⑫～③
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遺構番号 位置 (Grid) 長軸方向 長軸(m)× 短軸(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底面 時期

SX506 OC-0 N-16°
 一E 428以 上×220× 074m 不整形。開いたU字状 起伏 ⑫

OF-0

0F-0

7bcd

6a
N-36°
 一E ,70以上×236以 上×022n 屈曲・開いたU宇状 起伏顕著 ⑫

SX508 5c OD-014d N-10°  一ll 176以上 ×268× 023m 方形・竪穴状 ほぼ平坦 ⑫

SX509 N- 3°
 一W 520× 078× 009m 直線・開いたU字状 やや起伏 ⑬

SX510 N-10°  一E 180× 030× 005m 直線・開いたU字状 平坦 ⑫～①

SX511 6c OD-015d N-88°  一V 620× 080× 034m 直線・V宇状 やや起伏 ⑫～⑭

SX512 N-23°
 一
ll 180× 100× 025m 直線・括り鉢状 ほば平坦 ⑫～⑭

SX513
OD-015c OD-014d

OC-015b OC-014a
N- 0°
 一 480× 284× 058m 不整精円形 。開いたU字状 やや起伏 ②

SX514
OD-015c OD-014cd

OC-014b
N-83°
 一E 1060× 1 83× 0 28m 湾曲・開いたU字状 やや起伏 ⑫

SX515 OD-013d N-23°
 一V 177× 147× 020m 不整円形。開いたU宇状 起伏顕著 ⑬

第 5-5表  小溝状遺構群観察表
遺樗番号 位置 (Grid) 東西 (m)× 南北 (m) 溝 面積 底 面 日寺期

5次 A群

OC-016a OC-017ab OC-018b OD-016abd

OD-017abcd OD-018abcd OD-019abcd

OE-016abd OE-017abcd OE-018abcd

OE-019c OF-016d OF-017c

〕600以 上×2560m 265条 533911i以上 ほぼ平坦 ⑫

第 5-6表 遺物出土数量表

遣構名
基本唐 層位

縄文
,弥生
土器

塩
器
製
七

土師器 須
恵
器 駆鍔

阿
滋
器

土
型
一品

瓦 石器

石
製
品

砥 石 礫
属
品
金
製

木
製

品

自
然
木

そ

の
他

計 備考
クロ

13号墳 埋 上

埋土

埋 土

埋 ■

埋 土

埋上

埋 土

埋 上

埋 上 5次 調査区内出土J/k

埋 上 5次 調査E内 出土致

底面

埋 上

埋 土

埋 土

jE土

埋 ヒ

IE土

埋 土

埋土

底面

理 土

埋土

埋土

埋 土

底 面

埋土

埋 土

底面

埋 上

埋上

埋 上

埋 土

埋 土

埋 土

埋 上

小溝群5次A群 埋土

I層

合計
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第 5-7表 遺物観察表
図番号
遺物番号

登録番号
遺構名
・基本層

譴位 種別 器種 ,名 称・部位 略
幅 砦微・備考 分頼

時期

真
版
写
図

第517図
理 J 陶器 中碗

ロクロ 肖1り 高台 外 :刷毛目 内 :刷毛目
肥前 17c末～18c後

第517図
lE〕 陶器 中碗

ロクロ 削り高台 外 :山水文 内 :

肥前 (波佐見) 17c後～ISc後

第517図 05Kg-015 理〕 石製品 温石 貫通子L径 :07cm硯の転用 石材 :片岩

第617図
埋 1 舷器

口
文
前

削り高台 見込 :五弁花 (コ ンニャク印判)外 :唐草
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第 4章 一第 6次調査―

第 1節 調査概要と基本層序

1.調査概要
第 6次調査区は、沼向遺跡の東部、OA～ OC-02～ 05Gridに 位置し、浜堤列に立地する (第6-1図 )。 調査面積は

280.3∬である。第24次調査区、第28次調査区に接する。調査区は第6‐ 1図のように設定した。標高は現地表面で1.30

～1.45mで ある。

調査区は北に向かって一段下がっており、南北方向の中央付近に20cmほ どの標高差がある。調査区の北側が半

分程度削平されているが、南側における遺構の遺存状態は良好である。

発掘調査は平成 8年 10月 15日 に表上の重機掘削と遺構確認を開始し、11月 8日 までの実働13日 間実施した。

遺構検出面は、基本層Ⅱ層の分布が部分的なため、Ⅱ層上面遺構のほとんどは、Ⅲ層上面遺構と同様、基本層Ⅲ

層上面であった。遺構検出面の標高は北側で0.6m、 南側で0.9mである。

遺構は、近世 :⑫～⑭期の 8基が認められた。Ⅲ層上面遺構は検出されず、Ⅱ層上面遺構は溝跡 6条、性格不明

遺構 2基が検出された (付図3)。

遺物は、平箱で 1箱出土した。総点数は34点で、そのうち、遺構出上が30点、基本層出土が 4点である。各遺構

及び基本層からの遺物出土数は第6-3表に示した。主な遺物は非ロクロ土師器・陶磁器である。これらの遺物のう

ち2点 を図示した。

2.基 本層序
第6次調査区では東壁・南壁の2箇所で基本層序の確認を行なった。基本層序は、大別で I、 Ⅱ、Ⅱ層の3層、

細別で Ia、 Ib、 Ⅱa、 Ⅱb、 Ⅲa、 Ⅲb、 Ⅲc、 Ⅲe層の8層を確認した。

第 2節 検出遺構と出土遺物

1.検出遺構と出土遺物
(市 )SD溝跡 (第 6‐ 3～ 4図、第6-1表、写真6‐1)6条検出された。

SD601溝跡 (第6-3～4図、第6-1表、写真6‐ 1‐2・ 5) OB-05c・ OB-04cd・ OB-03cd・ OA-03bGridに 位置し、沼向〇期

に属するⅡ層上面遺構である。SD602、 SX602よ り新しい。東西方向の溝で、底面は「U」 字状である。遺物は、

埋土から磁器中碗 (血06001:瀬戸美濃産)や非ロクロ土師器が出土している。

SD602溝跡 (第 6-3～ 4図、第6‐1表、写真6-1-3・ 5) OB-04c・ OB-03cd・ OA-03abGridに 位置し、沼向⑫期に属する

Ⅱ層上面遺構である。SD601よ り古く、SX601、 SX602よ り新しい。東西方向の溝で、南側と東側は調査区タトヘ続く。

遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

SD603溝跡 (第 6-3～4図、第6-1表、写真6-1-4・ 5) OB-05bc・ OB-04a～ d・ OB-03cdGridに位置し、沼向○期に属

するⅡ層上面遺構である。SD604よ り新しい。東西方向の溝で、東側は調査区外へ続く。遺物は、埋土から磁器髪

油壺 (血06002:肥前産)な どが出土している。

SD604溝跡 (第 6‐3～4図、第6-1表、写真6-1-5) OB-05c'OB‐04a～ d・ OB-03cdGridに位置し、沼向⑫期に属する

Ⅱ層上面遺構である。SD603よ り古い。調査区を東西に横断する溝で、この溝より北と南で遺構確認面に明確な段

差が認められる。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。
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SD605溝跡 (第 6-3～ 4図、第6‐ 1表、写真6-1-5) OB-03cdGttdに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構で

ある。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。南東一北西方向の溝である。出土遺物はない。

SD606溝跡 (第6-3～4図、第6-1表、写真6‐ 1‐5) OB-05bGridに位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構で

ある。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。東西方向の溝で、西側は調査区外に続く。出土遺物はない。

(2)SX性格不明遺構 (第 6‐4図、第6‐2表、写真6-1)2基検出された。

SX601性格不明遺構 (第 6‐3図、第6-2表、写真6-1-6) OA-03bGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構で

ある。SD602よ り古い。南端は調査区外へ続く。平面形は不明である。出土遺物はない。

SX602性格不明遺構 (第 6-3図、第6-2表、写真6-1-7～ 8) OB-03d,OA-03aG� dに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層

上面遺構である。SD601、 SD602よ り古い。南端は調査区外へ続く。平面形が不明の浅い土坑状の遺構で、底面に

は起伏がある。出土遺物はない。

第 3節  まとめ

1.Ⅱ 層上面遺構
近世前葉 (沼向⑫期):溝跡2条、性格不明遺構2基が検出された。

近世中葉 (沼向〇期):溝跡2条が検出された。

このほか、沼向⑫～⑭期のいずれかに属する溝跡2条が検出された。

2.イ 1ヽ簡
第6次調査区は沼向遺跡の東部に位置し、浜堤列に立地する。調査面積は280.3ゴである。

遺物は、古墳時代 :③～①期から認められる。

遺構は、古墳時代～平安時代初頭 :③～⑩期の遺構の検出はなく、近世 :⑫～⑭期の溝跡6条、性格不明遺構2

基が検出された。

沼向遺跡の遺構群の変遷を考えるうえでの成果としては、古墳時代前期後半 :③ B期の墓域とはなっていないこ

と、近世 :⑫～⑭期の居住域とはなっていないことがある。.
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第6-5図 第6次調査区出土遺物実測図

|  1齢 群砂 懇などか叫 朋灘 定され純 柱

_   新旧関係

第6-6図 第6次調査検出遺構時期別変遷模式図

No 06002

SD603

Scale= 1 :3 10cln

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

第61表 SD溝跡観察表
遺構番号 位置 (Grid) 方向 全長(m)× 上端幅(ml× 深さ(m) 平面形・断面形 時期

OB-05c OB-04cd OB-03cd OA-03b N-84°
 ―W 2230以 」LX0 55× 033m 直線。開いたU字状 ⑬

OB-04c OB-03cd OA-03ab N-88°  W 1100以上X054以 上×017m 直線。開いたU字状 ⑫

SD603 OB-05bc OB-04abcd OB-03cd N-84°
 一W 2070× 0 19× 030m 直線。開いたU字状 ③

SD604 OB-05c OB-04abcd OB-03cd N-88°
 一W 2460× 024× 022m 直線・開いたU字状 ⑫

SD605 OB-03cd N-88°
 一E 530以」二X083× 016m 直線・開いたU宇状 ⑫～⑭

OB-05b N-82°
 一V 340× 055× 009n 直線・浅い信り鉢状 ⑫～⑭

第6-2表 SX性格不明遺構観察表
遺構番号 位置 (Grid) 長軸方向 長軸(m)× 短軸(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底面 時期

SX601 OA-03b N- 0°
 一― 048以上×068× 006m 不明・浅い悟り鉢状 やや起伏 ⑫

SX602 OB-03d OA-03a N-80°
 ―E 290以上×240× 016m 不明。開いたU字状 やや起伏 ⑫

第6-3表 遺物出土数量表
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第 5 一第 7セ老久調査―

第 1節 調査概要と基本層序

1.調査概要
第 7次調査区は、沼向遺跡の東部、OB～ OD-07～012Gridに位置し、浜堤列に立地する (第 7‐ 1図 )。 調査面積は

341.9∬である。第12次調査区、第14次調査区に接する。調査区は第7-1図のように設定した。標高は現地表面で1.45

mである。

調査区は東側に向かって一段下がっており、東西方向の東側で0.10mほ どの標高差がある。遺構の遺存状態は良

好である。

発掘調査は平成8年 10月 22日 に表上の重機掘削と遺構確認を開始し、12月 11日 までの実働30日 間実施した。

遺構検出面は、基本層Ⅱ層の分布が部分的なため、 H層上面遺構のほとんどは、Ⅲ層上面遺構と同様、基本層Ⅲ

層上面であった。遺構検出面の標高は1.05mで ある。

遺構は、古墳時代前期 :③期から近世 :⑫～⑭期にかけて、総数26基が認められた。Ⅲ層上面遺構は、周溝墓 1

基、土坑10基、性格不明遺構 1基、Ⅱ層上面遺構は、溝跡 8条、性格不明遺構4基、小溝状遺構群 2群が検出され

た (付図4)。

遺物は、平箱で 1箱出土した。総点数は324点で、そのうち、遺構出土が231点、基本層出土が93点である。各遺

構及び基本層からの遺物出土数は第7-6表に示した。主な遺物は非ロクロ土師器、陶磁器などである。これらの遺

物のうち13点 を図示した。

2.基 本層序
第7次調査区では南壁の2箇所で基本層序の確認を行なった。基本層序は、大別で I、 Ⅱ、Ⅲ層の3層、細別で

Ia、  Ib、  Ic、 Ⅱb、 Ⅲa、 Ⅲe層の6層を確認した。

第 2節 検出遺構と出土遺物

1.検出遺構と出土遺物
(1)古墳 (第 7‐ 3～4図、第7‐ 1表、写真図版7‐ 1～2)1基 検出された。

7号方形周溝墓 (第7-3～4図、第7-1表、写真図版7-1-2～ 5、 2-1～3) OB-09ab・ oB-010b・ OC-09acd・ OC-010cGridに

位置し、沼向③ Bl期に属するⅢ層上面遺構である。SX708よ り新しい。墳丘は削平されて残存しない。周溝の北

辺と東辺、西辺の北半部を確認した。南半部と周溝北辺をⅡ層上面遺構に削平される。南辺と東西辺の南半部は調

査区外へ続 く。周溝平面形は現状では隅丸方形である。上端規模は周溝外側で東西10.94m、 南北5。12mである。周

溝内側では東西6.36m、 南北3.34mである。主軸方位は現状でN-85° ―Wである。溝幅は1.69～ 2.75mで平均は2.01m

である。断面形は開いた「U」 字状である。北辺中央からやや東よりにテラス状の高まりを確認した。深さはテラ

スを除いた状態で0.50～0.58mである。壁の立ち上がり角は外側で26度と38度、内側は26度 と45度である。底面標

高はテラスを除いた状態で0.33～059mで、東辺が低 くなる①テラスは周溝北辺の中央やや東よりに位置する。浜

堤列基本層Ⅲ層を掘り残して造り出される。西辺は、起伏は認められず、コーナー部分で段差をつけて北辺と接続

する。東辺は、起伏は認められず、直接北辺のテラスに接続する。規模は東西1.80～ 1.93mで、南北0,71～0.80mで

ある。周溝上端からの深さは0.32～0.43mで西側が深 くなる。底面標高は0.63～0,72mで、東から西へ低 くなる。周

章



第2節 検出遺構と出土遺物

溝底面からの立ち上がり角は東側27度、西側36度で明確に立ち上がる。周溝底面との比高差は東側0.23m、 西側0.13

mである。テラスの北側は直接周溝の立ち上がりに取り付かず一段高いテラス状の張り出しが認められる。張り出

しの北側と周溝外側は削平され、取 り付き部分の状態は不明である。規模は東西2.10m、 南北0.45mである。標高

は0884～0,934mで北から南に低くなる。現状で平坦面と周溝外側の上端との比高差は0.08～ 013mである。埋土は

大別 5層、細別では 6層認められる。埋± 1～ 3層 と5層 は自然堆積土である。埋± 4層は浜堤列基本層Ⅲ層の崩

落上である。残存する墳丘基底部の平面形は方形である。南半部は調査区外へ続く。

遺物は、埋± 3層から非ロクロ土師器奏 (No07002 i C I blx類 )、 最下層の埋± 5層から非ロクロ土師器の壼口

縁 (No07001 i C I a類 )が出土している。このほか、石製品 (h07003)な どが出上している。 7号方形周溝墓の

時期は、最下層出上の非ロクロ土師器壷 (No07001)と 埋± 3層出土の非ロクロ土師器奏 (配07002)が沼向③Bl
期土器群であることから、③Bl期 と考えられる。なお、7号方形周溝墓は、すでに調査・報告された第35次調査
で、その南半部が検出され、上端規模は、周溝外側で東西10。94m、 南北8.48m以上、周溝内側で東西7.91m、 南北5。92m

であることが半J明 している。

(2)SD溝跡 (第7-5～ 6図、第7-2表、写真図版7‐2)8条 検出された。
SD701溝跡 (第 7-5～6図、第7-2表) OC-08adGridに 位置し、沼向⑬期に属するⅡ層上面遺構である。SD704よ

り新しい。北東―南西方向の溝で、北東側は第14次調査西区へ続く。出土遺物はない。

SD702溝跡 (第 7-5～6図、第7-2表) OC‐08bcd・ OB-08abGridに位置し、沼向○期に属するⅡ層上面遺構である。

SD515よ り古く、SD703、 SD704、 SD707よ り新しい。南北方向の溝で、南端で西へ屈曲する。屈曲部分は2.8m程

で途切れる。北側は第14次調査西区へ続く。南東側は第14次調査中区へ続く。出土遺物はない。

SD703溝跡 (第 7-5～6図、第7-2表) OC-08adGridに 位置し、沼向〇期に属するⅡ層上面遺構である。SD702よ

り古く、SD704よ り新しい。北東―南西方向の溝である。南西側は他遺構に削平される。出土遺物はない。

SD704溝跡 (第 7-5～6図、第7-2表、写真図版7-2-4) OC_01la～ d・ OC…010a～ d・ OC‐09a～ d・ OC-08dGridに位置し、

沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD701、 SD702、 SD703よ り古く、SD706、 SX703よ り新しい。調査区を

東西に横断する溝である。西側は第12次調査北区へ続く。東側は他遺構に削平され、調査区東端は遺構確認面が低

いため確認できなかった。遺物は、埋土から陶器小皿 (h07004:大堀相馬産)な どが出土している。

SD706溝跡 (第 7‐5～6図、第7‐2表) OC‐01lab・ OC‐010abGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD704よ り古い。東西方向の溝で、東側は他遺構に削平され、西側は第12次調査北区へ続く。南側の壁面の立ち上

がりの大半は、他遺構に削平される。遺物は、埋土から陶磁器などが出土している。

SD707溝跡 (第 7-5～6図、第7-2表) OC-010cd・ OC-09cd・ OC-08dGridに位置し、沼向〇期に属するH層上面遺構

である。SD702、 SD515よ り古い。東西方向の溝で、東側は他遺構に削平される。西端は南に屈曲する埋± 2層は

自然堆積である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が 1点出土している。

SD708溝跡 (第 7-5～6図、第7‐2表) OB‐010b・ OB-09ab・ OBぃ08abGridに位置し、沼向⑫～○期に属するⅡ層上面

遺構である。SD515よ り古い。北西―南東方向の溝で、東側は第14次調査中区へ続く。埋±3層は自然堆積である。

南側の立ち上がりは調査区外へ続く。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が 1点出土している。

SD515溝跡 (第 7-5～6図、第7-2表、写真図版7-2-4) OC_012c・ OC_01lcd・ OC_010cd・ OC-09cd・ OB-010ab・ OB-09ab・

OB-08abGridに位置し、沼向⑬期に属するⅡ層上面遺構である。SD702、 SD707、 SD708よ り新しい。調査区を東西

に横断する溝で、東側は第14次調査中区へ続き、西側は第12次調査北区へ続く。西部の壁面の立ち上がりは屈曲し、

北側の一部でテラス状になる。埋土の状況から、SD515は 2時期に分けられる可能性がある。遺物は、埋土から磁

器中碗 (No07005:瀬戸美濃産)、 石鏃 (血07006:玉髄)な どが出土している。

(3)SK土坑 (第7-6～7図、第7‐3表、写真図版7‐2)10基検出された。
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SK701土坑 (第7-6図、第7‐3表、写真図版 7-2-5) OC-01labGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺

構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。遺物は、埋土から弥生土器が出土している。

SK702土坑 (第7-6図、第7-3表 ) OC-09b・ OC-08aGridに 位置し、沼向①～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出上している。

SK703土坑 (第7-6図、第7-3表 ) OC-01lcGridに 位置し、Ⅲ層上面で検出された。沼向③～⑩期に属する。Ⅲ

層上面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK704土坑 (第 7-7図、第7-3表 ) OC-01lb・ OC-010aGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK705土坑 (第 7-7図、第7-3表 ) OC-010bGridに位置し、Ⅲ層上面で検出された。沼向③B3期に属する。Ⅲ

層上面遺構との新旧関係はない。遺物は、埋土から非ロクロ土師器小型九底鉢 (配07007:CⅡ 類)が出土している。

SK706土坑 (第 7-7図、第7‐2表) OC-08bcGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上

面遺構との新旧関係はない。埋± 1層から4a層 は人為堆積である。埋±4b層 は基本層Ⅲ層の崩落土である。出土

遺物はない。

SK707土坑 (第 7-7図、第7-3表) OC-010dGridに位置し、沼向①～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上

面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK708土坑 (第 7-7図、第7-3表) OC-09bGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面

遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK709土坑 (第 7-7図、第7-3表、写真図版7-2‐ 5) OC-010bGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構

である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

SK710土坑 (第 7-6図、第7-3表、写真図版7-2-5) OC-010aGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構

である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

(4)SX性格不明遺構 (第 7‐8図、第7-4表)5基 検出された。

SX701性格不明遺構 (第 7-8図、第7-4表 ) OC-010aGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。直径0.30mの 不整円形のピット状の遺構である。遺物は、埋土から漆器椀 (血

07008)が出土している。

SX702性格不明遺構 (第 7-8図、第7‐4表) OC-010aGridに 位置し、沼向⑬～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

小溝状遺構群7次 A群より新しい。平面形は不整楕円形の南東側が深い土坑状の遺構である。遺物は、埋土から漆

器椀・蓋 (No07009)が出土している。

SX703性格不明遺構 (第 7‐8図、第7-4表 ) OC-01lcGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD704よ り古い。平面形が不明の上坑状の遺構である。出土遺物はない。

SX704性格不明遺構 (第7-8図、第7-4表 ) OC-010dGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。Ⅱ

層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整形の土坑状の遺構で、埋土にブロック状の砂が認められる。遺物は、

埋土から陶磁器が1点出土している。

SX708性格不明遺構 (第7-8図、第7-4表 ) OC‐010c・ OB-010bGridに位置し、沼向③Bl期以前のⅢ層上面遺構

である。7号方形周溝墓より古い。直径0.40mの不整円形のピット状の遺構である。出土遺物はない。

(5)小清状遺構群 (第 7‐ 9～ 11図、第7‐5表、写真図版7‐2)2群検出された。

小溝状遺構群7次 A群 (第 7-9～ 10図、第7-5表、第7-4、 写真図版7-2-6～ 7) OC-08a・ OC-09ab・ OC-010ab・ OC-01lab

・OC-012ab・ OD‐ 009d・ OD-010cd・ OD-01lcd・ OD-012a～ d・ OD‐013bcGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構であ

る。SX702、 SX1249、 小溝状遺構群12次 F群 より古く、SD1402、 小溝状遺構群 7次 B群より新しい。
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小溝状遺構群 7次 A群は、第 7次調査区北部および第12次調査北区東部、第14次調査西区南部で、南北方向に

直線的に平行する17条の溝からなる。第12次調査北区東部ではさらに北の調査区タトヘ続 く。遺構の遺存状況は良

好である。SD704と SD1401を 区画施設としている。 7次A群の範囲は東西43.50m、 南北12.00m以上で、その面積

は224.2∬以上である。小溝の全長は西端の小溝①が最も長く9.20mで、東に向かうにしたがって短くなり東端の小

溝⑫では0.40mである。方向はN-10～ 22° ―Eである。上端幅は0.30～0.47mである。小溝の芯々距離は1.4～ 3.3mで、

そのうち、東半部では2.4～ 2.6mである。遺構確認面からの深さは0。10～022皿である。底面はやや起伏している。

工具痕は一部に認められる。埋土は基本的に単層であるが、2層に細別され、基本層Ⅲ層を母材とする砂ブロック

を含む。遺物は、埋土から非ロクロ土師器の壼 (No07010:C2類 )、 奏 (No07011:C I blx類 )な どが出土している。

小溝状遺構群 7次 B群 (第 7-9。 11図、第7-5表、写真図版7-2_6～ 7)OC-09ab・ oC-010b・ OC‐01lab・ OC-012b・ OD-09d・

OD-010cd・ OD‐ 01lcd・ OD-012a～ d・ OD-013cGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD1242、 SX1249、

小溝状遺構群 7次A群、小溝状遺構群12次 F群より古く、SD1402よ り新しい。

小溝状遺構群7次 B群は、第7次調査区北部および第12次調査北区東部、第14次調査西区南部で、南北方向に直

線的に平行する12条の溝からなる。小溝状遺構群 7次 A群と同一範囲に位置することから、遺構の遺存状況は良

くない。SD704と SD1401を 区画施設としている。 7次B群の範囲は東西41.50m、 南北12.00m以上で、その面積は

200.4だ以上である。小溝の全長は西側の小溝②が最も長く9.50mで、東に向かうにつれ短くなり東端の小溝⑫では

0.40mで ある。走行方向はN-8～23°―Eである。上端幅は0.21～0.45mである。小溝の芯々距離は1.3～8,3mである。

小溝状遺構群 7次 A群に伴う耕作の影響を受けている可能性もある。遺構確認面からの深さは0.02～0.14mである。

底面はやや起伏している。工具痕は一部に認められる。埋土は基本的に単層であるが、 2層に細別される。基本層

Ⅲ層をブロック状に含む。遺物は、埋土から非ロクロ土師器、須恵器などが出土している。

2,そ の他の出土遺物
沼向②期 :弥生土器を1点図示した (No07012)。 配070121ま 沼向②Cl～ 3期の奏日縁部である。

沼向⑫～⑭期 :土師質土器を1点図示した (恥07013)。 血070131よ灯明皿である。

第 3節 まとめ

1.Ⅲ層上面遺橋
古墳時代前期後半 (沼向③B期):③ Bl期以前の性格不明遺構1基 (SX708)、 ③Bl期の周溝墓1基 (7号方形

周溝墓)、 ③B3期の土坑1基 (SK705)が検出された。このほか、③～⑩期のいずれかに属する土坑9基が検出
された。

2.Ⅱ 層上面遺構
近世前葉 (沼向⑫期):溝跡2条、性格不明遺構2基、小溝状遺構群2群が検出された。

近世中葉 (沼向○期):溝跡5条が検出された。出土した陶器は器種に小皿があり、産地は大堀相馬である。

近世後葉 (沼向⑭期):遺構の検出はない。出土した磁器は器種に中碗があり、産地は瀬戸美濃である。

このほか、沼向⑫～⑭期のいずれかに属する溝跡1条、性格不明遺構2基が検出された。また、遺物では土師質

土器、木製品が出土した。土師質土器は灯明皿である。木製品は漆器椀、漆器椀・蓋である。
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3. 可Ч曽

第7次調査区は、沼向遺跡の東部に位置し、浜提列に立地する。調査面積は341つゴである。

遺物tよ、弥生時代 :②期から認められる。

遺構は、古墳1時代前期後半 :③ B期の方形周溝墓 1基 (③ Bl期 )、 土坑 1基 (③ B3期 )、 性格不明遺構 1基

(③Bl期以前)、 古墳時代～平安時代初頭 ;③～⑩期の上坑9基、近世 :⑫～⑭期の溝跡8条、性格不明遺構 4基、

小溝状遺構群2群が検出された。7号方形周溝墓は出上した非ロクロ土師器奏・重から沼向③Bl期に属する遺構

である。最も近い古墳は第5次調査の13号墳から東に約36m離れている。7号方形周溝墓の周溝の北辺でテラス状

の高まりを確認した。

沼向遺跡の遺構群の変遷を考えるうえでの成果としては、古墳時代前期後半 :③ B期の墓域形成の古段階に方形

周溝墓があること、近世 :⑫～⑭期の居住域とはなっていないことがある。

145





第 5草 ―第7共調査‐
041041● 4404p“21HI 041弾蜘哨備蒸蛉 Oasoa41Stpe2001 1111"OOPa12702C0251'402302】 021 opOle-OCa,餌 ,oISOW“ B Ot2,1010ω

“ "い
●

“ “

IP Ol l彦 0 ユー| |, こ 0 10 1 12tr

磁

”

ば
ぬ

Ｗ
ω

”

ヽ

鎌

”

φ

”
煎

颯
・ｐＦ

∝

ｗ

郎

朝
一
確

一軒

∝

一働
一礎

拇

・μ

■
・，
■
一
，

ｔ

ｉ

■

■

，

■

第7次調査区位置国scale=14000

|

等高線直・Ⅲ層EI醜吐置歯

基本層序柱状模式図

.第7‐ 1図 第7次調査区位置図

柱状懐■園作成地点位置図scalet i畑拗

基本層岸略図

等高線図・Ⅱ層凹地位置国基本層序

蜘鰤
『
騨卜‐Ｆ卜」卜即仁‐―貯＝Ｈ＝蜘日Ⅳ叶ＩＬＩＩ十塩

11011E―

0 50fal―



舒I

鞘
Ｎ
Ｉ
博
回

群
Ｎ
埓
翌
叫
岡
酢
芽
国

言〔i3gこ;:
と
０
“う
０争 ０

∪
“０
一一
〕彎
�

―∇躍Ⅵと裳―蕉曾箋



671

ｇｏ
こ上
町

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

目

？

善

０

＝

μ

”

８

ｒ

＝

＝

＝

Ｈ

Ｈ

日

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

＝

Ｌ

鞘
刊
！
ω
回

Ｎ
中
琲
慧
函
蔀
鵬
引
副
回

争

一予国と箋一 事會善



器 伽 糾 　 ― 鴻 『 斉 蟄 畔 ―

7号
方
形
周
溝
基
(Ⅲ
層
上
面
)

10
1R
2/
2黒
褐
色

シ
ル
ト
質
秒
酸
化
鉄
、炭
化
物
少
量

10
Y
R3
/2
黒
褐
色

シ
ル
ト
質
砂
酸
化
鉄

10
Y
R5
/3
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
質
砂
に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
プ
ロ
ッ
ッ
ク
、
酸
化
鉄

10
YR
4/
2灰
黄
褐
色

シ
ル
ト
質
砂
酸
化
鉄

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐
色
ン
ル
ト
質
砂
Ⅲ
層
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
、L
・
Iヒ
鉄

10
YR
3/
8暗
褐
色

シ
ル
ト
興
砂
に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
プ
ロ
ッ
ク
少
畳

0 
  
  
  
  
  
  
  
 2
m

Sc
al
e 
= 
1 
: 
60

第
7-
4図
7号
方
形
周
溝
墓
断
面
図



（）
ユ　
ユ

〇
ユ
〇

Ｏ
Φ

〇
∞

〇
ロ

糾
Ｎ
１
９
図

∽
∪
灘
尊
引
割
国

∽
ｏ
ω

牌
①
　
Ｈ

　

Ｐ
　

¨
　

］
〇
〇
　
　
げ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
田
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
口
Ｈ
Ｈ
Ｈ
」

―平向と窮一 車g彰



第 5章 ―第 7次調査―

斡 亨扱
綿 ド

札

�

ＳＤ７。８

‰

離

蔑
レ

鵠              眸   綿     1  ド

ωギ
′́

弓
゛

ギ

1     1    ド

鵠         卜 鵠

SD70](■ 層上面)

10YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 酸化鉄少量

10VR2/2黒褐色 粘土質シル ト 酸化鉄少量

10VR3/2黒褐色 粘土 褐色砂少量

SD702(Ⅱ 層上面)

10YR3/2黒褐色 砂質ンル ト
Ⅲ層ブロック、黒褐色結土質シル ト微量、酸化鉄

少量

10YR2/2黒褐色 粘 土

10YR3/3暗褐色 ンル ト質砂 Ⅲ層ブロック 黒褐色粘土微量、酸化鉄少量

SD703 (■ 層上面)

IOYR3/1黒褐色 ンル ト質砂 酸化鉄微量

10YR2/2黒掲色 シル ト質砂 Ⅲ層プロック、酸化鉄少量

SD704(Ⅱ 層上面)

10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト Ⅲ層ブロック、酸化鉄少量

10YR2/1黒色 粘 土

IOWR2/2黒褐色 粘土 にぶい黄褐色砂

10YR2/3黒褐色 粘上質シル ト 酸化鉄微量

10YR3/4暗褐色 シル ト質砂 Ⅲ層ブロック、酸化鉄少量

SD 707(■ 層上面)

IOYR3/2黒褐色 砂質シル ト Ⅲ層プロック少量、酸化鉄微量

10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト質砂 黒褐色雅土と互層

SD 708(Ⅱ 層上面 )

10VR3/3暗梱色 シル ト質砂 酸化鉄

10YR2/3黒褐色 粘上質シル ト 匝層プロック少量、酸化鉄少量

IOYR2/1黒色 粘土 酸化鰍 還

tOYR2/2黒褐色 粘土 にぶい黄褐色砂と互層

SD515(Ц 層上面)

tOYR3/2黒褐色 ンル ト

tOYR3/3暗褐色 ンノント 黒褐色粘上少量

tOYR2/3黒褐色 粘土 灰黄褐色砂少量、酸化鉄

SK701(H層 上面)

10YR3/2黒褐色 シル ト質砂 上部にぶい黄橙色砂ブロック少量、酸化鉄

10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト質砂 にぶい黄橙色砂ブロック多量、酸化鉄

SK702(Щ層上面)

7 5YR2/2黒褐色 ンルト質砂 酸化鉄、マンガン粒

10YR4/4褐色 ンル ト質砂 Ⅲ層ブロック、酸化鉄、マンガン粒

SK703(m層 上面)

10YR4/3にぶい黄褐色 ンル ト質秒 にぶい黄橙色砂ブロック少量、酸化鉄

10YR5/4にぶい黄褐色 シル ト質砂
上部にぶい黄橙色砂、にぶい黄橙色砂プロック

酸化鉄

2m
Scale = 1 , 60

SD 706(Ⅱ 層上面 )

第7-6図 SD溝跡断面図 SK土坑平面図・断面図 (司 )
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10YR2/2黒褐色 シル ト質砂 にぶい黄褐色砂ブロック

10YR3/2黒褐色 ンル ト質砂 にぶい黄褐色砂ブロック

10YR5/8にぶい黄褐色 ンル ト質砂

10YR4/2灰黄褐色 シル ト質砂 にぶい黄褐色砂ブロック、

SK 707(Щ 層上面 )

10YR3/3暗褐色 シル ト質砂 にぶい黄橙色砂ブロンク多量、酸化鉄

10YR4/4褐色 ンル ト質砂 にぶい黄橙色砂プロック多量、該化鉄

SK 708(Ⅲ 層上面)
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第7-7図 SK土坑平面図・断面図 (2)
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第7-刊 2図 第7次調査出土遺物実測図
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沼向②期
近世前葉

沼向④～①期
古墳中期～近世初頭

沼向③B3期
古墳前期後半新段階

沼向③B2期
古墳前期後半中段階

沼向③BI期
古墳前期後半古段階

沼向①～③A期
縄文後翔～古墳前郷前半

S認

時期決定遺物出土遺構

造構群の変遷などから時期が推定される遺構

新日関係

第7-13図  第7次調査検出遺構時期別変遷模式図

回国
一

第 7-1表 古墳観察表
遺構番号 位置 (Grid) 上端規模 (m) 濤幅 ×深 さ (m) 埋葬施設 時期

7号方形周
溝墓

)B-09ab OB-010b OC-09acd

)C-010c
1094× 5 12m 169～275× 050～058m 征

小 ③Bl

第 7-2表  SD溝 跡観察表
遺構番号 位置(Grid) 方向 全長(m)× 上端幅(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 時期

SD701 N-23°
 ―E 409× 071× 018m 直線・開いたU字状 ⑬

SD702 〕C-08bcd OB-08ab N-14° ―E 1049× 175以上×023m 屈曲・開いたU字状 ⑬

SD703 )C-08ad 5 57× 042× 0 15m 直線・開いたU字状 ⑬

〕C-01labcd OC-010abcd

〕C-09abcd OC-08d
N-88°
 一V 3470以上×170以上×046m 直線・悟り鉢状 ⑫

SD705 欠番

,C-01lab OC-010ab N-80°
 一V 1700以 上×030以上×014m 直線。開いたU宇状 ⑫

,C-010cd OC-09cd OC-08d N-89°
 一V 1890× 040× 016m 直線・悟り鉢状 ⑬

SD708 〕B-010b OB-09ab OB-08ab N-86°
 一V 2000以上×050以上×037m 直線・開いたU宇状 ⑫～⑬

欠香

SD515

〕C-012c OC-01lcd OC-010cd

,C-09cd OB-010ab OB-09ab

〕B-08ab

N-86°
 一V 8660× 180× 047m 直線・開いたU字状 ⑬

第 7-3表  SK土坑観察表
遺構番号 位置(Grid) 長軸方向 長軸(m)× 短軸(m)× 深さ(ml 平面形・断面形 底面 時期

SK701 )C-01lab N 48°
 一E 238× 083× 029m 長楕円形・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑥～⑩

SK702 )C-09b OC-08a N-30°
 一E 150× 100× 033m 不整精円形・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK703 )C-01lc N-68°   W 1 20× 075× 0 16m 精円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ③～⑩

)C-01lb OC-010a N-82°
 ―E 165× 068× 015m 不整長精円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK705 )C-010b N-81°
 一W 215× 073× 014m 不整長精円形・浅い悟り鉢状 ほぼ平坦 ③B3

N-42°
 一W 256× 103× 025m 隅丸長方形・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK707 )C-010d N-27°
 一E 1 32× 060× 020m 不整長精円形・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑥～⑩

N-85°
 一W 118× 067× 009m 不整精円形・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK709 )C-010b N-47°
 一E 1 25× 072× 0 1lm 不整精円形・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK710 )C-010a N-43°
 一E 090× 049× 0 1lm 不整楕円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ③～⑩
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第 7-4表  SX性 格不明遺構観察表
遺構番号 位置 (Grid) 長軸方向 長軸 (m)×短軸 (m)×深さ(m) 平面形・断面形 底面 時期

SX701 OC-0 N-85°
 一E 035以■×081× 040m 不整円形・コの宇状 平坦 ⑫～⑭

SX702 OC-0 N-40°
 一E 101× 057× 087m 不整楕円形・悟り鉢状 やや起伏 ⑬～⑭

SX703 OC-01lc N-42°
 一W 133× 068以 _L× 040m 不明・開いたU字状 起伏顕著 ⑫

OC-0 N-65°
 一W 152以上×123以上 ×030m 不整形・開いたU字状 ほぼ平坦 ②

欠番

欠番

欠番

SX708 OC-010c OB-010b N-87°
 一E 041× 041X01lm 不整円形・浅い悟り鉢状 平坦 ③Bl以前

第 7-5表  小溝状遺構群観察表
遺構番号 位置(Grid) 東西(m)× 南北(ml 溝 面積 底面 時期

7次 A群

)C-08a OC-09ab OC-010ab OC-0113b OC-012ab

)D-009d OD-010cd OD-01lcd OD-012abcd

)D-013bc

4350× 1200m以上 17条 2242ポ以上 やや起伏 ⑫

7次 B群

)C-09ab OC-010b OC-01lab OC-012b OD-09d

)D-010cd OD-01lcd OD-012abcd OD-013c
4150× 1200m以上 12条 2004ポ以上 やや起伏 ⑫

第7-6表 遺物出土数量表
遺構名
基本層

層位

縄文
・弥生
上器

塩

器

製

土

土師器 須
恵

器

■師質
土器

陶

磁
器

土
里
（品

瓦 石器

石
製

品
砥石 礫

属
品
金
製

木
製

品

自
然

木

そ

の

他
PI 備考

′
号方形 埋土 第7次調査区内出土数

埋土

埋土

理土

理士

理士 第7次調査区内出土数

埋土

埋土

埋土

,K709 埋土

埋土

埋土

埋上

I層

第 7-7表 遺物観察表
図番号
遺物番号

登録番号
遺構名
基本層

層位 種別 器種 名称 ,部位 口径
幅 備考

分類
時期

真

版

写

図

第712図
lNe07001

7号方形周濃墓 埋 6
上師器
重
口寂部

外 :ハ ケメ (口 )→ ヨヨナデ (口 )・ ミガキ (日 )内 :ミ ガキ (口 ) CIa類

第712図 7号方形周・■墓 埋 3 非ロクロ
土師器
墾
口縁部～底部

外 :ハケメ(口～体)→ ヨコチデ(国 )外底 :ハケメ  内 !

ケメ(口 ～底)→ ヨヨナデ(口 )
C I blx頻

第712図
Nα07003

7号方形周・A墓 埋lb 石製品 負通孔径 :04 石材 :舞灰岩

第712図
llo07004

埋 1 陶器 小皿
ロクロ 削り高台 押圧 (4) 見込 :六弁花に七躍文
外 i一 大堀相馬 18c中

第+12図
Ne07005

07J001 埋 3 磁器 中碗
ロクロ 削り高台 縁内 :裂略文 見込 :環状松竹梅文 外 :

魚―子地に椿文散し 瀬戸英濃 19c後～ (明治～)

第712図
lle07006 理 3 石器 石鏃 有茎式 石材 !玉髄

第712日
理土 土lIT器

小型丸底鉢
口縁部～底部

外 :ヘ ラケズリ(底～体下)→ /ヽケメ(口～体)→ヘラミガキ(ロ
～底)内 !ハクメ(体上)→ヘラナデ(体下)→ ヨヨナデ(口 ) cⅡ 類

第712図 理 土 木製品 漆器椀
渡存 内 外 :黒  文様 :赤 底部文字 :豆  樹種 iブナ属

第712図
1907009

底面 木製品 漆器椀 竜 残4 内 外 :赤 文様 :全か銀 摘み文様 :花 樹種 iブナ属

第

「

12図
小・H7次 A群③

非ロクロ

上師冊 体部下半～底部
外 :ヘラケズリ(体下～底)→ハケメ(体)→ヘラナデ(体)→ベラ
ミガキ(体)内 :ハケメ(底 )→ヘラナデ(体～底) C2類

第712図
ヽ07011 小溝7次 A群⑥ jEl 非ロクロ

土師器
整
口縁部～体部

残存 外 iハケメ(顕～体)→ コヨナデ(口～体)内 :ハクメ(口～頸)
→ヘラナデ(体)→ ヨヨナデ(口 )

CI blx類

第712図 I層 生
器
弥
土
整
口縁部

口唇 :ナデ→RL縄文 外国縁 :RL縄 文(肥厚)内 :ナデ ②CI～ 3翔

第712図
lWo07013

I層
OC-011(c)

土師質
土器
小皿 (灯明皿) 外〔ロクロナデ→回転糸切り(底)→ナデ(底)内 :ロ クロナラ

rtil c m.g 復元値:( )
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1 第 7次調査区遺構確認状況 (東→)

2 7号方形周溝墓確認状況 (東→)

4 7号方形周溝墓Aベル ト西半部土層断面 (北→) 5 7号方形周溝墓Bベルト北半部上層断面 (西→)

写真図版 -1第 7次調査
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2 7号方形周溝墓周溝埋± 3層上面遺物出と状況 (西→)

膿
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隷騒
■隷

|♯

3 7号方形周溝墓完掘状況 (東→)

雰
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SK701 ,SK709。 SK710完掘メ犬況 (南東―)
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第5章 一第7次調査一

蓮メ

Nα07005
SD515

蛙

鷲

奪

藝鞠］斡攣　ｍ］
形

稗
滅
務

?  斗aゃ 〒1:4  1PCm

―
―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

Nco7001
7号方形周溝墓

N“07011
小溝7次 A群⑥

第 7次調査 写真図版-3





第 6章 一第 8次調査―

本 文
第 1節 調査概要と基本層序………………………………。167
1.調査概要………………………………………………・167

2.基本層序………………………………………………Ⅲ167

第 2節 検出遺構 と出土遺物………………………………■67
1 検出遺構 と出土遺物…………………………………Ⅲ167
(1)SI竪穴住居跡・竪穴遺構 …………………………■67

(2)SD溝跡 ………………………………………………169

(3)SK土坑 ………………………………………………172

挿 表

第8-1表 SI竪穴住居跡・竪穴遺構観察表・………………・223
第8-2表 SD溝跡観察表・一…………………………………223
第8-3表 SK土坑観察表 ・……………………………………223
第8-4表 SX性格不明遺構観察表 ・…………………………224

挿 図 次

第&1図 第 8次調査区位置図 等高線図・Ⅲ層凹地位    第8-14図  Ⅲ層上面遺構SX性格不明遺構平面図・断面図
置図 基本層序 …………………………………■79     (5)… ………………………………………………192

第8-2図  第 8次調査区Ⅲ層上面遺構全体図・……………180 第8-15図  Ⅲ層上面遺構SX性格不明遺構平面図・断面図
第8-3図  第 8次調査区Ⅲ層上面遺構平面図 ……………・181     (6)。 ………………………………………………■93
第移 4図  Ⅲ層上面遺構S1806竪穴遺構平面図・断面図・・182 第8-16図 第 8次調査区Ⅱ層上面遺構全体図・……………194
第移 5図  Ⅲ層上面遺構S1807竪穴住居跡平面図・断面    第8-17図 第 8次調査区Ⅱ層上面遺構平面図・……………195

図・…………………………………………………183 第8-18図  Ⅱ層上面遺構SD溝跡全体平面図 ・……………・196
第8-6図  Ⅲ層上面遺構S1808竪穴住居跡平面図・断面    第8-19図  Ⅱ層上面遺構SD溝跡平面図 (1)・ ……………・197

図・…………………………………………………184 第8-20図  Ⅱ層上面遺構SD溝跡平面図 (2)・ ……………・198
第8-7図  Ⅲ層上面遺構S1809竪穴遺構平面図・断面図・・185 第821図  Ⅱ層上面遺構SD溝跡平面図 (3)・ ……………・199
第8-8図  Ⅲ層上面遺構S1810竪穴遺構平面図・断面図・・186 第8-22図  Ⅱ層上面遺構SD溝跡断面図 (1)。 ……………。200
第8-9図  Ⅲ層上面遺構SK土坑平面図・断面図 (1)。 …。187 第8-23図  Ⅱ層上面遺構SD溝跡断面図 (2)SK土坑平面
第8-10図  Ⅲ層上面遺構SK土坑平面図・断面図 (2)         図・断面図 (1)― ………………………………Ⅲ201

SX性格不明遺構平面図・断面図 (1)・ ………・188 第8-24図  Ⅱ層上面遺構SK土坑平面図・断面図 (2)
第8-11図  Ⅲ層上面遺構SX性格不明遺構平面図・断面図        SX性 格不明遺構平面図・断面図・……………。202

(2)。 ………………………………………………・189 第8-25図  Ⅱ層上面遺構小溝状遺構群全体平面図 ………Ⅲ203
第8-12図  Ⅲ層上面遺構SX性格不明遺構平面図・断面図   第8-26図  Ⅱ層上面遺構小溝状遺構群 8次A群・B群平面

(3)一 ………………………………………………190      図・断面図 ………………………………………・204
第8-13図  Ⅱ層上面遺構SX性格不明遺構平面図・断面図   第8-27～43図 第 8次調査出土遺物実測図・………・205～221

(4)・ ………………………………………………・191 第8-44図 第 8次調査検出遺構時期別変遷模式図・………222

(4)SX性格不明遺構 ……………………………………172

(5)小溝状遺構群………………………………………Ⅲ175

2,そ の他の出土遺物……………………………………・176

第 3節 まとめ………………………………………………。177
1.Ⅲ 層上面遺構…………………………………………。177

2.Ⅱ 層上面遺構…………………………………………。177

3, /1ヽ糸吉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・178

次

小溝状遺構群観察表 ………………………………224

遺物出土数量表 ……………………………………224

遺物観察表 …………………………………………225

次

表

表

表

第

第

第

写真図版 目次

写真図版 1～ 8(遺構写真 )・ …………………………233～240 写真図版 9～19(遺物写真 )・ …………………………241～ 251





第6章 一第8次調査―

第 6章 一第 8次調査

第 1節 調査概要と基本層序

1.調査概要
第 8次調査区は、沼向遺跡の北西部、OK～OR-017～ 025Gridに 位置し、浜堤列に立地する (第 8‐ 1図 )。 調査面積

は1241つ∬ (平成 8年度224.6だ、平成 9年度1,017.3∬ )である。第 9次調査区、第11次調査区、第18次東調査区、

第22次調査区に接する。調査区は第8‐1図のように設定した。標高は現地表面で1.7mで ある。

調査区は現況で畑となっていた北Ⅲ区と南区を除き後世の削平を受けており、調査区の約半分程度削平されてい

る。遺構の遺存状態は良くない。

発掘調査は2年にわたつて行なった。 1年 目は平成 8年 10月 16日 に表上の重機掘削と遺構確認を開始し、12月 13

日までの実働31日 間実施した。 2年 目は平成 9年4月 14日 に表土の重機掘削と遺構確認を開始し、 5月 28日 までの

実働24日 間実施した。

遺構検出面は、基本層Ⅱ層の分布が部分的なため、Ⅱ層上面遺構のほとんどは、Ⅲ層上面遺構と同様、基本層Ⅲ

層上面であった。遺構検出面の標高は1.10mで ある。

遺構は、弥生時代中期前葉 :② Bl期から近世 :⑫～⑭期にかけて、総数72基が認められた。Ⅲ層上面遺構は、

竪穴住居跡 2軒、竪穴遺構 3基、土坑 7基、性格不明遺構22基、Ⅱ層上面遺構は、溝跡30条、土坑 3基、性格不明

遺構 3基、小溝状遺構群2群が検出された (付図5・ 6)。

遺物は、平箱で8箱出土した。総点数は8549点 で、遺構出土が6868点、基本層出土が1681点である。そのうち、

縄文土器と弥生土器を合わせた出土数量は4381点である。主体は弥生土器が占め、大半は砕片化した製塩土器であ

る。各遺構及び基本層からの遺物出土数は第8-6表に示した。主な遺物は弥生土器、非ロクロ土師器、陶磁器など

である。これらの遺物のうち264点を図示した。

2.基 本層序
第8次調査区では南壁と西壁の3箇所で基本層序の確認を行なった。基本層序は大別で I、 Ⅱ、Ⅲ層の3層、細

別で Ia、  Ib、  Ic、 Ⅱ al、 Ⅱ a2、 Ⅱ a3、 Ⅲa、 Ⅲbl、 Ⅲb2、 Ⅲe層の10層 を確認した。

第 2節 検出遺構と出土遺物

1.検出遺構と出土遺物
(1)SI竪穴住居跡・竪穴遺構 (第8-4～8図、第8‐ 1表、写真図版8‐2～6)竪 穴住居跡 2軒、竪穴遺構 3基が検出

された。

S1806竪穴遺構 (第 8‐4図、第8-1表、写真図版8‐2-3～ 8) OQ-024b・ OR-024c・ OR-023dGridに位置し、沼向③Bl期

に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。上部をⅡ層上面遺構に削平されるが、底面は遺

存している。平面形は不整隅九方形で、下端は北西隅を除いて方形を呈している。上端規模は南北4.90m、 東西4.20

mで、底面面積は、推定で、17.8どである。主軸方位はN-9°―Eである。壁高は0.44mで、壁面の立ち上がり角は30

～47度である。底面はやや起伏があり、北西部に向かって緩やかに窪む。底面標高は0.45m前後である。底面から

は3基のピット状の落ち込みを検出した。周溝、掘り方は認められない。ピット状の落ち込みは北東隅に2基 と南

西隅に 1基検出している。ピットの上端規模は0。30～0,45mで、深さ0.16～ 0.27mである。S1806の埋土は大別 6層、
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細別7層が認められ、いずれもシルト質砂である。遺物は、埋±3層から非ロクロ土師器の器台 (h08001 i CⅡ

ax類 )と甕2点 (No08002 i C I bly類 、配08003:C I blx類 )が出土している。S1806の 時期は、底面出土遺物がなく、

明確ではないが、埋土出土の非ロクロ土師器3点 (血08001～No08003)が沼向③Bl期土器群であることから、③
Bl期 としておきたい。

S1807竪穴住居跡 (第 8-5図、第8-1表、写真図版8-3-1～ 8、 4-1～4) 00_022a～ dGridに位置し、沼向⑥Bl期 に

属するⅢ層上面遺構である。SX818よ り新しい。南西隅の上端を撹乱に削平されているが、全体的に遺存状態は良

好である。平面形は正方形で、上端規模は東西460m、 南北4.52mである。床面積は、推定で20.9ポである。主軸

方位はN-26°―Eである。壁高は037mで、壁面の立ち上がり角は47～ 55度である。床面はほぼ平坦で、床面標高は

080mである。北壁ほぼ中央にカマド、床面南西隅からピット1基を検出している。周溝、掘り方は認められない。

カマ ドは両袖及び天丼石、支脚が遺存しており、燃焼部からは非ロクロ土師器の鉢 1点 (恥08008:CⅡ b①類)と

甕 3点 (h08011:C Ⅱ b2x類、血08012、 08013:CⅣ alx類 )が出土している。カマ ド袖材は炭化物及び焼土を含
む粘土で、右袖のみ袖の先端外側に補強として石を用いている。天丼石及び支脚も袖石と同じ石材を用いている。

カマ ド袖は遺構確認面まで遺存し、残存高は0.23mである。カマド燃焼部内部の幅は残存長で0.47m、 袖先端から

煙道部先端までの奥行きは1.43mで ある。カマ ドは袖を壁にとりつけて竪穴内部に燃焼部を確保し、煙道部だけが

壁から外へ突き出す構造である。壁から煙道先端までの残存長は0.64mである。煙道先端から0.65mま でが煙道部

より最大010m深 くなっている。カマ ド掘 り方は袖の下部まで全体を約0.10m掘 り下げて支脚及び袖石を配置して

いる。掘 り方平面プランはカマド袖位置よりやや東側にずれている。S1807の埋土は16層認められ、土質はシルト

質砂が多い①埋± 1～ 6層は床面直上まで続くレンズ状に堆積する自然堆積で、 2層は灰白色火山灰層である。 7

層は基本層Ⅲ層の壁崩落土である。埋± 9層以下はカマド周辺にだけ分布する層で、10層はカマド天丼部外壁の崩

落土、11層はカマド内壁の崩落土である。埋±15～16層はカマド掘り方で、15層は焼土・炭化物を含むカマド袖の

遺存部及びカマド底面に貼り付けた粘土層、16層はシルト質砂層のカマド掘り方埋土である。遺物は、カマド内及

び床面から非ロクロ土師器が多く出土している。鉢 (No08008:CⅡ b①類)は床面中央部とカマド内の破片 4点 と

の接合資料である。甑 (No08010:C Ⅲby類)は東壁際の中央やや北側の床面から潰れた状態で出土した。甕 (h
08012 i CⅣ alx類 )は支脚より奥でカマ ド使用面より高い位置で横倒しになっていた。奏 (No08013 i CⅣ alx類 )

はカマ ド右袖先端に寄りかかる形で、また奏 (配0801l i C Π b2x類 )は支脚に覆いかぶさるように逆位でつぶれ

た状態で出土している。埋± 1層から非ロクロ土師器郭 (h08005:CⅣ b3M2類 )、 埋± 5層から非ロクロ土師器

郭 (血08004:C If2Ml類 )、 微細剥離痕のある剥片 (h08015:玉髄)が出土し、砥石 (h08016)とよ中央ややカマ

ド左袖寄りの床面から0.06m浮いた状況で出土した。また北東隅床面から粘土塊が出土している。S1807の 時期は、

床面及びカマド出上の非ロクロ土師器 4点 (血08008、 h08011、 配08012、 No08013)が沼向⑥Bl期土器群である
ことから、⑥Bl期 と考えられる。なお、これらの床面及びカマド出土土器 4点は、沼向⑥Bl期土器群 :栗囲式
古段階の基準資料である。

S1808竪穴住居跡 (第 8-6図、第8‐1表、写真図版8-4-5～ 7) OM_021b・ ON-021cGridに 位置し、沼向③ B3期 に属
するⅢ層上面遺構である。SK18E040よ り古い。東西を撹乱に大きく削平され遺存状態は良くない。平面形は方形

と推定される。上端規模は南北5.66m、 東西4.12m以上である。床面積は、残存範囲で15.0ゴ、推定床面積は25.4�

である。主軸方位はN-2°―Wである。壁高は0,36mで、壁面の立ち上がり角は30～62度である。床面はほぼ平坦で

南側がやや下がっている。床面標高は0,86m前後である。床面からは2基のピットと周溝を検出した。掘り方は認

められない。ピットは南東隅と南西隅で検出した。深さはPlが 0.18m、 P2が009mで柱痕跡は確認されていな
い。北東隅にもピット状の窪みがあり、その配置から削平された北西隅と合わせて4本柱の主柱穴であった可能性

もあるが、明確でない。周溝は南辺と北西部で検出された。南西隅から北に向かって周溝が続いているが、削平さ
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れているため西辺については不明である。周溝の幅は0.30～0.50mで深さ0.10m、 断面は開いた「U」 字状である。

S1808の埋土は5層認められ、土質はいずれもシルト質砂である。埋± 1～ 3層は自然堆積である。遺物は、床面か

ら非ロクロ土師器甕 (配08021:Cx類 )、 埋土から非ロクロ土師器の高郭 3点 (No08017:C類、配08018:CIc類、

No08019:CIa類 )、 壺 (配08020:CⅡ e類 )、 直口重 (No08022 i C 1 2類 )が出土している。S1808の時期は、床面

出土の非ロクロ土師器奏 (血08021)と埋土出上の非ロクロ土師器 5点 (No08017～ No08020、 No08022)が沼向③B

3期土器群であることから、③B3期 と考えられる。

S1809竪穴遺構 (第 8-7図、第8-1表、写真図版8-4‐8、 5-1～ 6) 00-021a～ d・ OP-021cdGridに位置し、沼向①B

3期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。中央部を撹乱に削平され、わずかに北東

隅、南東隅、南西隅が遺存している。平面形は不整方形と推定され、南東隅部がやや外側に丸く膨らんでいる。上

端規模は残存する東辺で3.40m、 南辺で3.80mである。底面面積は、残存範囲で9.8∬、推定底面面積は45。9だである。

主軸方位はN-60° ―Eである。壁高は0.57mで、壁面の立ち上がり角は南西隅で63度、北東隅及び南東隅では約28度

と緩やかに立ち上がる。遺存する底面は平坦で、底面標高は0.62mである。底面南西隅でピットを1基検出した。

柱痕跡はない。周溝、掘り方は認められない。S1809の坦土は大別 5層、細別10層が認められ、土質はいずれもシ

ルト質砂である。遺物は、南東隅及び南西隅の埋土から、非ロクロ土師器の高郭 (血08023:CIb類 )、 小型丸底

鉢 3点 (h08024・ 血08025 i C Ⅱ類 2点、配08026 i C Ⅲ類)、 直口壼 (血08027 i C I類 )、 重 3点 (配08028:CIb類、

No08029 i C 3類 、配08030:C Ⅱ d2類 )が出土している。S1809の時期は、底面出土遺物はなく、明確でないが、埋

土出土の非ロクロ土師器 8点 (血08023～ No08030)が沼向③B3期土器群であることから、③B3期 と考えられる。

S1810竪穴遺構 (第8-8図、第8-1表、写真図版8-5-7～ 8、 6-1～ 4) OR-025bGridに 位置し、沼向③Bl期に属す

るⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。南辺を他遺構に削平されるものの遺存状態は良好で、

北側は調査区外に続いている。平面形は方形と推定される。上端規模は東西2.78m、 南北は2.20m以上である。底

面面積は残存範囲で47だ、推定底面面積は77だである。主軸方位はN-75°―Wである。底面は平坦で、底面標高は

0.72mである。底面からは浅い掘りこみが東辺及び西辺に認められた。ほかのピット、周溝、掘り方は認められな

い。S1810の埋土は大別 3層、細別 5層が認められ、土質はいずれもシルト質砂である。埋±2b層は基本層Ⅲ層の

壁崩落土で、 3層は掘りすぎの可能性がある。遺物は、底面および埋土より非ロクロ土師器が出土している。底面

の南西隅からは、鉢 (配08033 i C I郷②類)の上に甕 (血08035:C I bly頚 )が重なって出土している。2個体は

正位置の出土であり、鉢 (配08033)と 奏 (No08035)は 意図的に置かれたものと考えられる。同じく底面から鉢 (No

08034:CIa②類)と奏 (No08036 i C I blx類)が出土している。No080341よ正位置で潰れた状態で出土した。埋土

からは、鉢 (恥08031:CIa①類、No08032:CⅡ a類)が出土している。S1810の 時期は、底面出上の非ロクロ土師

器4点 (配08033～配08036)が沼向③Bl期土器群であることから、③Bl期 と考えられる。

(2)SD溝跡 (第 8‐ 19～ 23図、第8‐2表、写真図版8-6～7)30条検出された。

SD801溝跡 (第 8‐20～22図、第8-2表、写真図版8-6-5～ 6) OM‐ 019c・ OM-018d・ OL-020b・ OL-019ab・ OL-018abGrid

に位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。SK801よ り新しい。調査区を東西に横断する溝で、西側は第18

次東調査区へ続き、東側は第22次調査区へ続く。北側に明瞭なテラスを有する。埋± 1層 と2b層は人為堆積であ

る。埋±2a層 と3層は自然堆積である。埋±2c層は基本層Ⅲ層の崩落土である。遺物は、埋土から土師質土器 1点

(血08037)、 陶器の大碗 (血08039:岸窯系)、 中壺 (h08042:岸窯系)、 大奏 (恥08043:岸窯系)、 情鉢 4`点 (恥

08044・ 血08046。 No08048:岸窯系、血08045:丹波産)、 磁器の大碗 (No08038:肥前産)、 五寸皿 2点 (血08040～

配08041:肥 前産)、 悟鉢 (No08047:在 地産)、 火鉢 (No08049:在 地産)、 石鉢 1点 (No08050)、 木製品4点 (No

08051～No08052:漆器椀、No08053:横槌、No08054:鉢)の計18′点が出土している。

SD802溝跡 (第 8-20・ 22図、第8-2表 ) 00-021c'ON-021abGridに 位置し、沼向〇～⑭期に属するⅡ層上面遺構で
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ある。SD805よ り新 しい。東西方向の溝で、湾曲し南側が開く。両端は撹乱に削平される。北東側は土坑状に張 り

出す。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

SD803溝跡 (第8-20・ 22図、第8-2表) 00-021d・ ON-021adGridに 位置し、沼向〇～⑭期に属するⅡ層上面遺構で

ある。SD804、 SD805よ り新しい。北西―南東方向の溝で、北西側は他遺構に削平され、南東側は第18次東調査区ヘ

続く。SD806が平行する。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

SD804清跡 (第8-20・ 22図、第8-2表) OO-021cd・ ON-021bGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD803、 SD805よ り古い。東西方向の溝で、東端で南に屈曲し開く。南端は撹乱に削平され、西端は他遺構に削平

される。出土遺物はない。

SD805溝跡 (第 8‐ 20・ 22図、第8‐2表) OO-021cd・ ON-021abGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD802、 SD803よ り古く、SD804よ り新しい。北西―南東方向の溝で、両端は他遺構に削平される。遺物は、底面

から非ロクロ土師器が出上している。

SD806溝跡 (第8-20・ 22図、第8-2表、写真図版8-6-7) 00‐ 022c・ 00-021d・ ON-021aGridに位置し、沼向⑫～⑭期

に属するⅡ層上面遺構である。SD807よ り新しい。北西一南東方向の溝で、北西側は他遺構に削平され、南側は第

18次東調査区へ続く。SD803が平行する。遺物は、底面から非ロクロ土師器が出土している。

SD807溝 跡 (第 8-20・ 22図、第8-2表 ) 00-022cGridに位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

SD806よ り古い。北東―南西方向の溝で、北東側は撹乱に削平される。出土遺物はない。

SD808清跡 (第 8-20・ 22図、第8-2表) 00-021cdGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。Ⅱ

層上面遺構との新旧関係はない。東西方向の溝で、両端は撹乱に削平される。SD809と 平行する。遺物は、底面か

ら陶磁器などが出土している。

SD809溝跡 (第8-19～ 20・ 22図、第8-2表) OP-021cd・ 00-021abGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面

遺構である。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。東西方向の溝で、東側は第22次調査区へ続き、西側は撹乱に削平

される。SD808と 平行する。遺物は、底面から非ロクロ土師器が出土している。

SD810清跡 (第8-19～ 20・ 22図、第8-2表 ) OP-022c・ OP-021d・ 00‐022bGridに位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ

層上面遺構である。Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。北西一南東方向の溝で、中央北よりで東に分岐する。北西

側と南東側は撹乱に削平される。出土遺物はない。

SD811清跡 (第 8-19・ 22図、第8-2表 ) OP-021dGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。Ⅱ

層上面遺構との新旧関係はない。東西方向の溝で、西側は撹乱に削平される。底面の起伏は顕著である。出土遺物

はない。

SD812溝跡 (第 8-19。 22図、第8-2表) OR-024bcGridに 位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。SD404

より古い。南北方向の溝で、北側は調査区外へ続き、南側は他遺構に削平される。埋± 2層は流水の痕跡が明瞭に

見られる。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出土している。

SD813溝跡 (第8-19。 22図、第8-2表 ) OQ-023bc・ OP-023bcGridに位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構であ

る。SD814、 SD816、 SD817よ り新しい。南北方向の溝で、中央で二股に分岐する。遺物は、埋土から磁器大碗 (No

08055:瀬戸美濃産)な どが出上している。

SD814清跡 (第8-19。 22図、第8-2表) OQ-023bc・ OQ-022a・ OP-023b・ OP-022aGridに 位置し、沼向〇期に属するⅡ

層上面遺構である。SD813よ り古く、SD816、 SD817、 SD820、 SD828よ り新しい。南北方向に蛇行する溝で、北

端で東に屈曲し開く。東側は第22次調査区へ続き、南側は撹乱に削平される。南側の蛇行部分の壁面の立ち上がり

は緩やかになる。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出上している。

SD816溝跡 (第8-19・ 22図、第8-2表、写真図版8…6-8) OQ-023cd・ OQ-022d,OP_022adGridに 位置し、沼向⑫期に
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属する H層上面遺構である。SD813、 SD814、 SD817、 SD404よ り古い。北西―南東方向の溝で、】ヒ西端で南西に

屈曲する。南西側は他遺構に削平され、南東側は撹乱に削平される。北西から南東部分の溝の底面は、北西から南

東へ3つ の段があり、その標高差は0,27mで ある。埋± 3層は自然堆積である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器

などが出土している。

SD817溝跡 (第 8‐ 19・ 22図、第8-2表) OQぃ023a～ d・ OQ-022aGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構であ

る。SD813、 SD814、 SD404よ り古く、SD816、 SD820よ り新しい。北東―南西方向の溝で、東端は撹乱に削平され、

西側は他遺構に削平される。出土遺物はない。

SD819溝跡 (第 8… 19～ 20・ 22図、第8-2表) OQ-024c・ OQ-023d・ OP-024b・ OP‐023ad・ 00‐022aGridに位置し、沼向⑫

期に属するⅡ層上面遺構である。SD404、 SK811よ り古い。第 9次調査区へ続く南北方向の溝である。出土遺物は

ない。

SD820溝 跡 (第 8-19。 23図、第8-2表 ) OQ-022adGridに 位置 し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD814、 SD817よ り古い。北―南東方向の溝で、やや湾曲する。北側は第22次調査区へ続き、南東側は撹乱に削平

される。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

SD821溝跡 (第 8-19・ 23図、第8-2表 ) OR-025aGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD822

より新しい。南北方向の溝で、両端は第 9次調査区へ続 く。出土遺物はない。

SD822溝跡 (第 8-19・ 23図、第8-2表) OR-025adGridに 位置し、沼向@期に属するⅡ層上面遺構である。SD821

より古い。南北方向の溝で、北側は調査区外へ続き、南側は第 9次調査区へ続く。遺物は、埋土から非ロクロ土師

器などが出土している。

SD825溝 跡 (第 8-19・ 23図、第8-2表 ) OR-025a～ dGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD404よ り古い。南北方向の溝で、北側は調査区外へ続き、南側は他遺構に削平される。遺物は、埋土から非ロク

ロ土師器が出土している。

SD826溝跡 (第 8-19。 23図、第8‐2表) OR-025bc・ OR-024acd・ OQ-024bGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面

遺構である。SD404よ り古く、SX832よ り新しい。北西―南東方向の溝で、南東端で南に屈曲する。南側は他遺構

に削平される。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出土している。

SD827溝跡 (第 8… 20。 23図、第8-2表) ON‐019c・ OM‐019bGridに位置し、沼向⑫～⑫期に属するⅡ層上面遺構で

ある。SX813よ り古い。北東一南西方向の溝で、北東側は第22次調査区へ続き、南西側は撹乱に削平される。遺物

は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

SD828溝跡 (第8-19。 23図、第8-2表) OQ-022aGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD814

より古い。南北方向の溝で、北側は第22次調査区へ続き、南端は撹乱に削平される。遺物は、埋土から非ロクロ土

師器が出土している。

SD829溝跡 (第 8-19・ 23図、第8-2表) OP-022bc・ OP‐021aGridに位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構で

ある。SX2221よ り新しい。北東―南西方向の溝で、北東側は第22次調査区へ続き、南西側は他遺構に削平される。

底面には起伏がみられる。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出土している。

SD833溝跡 (第 8-20・ 23図、第8-2表 ) OM-019bGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。

SX2205よ り古く、SK2225、 SX813よ り新しい。南北方向の溝で、両端は第22次調査区へ続く。出土遺物はない。

SD834溝跡 (第 8-21・ 23図、第8‐2表) OL-019cd・ OL-018cdGridに位置し、沼向①期に属するⅡ層上面遺構である。

小溝状遺構群 8次 A群より古い。北西一南東方向の溝で、やや湾曲する。北西側は撹乱に削平され、南東側は調査

区外へ続く。出土遺物はない。

SD835溝跡 (第8-21・ 23図、第8-2表 ) OL-019c・ OL-018d・ OK‐ 019b・ OK-018aGridに位置し、沼向⑫期に属するⅡ
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層上面遺構である。SD836よ り古い。北西―南東方向の溝で、北西側は撹乱に削平され、南東側は他遺構に削平さ

れる。出土遺物はない。

SD836溝跡 (第 8-21・ 23図、第8-2表 ) OK-018aGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD835、

小溝状遺構群 8次 B群より新しい。北東一南西方向の溝で、南西側は撹乱に削平される。出土遺物はない。

SD404溝 跡 (第 8-19。 23図、第8-2表、写真図版8-7‐1) OR-025cd・ OR-024cd・ OR-023d・ OQ-024abc・ OQ-023ad・ OP―

023a～ dGridに 位置し、沼向⑭期に属するⅡ層上面遺構である。SD812、 SD816、 SD817、 SD819、 SD825、 SD826

より新しい。東西方向、南北方向の比較的幅の広い溝が屈曲あるいは交差している遺構であり、SD404A～404Dに

分けられる。いずれも他の調査区へ続く。埋土は大別 3層、細別10層 に分けられる。埋± 1層 と2層 は人為堆積

で、埋± 3層 は自然堆積である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器甕 (No08056 i CⅣ alx類 )、 陶器土瓶・蓋 (胤

08057:堤産)、 剥片 (No08058:黒 曜石)な どが出土している。

(3)SK土坑 (第8-9～ 10、 23～24図、第8‐3表、写真図版8‐7)10基検出された。
SK801土坑 (第 8-23図、第8-3表) OL-019bGridに 位置し、沼向⑫～〇期に属するⅡ層上面遺構である。SD801

より古い。出土遺物はない。

SK802土坑 (第 8-9図、第8-3表、写真図版8-7-2～ 3) 00_022c・ 00_021dGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ

層上面遺構である。SK803よ り新しい。遺物は、埋±4層から非ロクロ土師器甑 (血08059 i C cz類 )な どが出土

している。

SK803土坑 (第 8-9図、第8-3表 ) 00-021d・ ON-021aGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

SK802よ り古い。出土遺物はない。

SK804土坑 (第 8-9図、第8-3表 ) 00-021cdGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上

面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK805土坑 (第 8-9図、第8-3表、写真図版8-7-4～ 5) OP_021d・ 00-021aGridに位置し、沼向①～⑩期に属するⅢ

層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK808土坑 (第 8-9図、第8-3表 ) OP-021cGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上

面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK809土坑 (第 8-10図、第8-3表、写真図版8‐ 7-6～ 7) OP-021dGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面

遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK810土坑 (第 8‐ 10図、第8‐3表 ) OP-021cdGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層

上面遺構との新旧関係はない。出土遺物はない。

SK811土坑 (第 8-23図、第8-3表 ) 00-022aGridに 位置し、沼向〇～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。SD819

より新しい。出土遺物はない。

SK812土坑 (第 8-24図、第8-3表 ) 00-022aGridに 位置し、沼向⑫～⑭期に属するⅡ層上面遺構である。Ⅱ層上

面遺構との新旧関係はない。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

(4)SX性格不明遺構 (第 8‐ 10～ 15。 24図、第8‐4表、写真図版8-7～ 8)25基検出された。
SX801性格不明遺構 (第8-10図、第8-4表) OL-018bGridに 位置し、沼向⑤～①期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形が不明の溝状の遺構である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器郭 (No

08060:C Vb2M2類 )が出土している。

SX802性格不明遺構 (第8-10図、第8-4表) OL-019cGridに位置し、沼向⑤～③期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整円形のピット状の遺構である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器

奏 (血08061 i CⅢ lx類)が出土している。
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SX803性格不明遺構 (第 8-10図、第8-4表 ) OL-019cdGridに 位置し、沼向⑤～③期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整楕円形のピット状の遺構である。遺物は、埋土から非ロクロ土師

器甕 (血08062 i CⅢ  dly類 )が出上している。

SX8041生格不明遺構 (第 8-10図、第8-4表) 00‐021cdGridに位置し、沼向①～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整方形のピット状の遺構である。遺物は、埋土から縄文土器あるい

は弥生土器が出土している。

SX808性格不明遺構 (第 8-10図、第8-4表 ) ON-021aGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。東西を他遺構に削平され平面形は不明である。遺物は、埋土から縄文土器ある

いは弥生土器と、非ロクロ土師器が出土している。

SX809性格不明遺構 (第 8-11図、第8-4表、写真図版8-7-8、 8-1) OR-025bc・ OR-024d・ OQ-025b・ OQ-024aGridに位

置し、沼向②Bl～③Bl期に属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整形で、

浅い橋り鉢状の遺構である。埋土は5層で、いずれも砂質の自然堆積土である。本遺構は現場調査時に土層断面の

図化を行なわなかったため、土層断面図は写真図版及び平面図から復元したものである。

遺物は、第8-6表のように、埋土から総数3473点出土している。そのうち、約32%を縄文土器あるいは弥生土器、

約63%を製塩土器が占めており、前者では弥生土器が縄文土器に比べてはるかに多く、後者の製塩土器は多くが砕

片化している。埋± 1層 。2層からは、③B期の非ロクロ土師器甕 (配08086)な どの出土はあるが、埋± 3層～

5層からは、非ロクロ土師器の出土はない。埋± 3層出土土器は、一部に①期の縄文土器、②B5期の弥生土器を

含むが、②Bl期土器群が主体を占めており、埋±4層・5層からは、製塩土器を伴う②Bl期土器群が出土して

いる。そのため、この凹地状の遺構は、最下層の埋± 5層出土土器が示すように、弥生時代中期前葉 :沼向②Bl

期に形成が始まった遺物包含層であり、古墳時代後期まで、凹地として存続したと考えられる。

沼向②Bl期土器群については、埋± 1層・ 2層からも出土しているが、埋± 3層～5層出土土器を中心として

みておきたい。器種は、浅鉢、鉢、深鉢、奏、蓋が認められる。奏を除いて、文様帯は比較的広く、文様は、複線

によって描かれる傾向がみられ、無文上施文、磨消縄文 (充填縄文を含む)と なることが多い。No08103は 無文上

に3単位の複線波状文に副線を添えて施文、No08107は地文上に複線で幾何学文様を描いて主線内を無文とし、No

08116は 主線内に擬縄文を施文する磨消変形工学文で、交点の短縦線が地文内に残されている。また、No08102の よ

うな無文上施文の単線山形文、配08134の ような未完結の磨消縄文も併存する。甕は、口縁部外面のヨコナデ調整

が主体を占めており、そののち、列点刺突文、連続押引文、 1条沈線文を施文するものが多く、日縁部外面がミガ

キ調整の場合は、それらの文様は施文されない。内面の調整はすべてミガキである。地文は、奏、深鉢ではLR縄

文を主体として撚糸文R、 擬縄文も少数あるが、浅鉢、鉢、蓋では、LR縄文と擬縄文を主体として撚糸文Rが少

ない傾向にある。

沼向②Bl期土器群に伴う製塩土器については、厚さ5mm前後と薄手の3～ 4mmがあり、両者とも、日縁部

～体部上半は内反外傾、直線外傾と、屈曲する頸部で体部と口縁部を分ける頸部屈曲がある。前者のNo08118は、

外面調整がハケメのちナデである。後者には、外面に粘土紐の積上痕が1.5～ 2.Ocm間隔で残っており、日唇を含む

最上段の幅は1.5cm以 下で、幅も一定しない傾向がある。法量は、日径・器高とも20cm前後の中型と、日径・器

高とも30cm前後の大型がある。底部は内面平坦面平底、内面山面平底、内面曲面丸底 。尖底底がある。平底では、

外面の底面木葉痕、下端の張り出しが特徴的である。

このほか、弥生土器は②A期及び②B2期からC期にかけて、数は少ないながら出土しているが、図化しうるも

のは極めて少ない。②B4期では、配08069で、無文上に沈線で方形状の文様を施文し、沈線間を1帯おきにミガ

キ調整する特徴的な手法がとられ、沈線文のコーナーの一部には刺突がなされている。②B5期では、埋± 1～ 3
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層から重の体部破片 (恥08068、 血08097な ど)が出土している。 2本同時施文同心円文が施文されている。② Cl
～ 2期では、小型の重 (No08063)が ある。体部上半の文様帝には、「Ω」形の連続した沈線文を上下から交互に施

文しており、上方からの文様のほうが大きい。この文様帯の下位には、下向き違弧文が施文されている。

石器は 7点図示した。 l層 :黒曜石の剥片 2点 (No08084～ 血08085)、 2層 :黒曜石の剥片 2点 (No08094～ No

08095)、 玉髄の剥片 1,点 (No08096)、 3層 :玉髄製の二次加工のある剥片 1点 (配08133)と石鏃 1点 (h08132)

である。黒曜石の剥片は、 3層以下から出上していない。

SX810性格不明遺構 (第 8-12図、第8-4表、写真図版8-8-2～ 5) OP_023a～ dGttdに 位置し、沼向③Bl期以降に

属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は方形で、上端規模は南北5.68m東西5.22

mで、竪穴遺構の可能性もあるが、底面に起伏があることから性格不明遺構とした。本遺構は現場調査時に土層

断面の図化を行なわなかったため、土層断面図は写真図版及び平面図から復元したものである。埋土は 3層から

で、各層とも自然堆積である。埋± 3層 は土層断面及び完掘写真図版の撮影後に確認、掘 り下げたため、写真図

版と図面の形状は異なっている。遺物は、埋土から非ロクロ土師器の小型丸底鉢 (No08149 i C I類 )、 有孔鉢 (h
08150:CHa類 )、 甕 (硫08151、 08152:CIy類 2点 )、 ミニチュア土器 3点 (h08153～ 08155:C類 )と 、管状土

錘 1点 (No08156)の ほか、縄文土器あるいは弥生土器も出土している。

SX811性格不明遺構 (第 8-10図、第84表) OQ-023adGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は隅丸方形で、土坑状の遺構である。埋± 2層下面に起伏が認められる。

2層 より上は別遺構の可能性もある。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出土している。

SX813性格不明遺構 (第8-24図、第8-4表 ) ON-019c・ ON-018d・ OM-019b・ OM-018aGridに 位置し、沼向⑫～⑭期

に属するコ層上面遺構である。SD833、 SK2207よ り古 く、SD827よ り新しい。第22次調査区に続 く溝状の遺構で、

底面は平坦である。遺物は、埋土から須恵器奏の回縁部 (No08157)、 縄文土器あるいは弥生土器、非ロクロ土師器

などが出土している。

SX815性格不明遺構 (第8-24図、第8‐4表、写真図版8-8‐6) OP_022bc・ OP-021adGttdに位置し、沼向⑫～⑭期に

属するⅡ層上面遺構である。SX2220よ り古い。平面形は不整精円形で、深さは0.72mである。埋土下半は互層状に

なった自然堆積を確認できる。遺物は、埋土から非ロクロ土師器などが出上している。

SX816性格不明遺構 (第 8-11図、第8-4表 ) OQ-022c,OQ_021d・ OP-022b・ OP-021aGridに 位置し、沼向④～⑩期に

属するⅢ層上面遺構である。SX2226よ り古く、SK2226、 SX824よ り新しい。北東は第22次調査区に続く。撹乱に

削平され平面形は不明である。埋土は互層状で、自然堆積を示し、埋± 2層には泥炭質粘土の堆積が認められ、長

期間埋没しなかったと考えられる。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出土している。

SX817性格不明遺構 (第 8-13図、第8-4表) 00-022bGridに位置し、沼向③～④期に属するⅢ層上面遺構であ

る。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。東半部を撹乱に削平される。遺物は、埋土から非ロクロ土師器の高郭 (血

08158:CIa類 )、 奏 (血081591C類)と 、縄文土器あるいは弥生土器が出土している。

SX818性格不明遺構 (第 8-13図、第8-4表) 00-022cGridに位置し、沼向③～⑥A期に属するⅢ層上面遺構であ

る。S1807よ り古い。南西は調査区外に続き、平面形は不明である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が出上して

いる。

SX819性格不明遺構 (第 8-13図、第8-4表) ON-020bc・ ON-019adGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面

遺構である。S12201よ り新しい。南北方向の溝状の遺構で、北側は第22次調査区に続く。出土遺物はない。

SX820性格不明遺構 (第8-13図、第8-4表) ON-020abGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整楕円形の土坑状の遺構である。出土遺物はない。

SX821性格不明遺構 (第 8-13図、第8-4表) 00-020c・ ON-020bGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺
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構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整方形の土坑状の遺構である。出土遺物はない。

SX822性格不明遺構 (第 8-13図、第8-4表) 00‐ 021c・ 00-020d・ ON-021b・ ON-020aGridに位置し、沼向③～⑩期に

属するⅢ層上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。南西を撹乱に削平される。平面形が不明の土坑状

の遺構である。遺物は、埋土から非ロクロ土師器が 1点出土している。

SX823性格不明遺構 (第 8-14図、第8-4表) OQ‐ 022d・ OP-022aGridに 位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺

構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。南西を他遺構に削平され平面形は不明である。遺物は、埋土から非

ロクロ土師器が出土している。

SX824性格不明遺構 (第 8-14図、第8-4表) OP-022bcGridに 位置し、沼向③ B期に属するⅢ層上面遺構である。

SX816よ り古い。西側と北側を他遺構に削平される。平面形は方形で、中心付近で一段深く方形に低 くなっている。

遺物は、埋土から非ロクロ土師器の鉢 (No08160:CHa類 )、 発 (No08161、 08162:CIy類 2点、血08163:C I blx類 )

などが出土している。

SX825性格不明遺構 (第 8-14図、第8-4表) OM-020b・ OM-019aGridに 位置し、沼向①～⑩期に属するⅢ層上面

遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。北東方向の溝状の遺構である。出土遺物はない。

SX826性格不明遺構 (第 8-14図、第8-4表) ON-021dGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺構である。

Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整円形の土坑状の遺構である。第22次調査区に続く。出土遺物はな

SX827性格不明遺構 (第 8-14図、第8-4表) OP-022d・ 00-022aGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺

構である。SX828よ り新しい。周囲を他遺構に削平され、平面形は不明である。遺物は、埋土から縄文土器あるい

は弥生土器、非ロクロ土師器などが出土している。

SX828性格不明遺構 (第 8-15図、第8-4表) OP-023c・ OP-022dGridに位置し、沼向③～⑩期に属するⅢ層上面遺

構である。SX827よ り古い。平面形は不整形の土坑状の遺構である。出土遺物はない。

SX831性格不明遺構 (第 8-15図、第8-4表) OQ-023bc・ OQ‐022adGridに位置し、沼向③Bl期以降に属するⅢ層

上面遺構である。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。平面形は不整方形で、上端規模は東西5。38m以上、南北4,98

mである。埋土は 2層からなり、埋± 2層 は自然堆積である。本遺構は現場調査時に土層断面の図化を行なわな

かったため、土層断面図は写真図版及び平面図から復元したものである。本遺構は底面の起伏が大きいため性格不

明遺構とした。遺物は、埋土から非ロクロ土師器の高邦 (No08164:CIb類 )、 奏 (血08165:C類、h08166 i C I

blx類、血08167:C I bly類 )と 、縄文土器あるいは弥生土器が出土している。

SX832性格不明遺構 (第8-24図、第8-4表 ) OR-024cdGridに 位置し、沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。

SD826よ り古い。東西方向の溝状の遺構である。出土遺物はない。

(5)小溝状遺構群 (第 8‐25～ 26図、第3‐5表、写真図版8‐8)2群 検出された。

小溝状遺構群 8次 A群 (第 8-25。 26図、第8-5表、写真図版8-8-8) OL-019cd・ OL-018bcdGridに位置 し、沼向⑭期

に属するⅡ層上面遺構である。SD834、 小溝状遺構群 8次 B群より新しい。

小溝状遺構群 8次 A群は、第 8次調査区南部で、東西方向に直線的に平行する5条の溝からなる。上部を撹乱に

削平されているが、遺存状況は比較的良好である。東側は第11次調査区に続く。区画施設は認められない。 8次A

群の範囲は東西11.00m以 上、南北4.00mで、その面積は46.3だ以上である。小溝の全長は2.80m～9.45mで ある。走

行方向はN-68～ 72° 一Eである。上端幅は0.35～0,76mである。小溝の芯々距離は1.0～ 1.7mである。底面には起伏

が顕著にみられる。工具痕が認められる。埋土は単層で、黒色の粘土質シルトブロックを含む。遺物は、埋土から

非ロクロ土師器と陶磁器が 1点ずつ出土している。

小溝状遺構群 3次 B群 (第 8-25。 26図、第8-5表、写真図版8-8-7～ 8) OL-018cd・ OK-019b・ OK-018abGridに 位置し、
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沼向⑫期に属するⅡ層上面遺構である。SD836、 小溝状遺構群 8次 A群 より古い。

小溝状遺構群 8次 B群は、第8次調査区南部で南北方向に直線的に平行する9条の溝からなる。小溝は撹乱に削

平され遺存状況はあまり良好ではない。南側は第11次調査区に続く。区画施設は認められない。8次 B群の範囲は

東西10.00m、 南北9.20m以上で、その面積は22.6だ以上である。小溝の全長は不明なものが多いが、最長は小溝⑤

の2.50mである。方向はほぼN―O° _Eである。上端幅は035～040mである。小溝の芯々距離は、0.50m～ 2.90mであ

る。遺構確認面からの深さは0.05～0.12mである。底面はほぼ平坦である。工具痕は確認できない。埋土は砂質シ

ルトの単層で、炭化物を含む。出土遺物はない。

2.そ の他の出土遺物
沼向①期 :縄文土器は13点 を図示した (No08168～ h18180)。 No08168は、①Al期の浅鉢の体部破片と考えられ
る。内面に文様があり、横走沈線の上部には地文、下部には沈線で文様が施文されている。No08169～血08172・ No

08174～恥08175は、①B4期の浅鉢、No08173は、①B4期の深鉢である。No08169～血08172は、同一個体と考えられ、
口縁は波状をなしている。体部上端部に狭い文様帯を形成しており、No08170の ように、波頂部直下に浮線状に長

方形文を施文している。この長方形文は、その内部にあった沈線間の浮線状の高まりを切断し、器面の彫去を伴い

ながら粘土を上下左右へ移動して作られている。内面は、日縁部と体部の境界にやや上向きの平坦面が形成され、

そこに沈線が1条施文されている。血08176～No181801よ、①B4期～①B5期の深鉢と浅鉢である。深鉢の口縁部
外面、浅鉢の外面はミガキ調整である。遺物の分布傾向は、OQ_022,023Gridを 中心とした20m四方ほどである。

沼向②期 :弥生土器は52点を図示した (血08181～ No18232)。 配08181は、②A期の浅鉢の回縁部破片である。日

唇沈線と内面沈線が確認され、外面に変形工字文が施文されている。h08182～配08188は、②A期～②Bl期の
重、高郭あるいは浅鉢の破片である。No08189～No08194は、②Bl期の浅鉢、鉢、重の破片である。No08189と 血
08190は同一個体で、磨消対称文様となる流水工字文が副線を伴って施文されている。内面沈線が2条確認される。

No08195～No08201は、②B2期～B4期の鉢、蓋の破片である。No08202～ h08209は、②B5期の壷の破片である。
血08202は 頸部の破片で、断面三角形の突帯が2条めぐっている。No08203～ No08209の体部には、2条同時施文の

同心円文、山形文、重弧文などの施文がある。No08210～h08215は、②Bl～ B5期の発、蓋、深鉢の破片である。
h08216～h08221は、②Cl期～C3期の深鉢の破片である。No082161よ、沈線に刺突が加えられている。血08217
は、複合口縁の下端に隆帯をめぐらせ、間隔をおいて下から連続した押圧を加えて連弧文状の隆帯としている。配

08218と h08219は、地文上にボタン状只占付を伴って眼鏡状文を沈線で施文している。沈線に沿うように連続した

刺突がなされている。No082221よ 、②C5期の奏である。日唇は平坦で、撚糸文Rが施文されている。体部外面に
も撚糸文Rが施文されている。配08223～ No08226、 No082281よ、底部の破片である。No08227、 No08229～h08232

は、②Bl期の製塩土器で、h08227と血08229は 、薄手 (器厚 3～ 4mm)の 回縁部破片、血08230～ No082321ま、
底部破片である。No08231と No082321よ、内面曲面平底である。これらの遺物の分布傾向は、調査区の北西半部、

OP,00-022Grid以 西に広く認められ、南東半部にも、後期の土器の地点的な分布がみられる。また、石器は4点を

図示した (血08254～血08257)。 No08254,No08255は、石鏃である。h08256は、微細剥離痕のある剥片である。No

08257は、二次加工のある剥片である。

沼向③ B期 :非 ロクロ土師器 5点 (h08233～ No08237)と 、土製品を3点 (h08251～ 血08253)図 示した。No

08233は、沼向③B3期の小型丸底鉢 (CⅡ 類)である。血08234は、沼向③Bl期の壼 (C Ia類)である。No
08235は、沼向③B期 もしくは沼向④期と考えられる奏 (C Iblx類 )である。No08236は、沼向③B期の奏 (CI
lx類)である。No082371よ沼向③B期～⑥期のミニチュア土器 (C類 )である。No08251・ No08252は、管状土錘で

ある。No08253は、球状土錘である。沼向遺跡では、所属時期が判明する土錘はいずれも③B期に属しており、こ



第 6章 ―第 8次調査一

れら土錘も沼向③B期 と考えられる。

沼向③期～⑩期 :石器1点 (血08258)と、ロクロ土師器1点 (No08238)を 図示した。No08258は③期～⑥期のラ

ウンドスクレイパーである。配08238は、沼向⑩期の甕 (D Ⅲe類)である。

沼向⑫期 :磁器を2点図示した (No08242。 No08246)。 No082421よ、肥前産の中碗である。No08246は、肥前産の大皿

である。

沼向○期 :磁器 (No08243)と 陶器 (h08248)の 2点 を図示した。配082431よ、大堀相馬産の大碗である。No08248

は堤産と考えられる悟鉢である。

沼向⑭期 :陶器は1点を図示した (配08250)。 No08250は、在地産の涼炉である。

沼向⑫期～〇期 :磁器は2点 (配08244。 No08245)、 陶器は1点 (No08247)、 土器は1点 (h08249)、 土師質土器は

3点 (配08239～ No08241)を図示した。No08244と No08245は、沼向⑫期～〇期の肥前産 (波佐見)の小皿と五寸皿

である。No082471よ、沼向⑫期～〇期の岸窯系の中重である。No082491よ、沼向○期～⑭期の在地産の火鉢である。

血08239～No08241は、沼向⑫期～⑭期の土師質土器である。金属製品は6点を図示した (配08259～ 08264)。 No

08259・ h08260'No08262・ No08263は、寛永通費である。No08261は、皇宗通費である。No08264は、銭名が不明である。

第 3節 まとめ

1.Ⅲ層上面遺構
縄文時代 (沼向①期):遺構の検出はない。後期中葉 :① A期 と晩期後葉～末葉 :① B4～ B5期の土器が出土し

ている。器種は、深鉢、浅鉢が認められる。これらの縄文土器の分布は、調査区中央よりやや北西寄りの20m四方

の範囲で、弥生土器の分布とは異なる。

弥生時代 (沼向②期):弥生時代中期前葉 :② Bl期から形成された遺物包含層 I SX809埋 ± 1～ 5層 を、調査区

北西端部で確認した。このうち、弥生時代の包含層 :埋± 3～ 5層からは、沼向②Bl期土器群が製塩土器を伴っ

て出土しており、この時期に、第8次調査のなかでは最も浜堤列縁辺に近い北西端部周辺が土器製塩に関わってい

たことが知られた。②Bl期の弥生土器の器種には、壼、甕、蓋、深鉢、浅鉢、鉢、高イが認められる。

古墳時代前期後半 (沼向③ B期):古段階 :③ Bl期の竪穴遺構 2基 (S1806・ S1810)、 新段階 :③ B3期の竪穴住

居跡 1軒 (S1808)、 竪穴遺構 l基 (S1809)、 ③B期の性格不明遺構 1基が検出された。

古墳時代後期中葉 (沼向⑥期):⑥Bl期の竪穴住居跡 1軒 (S1807)が検出された。

このほか、沼向③期～⑩期のいずれかに属する土坑 7基 と性格不明遺構20基が検出された。

2.Ⅱ 層上面遺構
近世前葉 (沼向⑫期):溝跡13条、性格不明遺構 1基、小溝状遺構群 1群が検出された。出土した陶磁器は、器種

に大碗、中碗、大皿、橋鉢があり、それらの産地は、肥前、岸窯系、丹波、在地である。

近世中葉 (沼向○期):溝跡 2条が検出された。出土した陶磁器は、器種に大碗、五寸皿、橋鉢があり、それらの

産地は、堤、大堀相馬である。

近世後葉 (沼向⑭期):溝跡 4条と、小溝状遺構群 1群が検出された。出土した陶磁器は、器種に涼炉があり、産地は、

在地である。

このほか、沼向⑫～⑭期のいずれかに属する溝跡11条、土坑 3基、性格不明遺構 2基が検出された。また、遺物

では、陶磁器、土師質土器、銭貨、木製品が出上した。陶磁器の器種には、五寸皿、小皿、中壺、大奏、火鉢が

認められる。産地は、肥前 (波佐見)、 岸窯系、在地である。土師質土器の器種は小皿である。銭貨は、寛永通宝、
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皇宗通宝、銭名が不明のものが認められる。木製品は、漆碗Ⅲ鉢、横槌が認められる。

3.小 結
第8次調査区は、遺跡北西部に位置し、浜堤列に立地する。調査面積は1241,9ntである。

遺物は、縄文時代後期中葉 :①A期から認められ、晩期後葉～末葉 :① B4～ B5期の上器の出土もある。

遺構は、弥生時代中期前葉の遺物包含層 1箇所 (SX809:② Bl期 )、 古墳時代前期の竪穴住居跡l軒 と竪穴遺

構 3基 (③ B期 )、 性格不明遺構 1基 (③ B期 )、 後期の竪穴住居跡1軒 (⑥Bl期 )、 古墳時代前期～平安時代初頭 :

③～⑩期の1土坑7基、性格不明遺構20基、近世 :⑫～⑭期の溝跡30条、土抗3基、性格不明遺構 3基、小溝1状遺構

群2群が検出された。

沼向遺跡の遺構群の変遷を考えるうえでの成果としては、弥生時代中期前葉 :② Bl期の違物包含層 (SX809埋
±3～ 5層)が検出され、製塩土器の出土から、浜発列1縁辺部での上器製塩が考えられたこと、古墳時代前期、後

期に居住域が形成されていたこと、近世では、遠藤館跡に伴う生産域 :畑域としての土地利用がなされていたこと

が知られた。
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沼向⑭期
近世後薬

堀屎禦期

撒即

沼.向⑪期
平安前葉～近世初頭

沼向⑩期
奈 良後半～較 頼

為黒鰯
期

沼向
―
⑥Bl期

古墳後期中葉中劇管

沼向⑤脚
―

古睦 朗初霞

～古墳後翔中業古段階'

沼向l③B8醐
舌策討親後半新獄階

鰯

‰ 階 団 団

沼向C造期
弥生後期

昌翌

国
回
一

時期決定遺物出圭連簾

逢袴婢 から時期硲ド推定船

新に関係

第8-44口 第3次調査―検出違構時期別変遷榛式図
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第 6章 一第 8次調査一

第 8-1表  SI堅 穴住居跡・堅穴遺構観察表
遺構番号 位置 (Grid) 長辺 (m)※短辺(m)X深 さ(m) カマド H寺期

S1806 翌穴遺構 OQ-024b OR-023d OR-024c 490× 420× 044m 征
（ ③Bl

S1807 竪穴住居跡 00-022abcd 460× 452× 037m 有・北壁
(切石使用)

⑥Bl

S1808 竪穴住居跡 OM-021b ON-021c 566× 412× 036m 錘
（ ③B3

S1809 竪穴遺構 00-021abcd OP-021cd 380× 340× 057m 径
（ ③B3

S1810 竪穴遺構 278× 220以上×032m 毎
小 ③Bl

第 8-2表  SD溝跡観察表
遺構番号 位置(Grid) 方向 全長 (m)× 上端幅(m)× 深さ(m) 平面形・断面形 時期

SD801
〕M-019c OM-018d OL-020b

〕L-019ab OL-018ab
N 80°
 一E 1470以上×285以上×060m 直線・開いたU字状 ⑭

SD802 00-021c ON-021ab N- 2°
 一E 270以上×067以上X024m 湾曲。開いたU字状 ⑬～⑫

SD803 00-021d ON-021ad N-10°
 一W 970以上Xl 10× 027m 直線・開いたU宇状 ⑬～⑭

00-021cd ON-021b N-83°
 一E 560以上X080× 015m 屈曲・開いたU宇状 ⑫

SD805 00-021cd ON-021ab N-41°
 一W 210以上×077× 023m 直線。開いたU字状 ⑫

00-022c 00-021d ON-021a N-13°
 一W 900以 上 ×064× 027m 直線。開いたU字状 ⑫～⑫

SD807 N-53°
 一E 230以上×055× 015m 直線・浅い悟り鉢状 ⑫～⑭

SD808 00-021cd N-83°
 一E 450以上×078× 020m 直線・開いたU字状 ⑫～①

SD809 OP-021cd 00-021ab N-89°
 一E 400以上×083× 020m 直線・開いたU字状 ⑫～⑭

SD8 OP-022c OP-021d 00-022b N-15°
 ―W 700以 上 ×121× 021m 直線・開いたU宇状 ⑫～⑭

OP-021d N-86°
 一W 270以上×047× 007m 直線・開いたU字状 ⑫～⑭

OR-024bc N- 7°
 ―W 460以上×105× 019m 直線・開いたU宇状 ⑭

OQ-023bc OP-023bc N- 1°  一E 2150以上×075× 023m 直線・開いたU宇状 ⑭

SD814
OQ-023bc OQ-022a OP-023b

OP-022a
N-25°
 一W 1800以 上×120× 017m 屈曲・開いたU字状 ⑬

5 欠番

6 OQ-023cd Oll-022d OP-022ad N-30°
 一W 1750以上×190× 042m 屈曲・開いたU字状 ⑫

7 OQ-023abcd OQ-022a N-77°
 一E 970以上×1 00× 085m 直線。開いたU字状 ⑫

8 欠番

SD819
OQ-024c OQ-023d OP-024b

OP-023ad 00-022a
N-15°
 一E 720以上×1 55× 0 14m 屈曲・開いたU字状 ⑫

SD820 OQ-022ad N-20°
 一W 5 20以上×080× 0 16m やや湾曲・開いたU宇状 ⑫

SD821 OR-025a N- 5°
 一V 180以上×073X015m 直線・開いたU宇状 ⑫

SD822 OR-025ad N- 3°
 一V 220以上×075以上X016m 直線・開いたU宇状 ⑫

SD823 欠番

SD824 欠番

OR-025abcd N- 5°
 ―V 360以上X054以 上X013m 直線・浅い悟り鉢状 ⑫

SD826 OR-025bc OR-024acd OQ-024b N-82°
 一V 1430以 上×120以上×013m 屈曲・浅い悟り鉢状 ⑫

ON-019c OM-019b N-10°
 一E 270以上×084以上×012m 直線・開いたU宇状 ⑫～⑭

SD828 OQ-022a N-10°
 一V 230以上X058以 上X008m 直線・開いたU宇状 ⑫

OP-022bc OP-021a N-58°
 一E 520以 上 X082× 0 直線・開いたU字状 ⑫～⑭

SD830 欠番

欠番

SD832 欠番

OM-019b N- 0°
 一― 060以 上 ×040以 上 ×013m 直線。開いたU字状 ⑫～⑭

SD834 0し-019cd OL-018cd N-87°
 一E 1470以 上×105× 013m やや湾曲・開いたU字状 ⑬

OL-019c OL-018d OK-019b

OK-018a
N-29°
 一W 430以上×068以上×020m 直線・開いたU字状 ⑫

OK-018a N-78°
 一E 850以 上 ×038以 上 ×006m 直線・開いたU宇状 ⑫

OR-025cd OR-024cd OR-023d

OQ-024abc OQ-023ad OP-023abcd
N-15°
 一V 5050以上 ×420× 063m 屈曲・開いたU字状 ①

第 8-3表  SK土坑観察表
遺構番号 位置(Grid) 長軸方向 長軸 (m)× 短軸 (m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底面 時期

SK801 OL-019b N-46°
 一E 112× 088× 021m 不整精円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ⑫～⑩

SK802 00-022c 00-021d N-90°
 一E ど73× 159以上×044m 隅丸方形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ③～⑩

00-021d ON-021a N-82°
 一E 280× 110× 019m 不整楕円形。開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

00-021cd N-66°
 一W 180以上×108以上×012m 不明・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK805 OP-021d 00-021a N-66°
 一E 170× 155× 060m 不整円形・括り鉢状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK806 欠番

SK807 欠番

SK808 OP-021c N-44°
 一W 153以上×095以上×040m 不明・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK809 OP-021d N-12°
 一E 1 20× 1 15× 037m 不整円形・信り鉢状 ほぼ平坦 ③～⑩
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遺構香号 位置(Grid) 長軸方向 長軸 (m)× 短軸 (m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底 面 時期

SK810 OP-021cd N-90°
 一E 117× 092× 030m 不整精円形 。開いたU宇状 ほぼ平坦 ③～⑩

SK811 00-022a N- 8°
 一V 120× 107× 025m 不整円形・開いたU字状 起伏 ⑬～⑭

SK812 N- 3°
 一E 082以 上×063以上×019m 不明・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑫～⑭

第 8-4表  SX性 格不明遺構観察表
遺構番号 立置 (Grid) 長軸方向 長軸 (m)× 短軸 (m)× 深さ(m) 平面形・断面形 底 面 時期

)L-018b ドー60°  一E 080× 058以上×016m 溝状・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑤～③

SX802 )L-019c N-85°
 一E 044× 023× 014m 不整円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ⑤～③

SX808 )L-019cd N-80°
 一W 065以上×029以 上×009m 不整精円形・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑤～③

SX804 )0-021cd N-35°  一W 062× 050× 009m 不整方形・浅い悟り鉢状 ほぼ平坦 ③～⑩

SX805 欠番

SX806 欠番

SX807 欠番

SX808 ON-021a N- 5°
 一W 198× 120以上×014m 不明 ,開いたU宇状 ほぼ平坦 ⑥～⑩

SX809
OR-025bc OR-024d

OQ-025b OQ-024a
N-21°
 一W 80× 464× 068m 不整形・浅い指り鉢状 ほぼ平坦 ②Bl～③BI

SX810 OP-023abcd N-15°
 一W 568× 522× 080m 方形・竪穴状 ほぼ平坦 ③Bl以降

SX811 N-32°
 一W 320× 290× 064m 隅丸方形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ⑥～⑩

SX812 欠番

SX813
ON-019c ON-018d

OM-019b OM-018a
N-51°
 一E 500以上×263以上×022m 不明・開いたU宇状 やや起伏 ②～①

SX814 欠番

SX815 OP-022bc OP-021ad N-55°
 一E 380以 上×188× 072m 不整精円形・開いたU宇状 ほぼ平坦 ⑫～①

SX816
OQ-022c OQ-021d

OP-022b OP-021a
N-30°
 一E 580以 上×320以 上×064m 不明。開いたU字状 やや起伏 ④～⑩

SX817 N-13°
 一E 300以 上×162以上×033m 不明・不明 ほぼ平坦 ③～④

SX818 N-75°
 一E 082以 上×133以上×029m 不明。開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑥A

SX819 ON-020bc ON-019ad N-11°
 一E 350× 110× 030m 直線・僑り鉢状 やや起伏 ③～⑩

ON-020ab N-73°
 一V 222× 176× 034m 不整精円形・悟り鉢状 ほぼ平坦 ③～⑩

SX821 00-020c ON-020b lNi- 7°
 一E 171× 110× 022m 下整方形・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑥～⑩

SX822
00-021c 00-020d

ON-021b ON-020a
N-42°
 一E 160以 上×140× 032m 不明・浅い悟り鉢状 ほぼ平坦 ③～⑩

SX823 OQ-022d OP-022a N- 5°
 一E 278× 229以上×020m 不明・不明 ほぼ平坦 ③～⑩

OP-022bc N-90°
 一E 396以上×260以 上X041m 方形・不明 ほぼ平坦 ③B

SX825 OM-020b OM-019a N-33°
 一E 250× 061× 023m 直線・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

ON-021d N-50°
 ―E 102以上×105以上×045m 不整円形・悟り鉢状 ほぼ平坦 ③～⑩

SX827 OP-022d 00-022a N-18°
 ―W 294以上×185以上×034m 不明・開いたU字状 ほぼ平坦 ③～⑩

SX828 OP-023c OP-022d lヾ
-60° 一V 160× 140× 027m 不整形。開いたU字状 ほば平坦 ③～⑩

欠番

SX830 欠番

SX831 )Q-023bc OQ-022aど N-84°
 一W 538以 上×498× 063m 不整方形・開いたU宇状 起伏 ③Bl以降

SX832 )R-024cd N-86°
 一W 240以上×030以 上×004Ю 直線・開いたU字状 ほぼ平坦 ⑫

第 8-5表  小溝状遺構群観察表
遺構番号 位置(Grid) 東西 (m)× 南北 (m) 溝 面積 底面 時期

8久A群 〕L-018bcd OL-019cd H00以上×400m 5条 463ポ以上 起伏顕著 ⑭

8次 B群 OK-018ab OK-019b OL-018cd 1000× 920m以上 9条 226∬ 以上 ほぼ平坦 ⑫

第 8-6表  遺物出上数量表

遺構名
基本層

層位

縄文
弥生
上器

製塩
土器

土師器 須
恵
器

上師質
土器

陶
磁
器

土
製
品

瓦 石器

石
興

品^
砥石 礫

属
品

金
製

木
製

品

そ
の
他

岳| 備考

埋上

埋土

第3次調査区内出土敦床面

カマト

埋土 第8次調査区内出上教

理土

床面

埋土

床面

里土 第8次調査区内出上数

底面

理土

底雨
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遭構名
基本層

層位
縄文
弥生
土器

塩
器
製
上

土師器 須
恵
器

t師質
土器

陶
磁
器

主
製

品
瓦 石器

石
里
省
ｗ

砥石 礫
属
品
金
製

自
然
木

そ

の
他

備考

底面

底面

底 面

理 ■

理 上 第3次調査区内出土数

埋土 第3次調査区内出土数

埋土

理土 第3次調査
「
内出土敦

埋 土 第8次調査区内出土数

埋土

理 土

理土 第8次調査区内出土敦

理土

理土

埋上 第8次調査区内出土数

理土

理土

理土

理土

理 十

埋土

埋 土

理 1

埋 2

埋 3

埋 4

埋 5

SXS09 計

埋土

埋土

埋 土 第3次調査区内出土数

理土 第8次調査区内出土叛

埋 土 第8次調査区内出土敦

埋 土

埋 土

埋士

埋 土

埋上

埋土

埋土

埋 と 第3次調査区内出土敦

I層

合計

「SX809計 」は進構出土数であり、総合計には含まない

第 8-7表 追物観察表
図番号
遺物番号

登録番号 遺梢名
基本層

層位 種別 器種・名務 部位 国径 特徴 。備考 如
・‐寺期

真
版
写
図

第827図
理 3 ■ul器

器台
口緻部～裾部

外 :ハケメ(口～裾)→ ヨヨナデ(口 裾)→ユビオサ‐(頭 )
内 :ベラケズリ(脚 )→ハケメ(口～裾)→ヘラミガキ(脚)→ユビ
オサエ(日 )

CH ax順

男827図
理 3 土nf器

賢
口縁部～底部

外 :ヘラクズリ(体下)→ハケメ(口～体上)→ヘラナデ(体下)一
ヨヨナブ(口)外底 :ヘラケズリ 内 :ハケメ(口 )ヘラナラ
(体～底)→ ヨヨナデ(口 )

lv類

第327図
le03003 埋 3 ‥ロクロ蹴

変
口縁部～底部

外〔ハケメ(口～体)→ ヨヨナデ(口 )内 〔ハケメ(口 )ベラリ
デ(体～底)つ ヨコナデ(日 )

CIbl x類

第併27図
理5

土IT器
不
口緑部～底部

外 iヘラクズリ(底)→ハケメ(体)→ヘラナデ(体)→ ヨヨナデ
(口 )外底 :ナデ 内 :ヨ ヨナデ(口 )→ベラミガキ(体)

CI f2Ml頻

第827図
埋 1 ■

'F器

不
口縁部～底部

外 :ヘラクズリ(底)→ ヨヨナデ(口 )内 :ヘラミガキ(口～底
→黒色処理

CⅣ  b3M2頻

第327図
埋 7 不

口縁部～体部下半
残存 外iヘラケズリ(体)→ヨヨナデ(口 )内 :ヘラミガキ(口 ～体 1‖ 1標

第併27図
l1003007

如
弼

Ｆ口
蝉
鉢
口縁部～底部

外 :ベラクズリ(体下～底)→ハケメ(体上)→ヘラナデ(体上)一
ヨヨナデ(口)ユ ビオサエ(体■)内 :ベラミガキ(口～底)
→ヨヨナデ(日 )

CⅡ a①類

単位 icm.g 復元値 :( )
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図番号
遺物番号

登録番号 遣構名
基本層

層位 種別 器種・名称・部位 特徴 備考 分頼
,時期

臭
版
写
図

第S27図 床 面 非ロタロ 鉢
口縁部～底部

(5つ
外 :ヘラケズリ(体下～底)→ハケメ(体上)→ナデ(体下)‐ ヨこ
ナデ(口 )内 :ヘラナデ(体～底)→ベラミガキ(底 )・ ヨヨナラ
(口 )

Cコ b①類

第827図
N908009

埋6a )|ロ クt・
上師器
整
曰縁部～体部下半

外 ,ハケメ(体上)→ヘラナデ(体上)→ ヨヨナデ(日 )内 :ベラ
ナデ(体)→ ヨヨナデ(口 )

CⅣa2y穎

脚］
床 面

力
隠
中
伽
甑
口縁部～底都

外 iヘラケズリ(体下)→ハケメ(口～体に)→ヘラナデ(体)→ コ
コナデ(日 )→ ユビオサエ(頸)内 :ヘラクズ(体下)→ハケメ
(口 )→ヘラナデ(体)・ ベラケズヅ(孔)→ベラミガキ(口～体上)

Ctt b y類

第323日
聘080■

カマド ■1市器
変
口縁部～底部

外 iヘラケズリ(体下)→ハケメ(口～体中)→ ヨコナデ(口)列
底 :ヘ ラケバリ 内 :ハケメ(底)→ベラナブ(体上～中)→ ヨ三
ナデ(口 )

Cコ b2x類

翔噸
カマド非ロクロ蹴

輩
口縁部～体都下半

存

ュ

外 :ヘラケズリ(体下)→ヘラナデ(体下)→ハケメ(口～体上)一
ヨヨナデ(口 )内 :ハケメ(体上)→ヘラナブ(体)→ヘラミガ主
(体)→ ヨヨナデ(口 )

CⅣalx類

第828図 カマド
'|ロ

クロ
士HT器
菱
日縁部～休部下半

存

、

外
ｍ
ハケメ(体)→ ヨヨナデ(日)内 :ヘラナデ(体)→ コヨナデ CⅣ alx類

第328図
llo08014

埋5b 土製品 球状土錘 蹄
瑯

第328日
llo08015

理 6 石器 微細剥離戻のある剥片 石材 :玉髄

第328図
llo08016

理6a 石製品 砥石 石材 :砂岩

第328図
NOOS017

18丈 C023 埋 4 士師器
高外
口縁部～頸部

外 :ハケメ(イ)→ ヨヨナデ(口 )→ヘラミガイ(IIN)内 :ヨ ヨナ
デ(口 )→ヘラミガキ(イ)

C頚

第併28図
llo08018

埋上 ■師器
高イ
14N部～紀部

存

ｏ

外 :ハケメ(脚～裾)→ヘラミガキ(不～脚)→ナデ(頸)→ コヨナ
デ(裾)内 :ヘラケズヅ(脚)ヘラナデ(イ )→ヘラミガキ
(イ)ヨ ヨナデ(裾)

CI c類

第829図
NO08019

13東 C029 埋 4 非ロクロ柵
イ

部
狡存 外 :ヘ ラミガキ(脚)内 :ヘ ラケズリ(脚 ) CIa類

第329図 埋土 拗珊
部繊

〓
虫
口

残, 外 :ヘ ラミガキ(日)内 :ベ ラミガキ(口 ) CЦ e類

第829図
llo08021

18東←024 床 面 ‐ロクロ珊
整
口縁部

残在 外 :ハケメ(口～頸)内 :ハケメ(口 )→ヘラナデ(頭 ) Cx穎

第829図
llo03022

13東C028 45
l.ロ クロ 直口
=口縁部～体部下半

残存 外 :ハケメ(ロー体)→ヘラミガキ(口～体)内 :ヘラナデ(口
～体)

C12類

男829図 理3a 秒珊
イ
部 外 :ベ ラケズリ(脚)内 :ヘ ラミガキ(脚 ) CI b類

第329図
N008024

埋3a
土朗器
小型丸底鉢
口縁部～底部

外 :ヘ ラクズリ(体下～底)→ハケメ(口～顕)→ ヨヨナデ(口 )→
ヘラミガキ(口～体上)内 :ヘラナデ (口 ～底)→ ヨヨナデ(口 )
→ヘラミガキ(口 底)

CⅡ 類

第329図 埋3a
と師器
小型丸底鉢
口縁都～底部

(301 外 :ヘラクズリ(体下～底)→ヘラナブ(口 ～体上)→ ヨヨナデ
(口 )内 :ベラナデ(口～底)→ ヨコナデ(口 )

CⅡ 類

第829図 埋3a 土師器
小型丸底鉢
口緻都～底部

外 :ベ ラクズリ体下～底)→ハケメ(口～体ド)→ヘラナデ(口～

体上)→ コヨナデ(口 )内 :ヘ ラケズリ(底 )→ヘラナデ(口～
体)ヨ ヨナデ (口 )

CⅡ 類

第829図
llo08027

埋 3 非ロクロ

I劇 F器
直口壷
口縁部～頚部

71k存 外 :ヨ ヨナデ(口 )→ベラミガキ(口～願上)内 iヨ ヨナデ(口
→ヘラミガキ(口～顕上)

CI類

第829図
lleOS028

埋3a 非ロクロ鰯 口縁部
～体部上半

外 :ハケメ(口 )→ ヨヨナデ(口 )→ヘラミガキ(体)内 :ハケメ
(口 )→ベラナデ(体).ヨ ヨナデ(口 )

CI b類

第829図
h08029

埋 1
独:ロ クロ
■師器 口縁部～体部上半

外 :ヘ ラケズリ(体～底)→ベラナブ(体)内 :ヘ ラナデ(体～
底)

C3頼

第329図 埋3a ,I:ロ クロ
上師器 口縁部～体部上半

外 :ハケメ
ヘラミガキ

口～体)→ヘラミガキ(口～体)内 Iハケメ(口 )―
口～体)

Cコ d2類

第829図
No08031

理〕
itl器
鉢
口縁～底部

外 :ハケメ(口～頸)→ヘラナデ(体)→ヘラミガキ(ロー体)→ i

ヨナデ(口)外底 iナデ 内 :/ヽクメ(口 )→ヘラナデ(体～広
‐ヨヨナデ(国 )

CIa①類

第８．２９図呻
埋 1 ■1市器

鉢
口伝部～体部下半

113) 外 :ハケメ(体上)→ベラナデ(体下)→ ヨヨナデ(口 )内 :ハウ
メ(体 上)→ベラナデ(体下)→ ヨコナデ(口 )

CⅡ a類

第８．２９図唖
底面 土師器

鉢
口縁部～底部

外 :ヘ ラケズリ(体～底)→ハケメ(口～体)→ヘラナデ(日～頚
内〔ヘラナデ(体～底)→ ヨヨナデ(口 )

CIa②類

第829図
N。08034

底 面 土師器
鉢
口縁～底部

外 :ヨ ヨナデ(日 )→ヘラミガキ(口～底)内 :ベラナデ(体～
底)コ ヨナデ(口 )

CIa②類

第899図 底面
■1市器
賢
口縁部～底部

い 0) 外 :ヘ ラケズヅ(体下)→ハケメ(体上)外底 :ヘ ラケズリ
内 :ベ ラナデ(体～底)

CI bly類

第830図 底面
如
幡

非口
却
疑
口縁都～底部

外 :ヘラケズリ(体下)→ハケメ(口～体上)→ヘラナデ(体下)―
コヨナデ(口 )外底 :ヘラケズリ 内 :ハケメ(口 )ヘラナラ
(体～底)

CIbl x類

第330図 埋 1 土師質
土器
灯明皿 外 :ロ クロナデ→回転糸切り(底)内 :ロ クロナデ

第830図
N008038

08J-001 埋 1 磁器 大統 残ケ (51
ロクロ 蛇ノロ高台 外 :― 内 :葉文
月巴前 17c前～中

第830図
Ne08039

埋 1 陶器 大碗 (6の ロクロ 削り高台 外 :― 内 :

岸窯系 17c中～後

第830図
lb08040

08J-002 埋 1 確器 五寸皿 (96)
択
生
酎

ム
ロ
ー８

一局

一

り

末

削

ｃ

ク

前
口
肥

内 :籠 と花鳥文

第830図
llo08041

6D801 埋 1 舷器 五寸皿
ロクロ 外 :― 内 :唐章文
肥前 18c前～中

第併30図
llo08042

埋 1 陶器
ロクロ 耳貼付 (1) 外 :― 内 :

岸窯系 17c中

第330図
Noo8043

陶器 大型
宏
２５

紐作リ ロクロ 外 :― 内 :

岸窯系 17c～ 18c

第330図 SD801 理 1 陶器 橋鉢 宏4 (lt l
ロクロ 回転糸切底 外 :― 内 :櫛 目
岸窯系 17c前

単位 icm・ 8 復元値 :( )



図番号
遭物番号

登録番号
造構名
基本層

層位 種別 器種・名称 .部位 蛇
幅

特徴 備考 分類
時期

真
版
写
図

第830図
Ile08045

埋 1 陶器 種鉢
茨存 紐作リ ロクロ 外 :― 内 :

月波 17c

第381図
lt908046

埋 1 陶器 信鉢
残存 ロクロ 押圧 外 :―  内 :櫛 目

岸窪素 17c中

第831図
埋 1 土器 IH‐鉢

ロクロ ロ唇部ミガキ rkナデ 外 :― 内 :櫛 目
在地 ―

第831図
埋 I 陶器 信鉢

ロクロ ベタ底 外   内 :柳 目
岸窯系 17c中

第831図
埋 1 上器 火鉢

残存 ロクロ ロ縁ミガキ 外 i― 内
在地 18c～ 19c

第831図
埋 1 石製品 石鉢 石材 :凝灰岩

第831図
木製品 添器椀 内 外 :黒 木取り :板 目 樹種 :ブナ属

第831図
llo08052 埋 1 木製品 漆器椀 内 外 :黒  文様 :赤 木取り,坂 目 樹種 iブナ属

第881図
埋 1 木製品 横槌 木取り :志持ち材 樹種 :ク リ

第832図
埋 1 木製品 鉢 木取り i板 目 樹穐 iク リ

第332図
08J-004 理 1 磁器 大碗 辮

『
ロクロ削り高台 外 :飛鶴文 内 :

瀬戸美 l・ 19c末～ (明治)

第832図
埋Ia

上師器

繋
口縁部～体部上半

ｆ

Ｏ
外
ｍ
ハケメ(体)→ ヨヨナデ (口 )内 :ヘラナデ(体)→ ヨヨナラ

CⅣ alx類

第832図
埋2d 陶器 土瓶・蓋

ロクロ 削り口受・削り摘み 外 :― 内 |

堤 18c～ 19c

第832図
石器 剥片 石材 :黒曜石

第832図
llo03059 ′翌4 妙舶

甑
体部下半～底部

外 :ヘラケズリ(体下)→ヘラナデ(体下)外底 :ナデ 内 :

ラナデ(体下～底)底部の孔は貢通していないものがある Cc z類

第832図
埋 1 土師器

杯
口縁部～底部

外 :ヘラケズリ(体～底)→ ヨヨナデ(国 )内 :ヘラミガキ(ロ
～底)→黒色処理 CV b2M2類

第832図
l1903061

埋 1 ■師器
甕
口縁部～体部上半

存

Ｏ

外:ハケメ(口～体上)→ ヨコナデ(口 )内 :ヘラナデ(体上)一
コヨナデ(口 ) CШ l x類

第832図
埋 1 ■i市署

霊
口縁部～体都中半

存

３

残

‐２

外 :ハケメ(口 )→ベラナデ(体上)→ ヨヨナデ(口 )内 !ヘラ
デ(体上)→ コヨナデ(口 ) Ctt d l y類

第833図
理 1

生
器
弥
土
重
回縁部～底部

口縁外(端部を久損)|ミ ガキ→平行沈線
線による交互Ω文(5単位)下向き連弧文

外体 :RL縄文→潮
内 iナデ ②Cl～C2翔

第833図
埋 1

生
器
弥
土
重
体上半

難
‐４

外 i同時施文平行沈線 内 :ナデ ②B5期

第833図
llo08065

埋 1
生

器
弥
土 体上半

外 :撚糸文R ttiナデ ②B5～C期

第833図
lf9 08066

埋 1
生
器
弥
土

壺

体 外 :同時施文平行沈線 内 iナデ ②B5期

第333図
Nα08067 埋 1

生
器
弥
土

壷

体
残存

外 :同時施文平行沈線 内 iナデ ②B5翔

第333図
N。08063 埋 1

生
器
弥
土

霊

体
唆存

外 12粂同時施文同心円文 内 :ナデ ②B5期

第833図
埋 1

生

器

弥
土
鉢
体部

狭存 外

内
沈線方形文 (一部コーナーに刺突)→ 1帯おきにミガキ
ミガキ ②B4期

第839図
N908070 埋 1

生

器
弥
土
鉢
口縁部～体部上半

残 t
外 :沈線→ミガキ 内 :沈線→ミガキ ②Bl期

第833図
l・608071 埋 1

生
器

弥
土

ft

口縁部～体部上半
残存 日唇 :狭 り 擬縄文 外 :平行沈線→擬縄文・ミガキ 内 :平

行洗線→ミガキ ②Bl期

第833図
hlo 03072

埋 1
生
器
弥
土

鉢

体
残存

外 1平行沈線→擬縄文→ミガキ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第833図
埋 1

生
器

弥
土
麗
口縁部～体部上半

嚇
［ 内F｀ 努揮

文 口縁外 :ヨ ヨナデ→列点刺突文 体外 ,Lll縄政 ②Bl期

第333図
N008074 埋 1

生

器
弥
土
誕
口縁部～体部上半

辮
４５

口唇 :LR縄文 口縁外 :ヨ ヨナデ→夕1点刺突文 内 :ミ ガキ ②Bl期

第333図
l1908075

埋〕 推
錦
誕
口縁部～体部上半

口縁外 ,コ ヨナデ 体外 :LR縄文 内 |ミ ガキ ②Bl期

第３．３３図ｍ
埋〕

生

器

弥
土
証
体部下半～底部

残存
外 :LR縄文 内 |ミ ガキ ②Bl期

第３．３３図噸
理 J

生
器

弥
土 底部

残存
外 i網代痕 内 I(器面剥落) ①B4～②Bl期

御ｍ
埋〕

生

器
弥
土
蓋
上半部

残存
外 ;ミ ガキ 内 :ミ ガキ、スス付着 ②BI期

御ｍ
里 1

生
器

弥
土
製塩土器(深鉢形)
口縁部

残存
口唇 :一部平坦 外 iナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

御］
埋〕

生
器
弥
土
製塩土器(深鉢形)
口縁部～体部上半

ｔ

↓ 口唇 :平坦 外 1積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第334図
l1908081 理 1

生
器
弥
士
興塩土器 (深鉢形)
口縁部

残存 口唇 i平坦 外 1積上痕→ナデ(大 半は器面剥落)内 :ミ ガキ ②Bl期

第334図
llo08082 埋 |

生

器
弥
土
製塩土器 (深鉢形)
体都下半～底部 体外 :ハケメ 底外 iミ ガキ 内 :(器面剥落) ②Bl期

第334図
lb 08088 埋 I

生
器
弥
土
製塩土器 (深鉢形)
体部下半～底部 体外 :ナデ 底外 :木葉痕 内 |ミ ガキ(一部器面剥落) ②Bl期

第884図
埋 1 石器 剥片 石材 :黒曜石

第834図
llo OS035

埋 1 石器 剥片 石材 i黒曜石
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第 6章 一第 8次調査―

図番号
遺物番号

登録ff号
遺構名
・基本層

層位 種別 器種 名称 部位 幅 厚 さ
特徴 備考 分坂

,寺サ切

員
版
写
図

第834口
NO08086

埋2 上ll器
賢
頭部

残存 外 :ハクメ(口～頸部)→ ヨコナデ(口 )内 iハケメ(口 )ヘラ
ナデ (体)→ ヨヨナデ (口 )

C1lx石

第334図
lle 08087

埋2
弥生
上器

fF

日縁部
残存

口唇 :「 縄文 口縁外 :ミ ガキ→連続押引文 内 iミ ガキ ②BI期

第334図 IE2
弥生
土器
製塩土器(甕形)
口縁部

Ij存 口唇 :ケ ズリ→ナデ 外 :ケズリ→ナデ 内 :ミ ガキ le
08139と 同一

②Bl期

第834図
N008039

埋 2
生
器
弥
■
露
口縁部～体部上半

４

９ 口縁外 |ミ ガキ 体外 :し R縄文 内 iミ ガキ ②BI期

第834図
llo08090

埋2
生
器
弥
上
獲
体部下半～底都

残作 (601 体外 :LR縄文 底外 ;ケ ズリ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第334図
lbOS091 埋2

生
器
弥
土
甕
体部下半～底部

残存
体外 :擬縄文 底外 :木葉痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第S34図
埋2

生
器
弥
土
製塩土器 (深鉢形)
日縁部

残存
外 (器面剥落)内 :ミ ガキ ②Bユ期

第334図
理 2

生
器
弥
土
製塩土器 (深鉢形)
口縁部

口唇 :平坦 外 〔積上痕 (半分器面剥落)→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第834図
理 2 石器 剥片 石材 :黒曜石

第334図
理 2 石器 刑片 石材 :具曜石

第834図
理 2 石器 剥片 石材 :玉髄

第834図
lleOS097

理 8
生
器
弥
土 部

一生
件
件

外 12条同時施文同心円文 内 :ナデ ②B5期

第334図
睛08098

埋 3
生
器
弥
七 部

〓
霊
件
眸

外 !2粂同1寺施文同心円文 内 :ナデ ②B5期

第834図
INo 08099

埋 3
生
器
弥
土 体部

外 :つ 粂同時施文同心円文 内 :

一ア ②B5期

第834図
埋 3

生
器
弥
土 部

一霊
体 外 :同時施文平行沈線 内 :ナデ ②B5翔

第834図
SX809 埋 3

生
器
弥
土
鉢
体部下半～底部

外 :洗線 底外 :ミ ガキ 内 :ミ ガキ ②A～ Bl朗

第885図
llo03102

理 3
生
器
弥
土
鉢
日縁部～体部上半

賄
２７

外 :単線J形文 内 :ミ ガキ ②Bl朗

第835図
No08103 埋 8

生
器
弥
土
鉢
口縁部～体部 F半

噺
９０

口縁外 1複線波状文(3単位)+冨‖線 体外 :し Rl.9文 口緻内 :

沈線 内 :ミ ガキ ②Bl朔

第335図
NαOS104

埋 3
生
器
弥
土

鉢

体 斯
‐３

外 i沈線→擬縄文 内 :ミ ガキ ②Bl朔

第335図
No08105

埋 3
生
器
弥
土
鉢
体部

縣
山

外 i沈線→LR縄文 内 :ミ ガキ ②81～B3翔

第835図
llo03106

埋 3
生
器
弥
土
鉢
体部

嚇
【

外 i沈線→LR縄文 内 :ミ ガキ ②Bl～B3期

第835図
lb08107

理 3
弥生
土器

鉢
部
深
体

外 :LR縄文→幾何学2条沈線→洗線内ミガキ(磨消縄文)内 :

ミガキ ②BI期

第335図
lb08108

埋 3
弥生
上器
型
口縁部一体部下半

存

Ｏ 口縁外 :ミ ガキ 体外 :LR縄文 内 :ミ ガキ ②81期

第335図
理 3

弥生
土器
菱
口縁部～林部上半

口縁外 :ヨ ヨナデ 体外 :し R縄文 内 :ミ ガキ ②Bl期

第835図
N008110

埋 3
弥生
土器
霊
口縁部～底都

口唇 :し R縄文 口縁外 :コ ヨナデ→ 1条沈線 体外 :LR縄文
底外 :木葉痕 内 :ミ ガキ ②81翔

第835図
Nα03111

埋 3
弥生
土器
翌
日縁部～体部上半

口唇 :し R縄文 口縁外 :ミ ガキ→連続押引文 体外 :LR縄文
内 :ミ ガキ

②Bl期

第835図
lleOSl12

埋 3
弥生
土器
翌
日縁部一体部上半

口唇 :し R縄文 口縁外 :コ ヨナデ→列点刺突文 体外 :LR縄ぢ
内 iミ ガキ

②31翔

第835図
1吐08■ 3

埋 3
弥生
土器
翌
日縁部 外 :ヨ ヨナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第835図
lb08114

埋 3
弥生
土器
斐
口縁部

残rT
外 :ヨ ヨナデ 内 :ミ ガキ ②Bl翔

第336図
Nc08115

埋 3
弥生
土器 底郡 外 :ミ ガキ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第836図
llo03116

理3
生
器
弥
土
蓋
下半著[ 外 :磨消変形工字文(擬縄文充填)内 :ミ ガキ、スス付着 ②Bl翔

第836図
llc08117

生
器
弥
土
製塩土器
口縁部

残存
口唇 :平坦 外 :積上痕→ナデ 内 Iミ ガキ ②Bl期

第836図
1転 03118

埋3
生
器
弥
土
製塩土器
口縁部～底部

口縁外 :積上痕→ナデ 体外 :ハケメ→ナデ 底外 :ナデ
内 :ミ ガキ

②Bl期

第886図
lle08119

埋 3
生
器
弥
土
製塩土器
口縁部～体部上半

残存
外 :積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第836図
Nα08120

里8
生
器
弥
上
製塩土器
口縁部～体部上半 外i積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第836図
Ilo08121

埋 3
生
器
弥
土
製塩土器
口縁部～体部上半

残存
外1積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第336図
le08122

理 3
生
器
弥
土
製塩土器
口縁PT～体部上半 外:積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

蜘噸
理 3

生
器
弥
上
製塩士器
回縁部～体部上半 外i積上FAi→ ナデ 内 :ミ ガキ ②91期

第８．９６図陣
理 3

生
器
弥
土
製塩土器
日縁部～体部上半 外:積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②BI翔

蜘噸
lE3

生
器
弥
土
製塩士器
日縁部～体部上半 外:積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bユ 期

第886図
1亜08126

理 3
生
器
弥
■
製塩土器
口縁部～体部上半

口唇 :平坦面 外 :積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bユ翔

第886図
lb08127

生
器
弥
と
製塩土器
国縁部一体部上半

口唇 :平坦面 外 :積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

単位 icn g 複元値 :( )



図番号
遺物番号

登録番号
遭構名
基本層

層位 種別 器種・名称 都位 幅
特徴・備考 頒醐

真
版
写
図

第併86図
血03128

143 弥生
土器
製塩■器
体部

外 :積上戻→ナデ 内 :ミ ガキ 圧痕 ②Bl翔

第836図
N908129

埋 3 弥生
土器
製塩士器
体部上半～底部

体外 :ハケメ→ナデ 底外 :ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl朗

第886図
lWoOS130

埋 3
生
器
弥
土
翌塩土器
ミ部

外 :木葉痕 内 :ミ ガキ ②Bl期

第836図 埋 3
文
器
縄
土
深鉢
体部上半～底部

存

５
Φ 5) 体外 :LR縄文 底外 :網代痕 内 iミ ガキ ①朔

第836図 理 3 石器 石鏃 Щ基式 石材 :玉髄

第386図 埋 3 石器 二次力Jこのある剥片 石材 :玉髄

第837図
llo08134

埋 4
生
器
弥
土
鉢
口縁部～体部上半

口唇 i擬縄文 口縁外 :複線波状文十副線→擬縄文 体外 :ミ
ガキ ロ縁内 :沈線 内 :ミ ガキ ②Bl期

毎837図
lle08135

埋 4 弥生
上器 部

一夏
仕
ｒ

歿存
外 :幾何学沈練→擬縄文 内 :ミ ガキ ②Bl期

第387図
N008196

埋 4 弥生
土器
鉢
体部

残存
外 :沈線→擬縄文 内 :ミ ガキ ②Bl翔

第837図 埋 4 弥生
土器 体部

残存 外 :沈線→擬縄文 内 :ミ ガキ ②Bl期

第837図
'里

4
生
器
弥
土
賢
口縁部一体部上半

残存 口唇 I一部刺突 口縁外 :ヨ ヨナデ 体外 iし R縄文 内面 :ミ
ガキ

②BI朔

第併37図
1転08139

埋 4
生
器
弥
上
製塩土器 (甕 )
口緻部

残存 口唇 :ケズリ→ナデ 外 :クズリ→ナデ 内 :ミ ガキ h
08088と 同一

②Bl期

第837図
INeOS140

埋4
生
器
弥
土
製塩土器(深鉢)
口縁部

残存
口唇 :平坦 外 :ケ ズリ→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第837図 理4
生
器
弥
と
製塩土器 (深鉢)
口縁部

残存
外 :積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl期

第837図 埋 4
弥生
土器
製塩土器 (深鉢)
口縁部

蹄
２９

外 :積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl翔

第337図 埋4
弥生
土器
製塩土器 (深鉢)
口縁都

射
３５

外 :積 上痕 (器面剥落)内 iミ ガキ ②Bl期

第837図
lo08144

理 4
生
器
弥
土
製塩土器(深鉢)
体部下半～底部

蹄
２４

体外 :ナデ 底外 :木葉痕 内 !ミ ガキ ②Bl翔

第併37図
lb08145

埋4
生
器
弥
土
製塩土器(深鉢)
体部下半～底部

妨
２‐

体外 :ナデ 底外 :木葉痕 内 :ミ ガキ ②81期

第837図
lo08146

理 5
生
器
弥
土
鉢
口縁部

蹄
３３

口唇 :平坦 外 :LR縄文 内 :ミ ガキ ②Bl期

第337図
Ne08147

埋 5
生
器
弥
土
製塩土器 (深鉢)
口縁部

残存
外 :積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②Bl朗 8-16

第887図
Ne08143

埋 5
生
器
弥
土
製塩土器 (深鉢)
口縁都

残存 外:積 L痕→ナデ 内:ミガキ ②Bl翔

第837図
llo08149

埋 2 砂珊
小型丸底鉢
回線部～底部

外 :ハ ケメ (口 )→ ヨヨナデ (口 )‐ヘラミガキ (口 ～体)内 iヘ
ラナデ(体)ヨ ヨナデ(口 )→ヘラミガキ(口 )

CI頬

第337図
肺08150

埋 2 非ロクロ靭
有孔鉢
体部下半～底部

外 :ハケメ(回 )→ベラミガキ(口～底)→ ヨヨナデ(日)内
ケメ(口 )→ベラミガキ(口～底)→ ヨヨナデ(日 )

CⅡ a類

第837図 埋 2
如
幡
中
勢
変
体部下半～底部

残存 外 :ヘ ラクズリ(体下)→ハケメ(体下)外底 :ヘ ラケズリ
内 :ヘ ラナデ(体～底)

Cl y頬

第387図
止ヽ08152

埋 2
'「

ロクロ
土師器
理
体部下半～底部

残存 外 :ヘ ラケズリ(体下)→ヘラナデ(体下)外底 :ヘ ラケズリ
内〔ベラナデ(体下～底)

CI y頚

第887図
NO08153

埋 1 t師器 ミ
ニチュア上器

外 :ハケメ(ロー体)→ヘラミガキ(体)→ ヨヨナデ(口 )外底 :

ヘラミガキ 内 :ヘラナデ(口～底)→ ヨヨナデ(口 ) C顔

第337図
�08154

埋 2 砂靭
ミニチュア上器

外 Iハケメ(体)→ベラミガキ(体～底)→ ヨヨナデ(口 )内 :ナ
デ(体)→ヨヨナデ(回 )'ユ ビオサエ(底 )

C頼

第837図
lle08155

捏翌3 ‐ロクロ蹴
ミニチュア土器

残存 外 iヘラミガキ(口～脚)→ ヨヨナデ(口 )内 :ヘラナデ (口 `

脚)→ ヨヨナデ (口 )
C頼

第837図
No03156

埋 2 土製品 管状土錘 中型品

第837図
lb08157

埋 1 須恵器
変
口縁部

残存 外:ロ クロナデ 内:ロ クロナデ

第837図
N908158

埋 1
非ロクロ
上師器
高14N
イ部下半～脚部

外 |ハケメ(脚)→ベラナデ(イ下)→ヘラミガキ(脚)内 iヘラ
ケズリ(脚)ヘラナデ(イ底) CIa類

第337図
NO08159

里 1
非ロクロ 菱

口縁部

外
ｍ
ハケメ(口 )→コヨナデ(口)内 :ハケメ(口 )→ ヨヨナテ

C類

第337図
llo08160

埋 1
非ロクロ 鉢

口縁都～体部上半
外 :ヘ ラミガキ(口～体)内 :ヘラナデ(体)→ベラミガキ(口
～体)

CⅡ a類

第837図
N003161

埋 1 砂靭
褒
体都下半～底部

残存 外 :ヘ ラケズリ(体上)→ヘラナデ(体上)外底 :ナデ 内 :ハ
ラナデ(体上～底)

CI y類

第897図 埋 1 砂靭
翌
体部下半～底部

残存 外 :ヘ ラケズリ(体下)→ヘラナデ(体下)外底 :ベ ラケズリ
内 :ベ ラナデ(体下～底)

CI y額

第837図
1608163

埋 4
如
艦
中
轡
霊
口縁部～体部上半

狂存 外 :ハケメ(口～体上)→ ヨヨナデ(口 )内 iハケメ(口)ヘラ
ナデ(体上)→ コヨナデ(日 )

CIblx頼

第338図
1608164

埋 2
非ロクロ 不

部
高
脚

残存 外 iヘラミガキ(脚)内 :ヘラミガキ(tlN底 ) b頻

第338図
NO08165 埋 1

わ
朧

‐口
部
霊
口縁部～項部

残存 外 :ハクメ(口～顕)→ヘラナデ(頂)→ ヨヨナデ(口 )内 :ハう
メ(口 )・ ヘラナデ(頂)→ ヨコナデ(口 )

C類

第338図
N608166 埋2 士師器

甕
口縁部～底部

“

0) 往父テケ奏サ埠科貢9争チ腺二後は百三手多君P)タ CIblx頚

第838図
lle03167

埋2 ‐ロクロ靭
翌
日縁部～底部 娑ヶ会子

ケ
否イ鰐デ妥きご課百琴奏君P)外

ほ:´ CIbly頚

第838図
llo08168

層

一
〇

縄文
土器

鉢
部
浅
体

残存 外 :ミ ガキ 内 I LR紐文→沈線文 ①Al期

第 6章 一第8次調査―
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第 6章 ―第 8次調査―

図番号
遺物番号

登録番号
遺構名
・基木層

層位 種別 器種 名称 都位 陥
幅 特徴 備考 分類

時期
買
版
写
図

第838図
1層
OQ-022(ad)
023(b c)

文
器
縄
土
浅鉢
口縁部～体部上半

波状口縁 口唇 :沈線 口縁外 i無文 体上端外 i平行沈線
体外 :LR縄文 口縁内 :沈線 内 :ミ ガキ ①34期

第338図
N008170

1層
OP-023(b)

文
器
縄
上
浅鉢
口縁部

嚇
脚

波状口縁 口唇 :沈線 口縁外 !無文 体上端外 :長方形
内 :沈線→ミガキ ①B4期

第388図
N008171

I層
OQ-022(ad)
023(b e)

文
器
縄
土 部

鉢
縁
浅

口
残存 波状口緑 口唇 :沈線 口縁外 !無文 体上端外 :平行沈練

内 :沈線文→ミガキ ①B4期

第838図
N。 08172

I層
OR 023(d)
024(b c)
025(b)

文
器
縄
土
浅鉢
口縁部

残存
外 !匹宇文 内 :沈練→ミガキ ①B4期

第８．３８図呻
I層
OP-022(d)

文
器
縄
土
深鉢
半
口縁下部～体部上 残存 口縁外 I沈線文 体外 :LR縄 文 内 :ミ ガキ ①B4期

第838図 I層
)P-024

文
器
縄
土 部

鉢
縁
浅

口
残布 外 i工字文 内 i沈課→ミガキ ①B4翔

第338図 I層 文
器
縄
土
貧鉢
本部上半

残存
外 i沈繰 内 :ミ ガキ ①B4翔

第838図
I層
)Q-022(ad)
)23(b c)

緻
齢
深鉢
日尿部～体部上半

嚇
【

波状回縁 口唇 :クズリ→ミガキ ロ縁外 iミ ガキ 体外 :L
R縄文 内 :ナデ→ミガキ ①B4～B5朗

第338図 I層 縄文
土器
深鉢
口縁部～体部上半

日外 :ミ ガキ 体外 :LR縄文 内 iミ ガキ ①B4～B5期

第338図
Ne 08178

I層
)Q‐ 023(ad)

文
器
縄
土
深鉢
口縁部～体部ヒ半

日外 !ミ ガキ 体外 :LR縄文 内 |ミ ガキ ①B4～B5翔

第838図
lb 08179

I層
)Q‐ 023(ad)

縄文
土器
深鉢
口縁部

波状口縁 外 :ミ ガキ 内 :ミ ガキ ①B4～B5期

第838図
h08180

I層
)Q-025(b)

文
器
縄
土

鉢
部
浅
体 外 :沈線 内 :ミ ガキ ①B4～B5期

第839図
I層
)Q022(ad)
)23(bc)

生
器
弥
土
浅鉢
口縁菩卜～体部

口唇 :沈線 外 :変形工宇文 口縁内 :沈線 内 :ミ ガキ ②A翔

第339図
No08182

I層
)P-023(b)

生
器
弥
土

外

部 外 i平行沈線→ミガキ 内 :ミ ガキ ②A期

第839図
llo08133

I層
)0-022(a)

生
器
弥
土
鉢
口縁部

外 i平行沈線 内 :ミ ガキ ②A～②Bl翔

第839図
I層
)Q024(b)・ OR
)24(a c d)

,25(b c)

生
器
弥
土

郷
部
高
体

外 :沈稼→ミガキ 内 :ミ ガキ ②A～②Bl期

第339図
lldOS185

I層
)Q-022(ad)・
)23(b c)

生
器
弥
土
鉢
口縁部

嚇
『

外 :平行沈線 内 :ミ ガキ ②A～②81期

第839図
llo OS186

I層 生
器
弥
土
鉢
口縁部

衣布 外 :平行沈線 内 :ミ ガキ ②A～②BI期

第339図 I層
)0-022(d)

生
器
弥
土
ホ
本部

外 :平行沈線 内 :ミ ガキ ②A～②BI朔

第399図 I層
)0‐ 022(a)

生
器
弥
土
壺
口縁部～体部上半

残存 外 :ミ ガキ 内 :ミ ガキ ②A～②BI期

第889図
聴OS189

I層
,rid不 明

生
器
弥
土
浅鉢
口縁部～体部

口唇 1擁縄文 外 i流水工宇文→擬縄文充填 口縁内 :沈線 2
条 内 :ミ ガキ ②Bl翔

第839図
llo08190

I層
OQ-024(b)OR
024(a c d)
025(b c)

生
器
弥
土 部

鉢
縁
浅

口
口唇 :桟縄文 外 i沈線→犠縄文 内 i沈線 2条 ②81翔

第839図
I層
)Q022(ad)
)23(b e)

生
器
弥
土
浅鉢
口縁部～体部上半

狭存
外 :変形工字文 内 :ミ ガキ ②81期

第339図
lle08192

層

一
〇

生
器
弥
土 部

一
堅
梓
砕

外 :沈線→擬組文 内 :ミ ガキ ②Bl期

第839図
雨08193

I層
)Q-024(d)

生
器
弥
土
鉢
口縁部

外 :平行沈線 内 !沈繰→ミガキ ②Bl期

第339図
lfo08194

I層
)R― 025(b)

生
器
弥
土
浅鉢
口縁部～体部上半

外 :沈線 口縁内 :沈線 内 |ミ ガキ ②Bl期

第839図
llo08195

I層
)Q-024(b)・ OR―

)24(a c d)

)25(b c)

生
器
弥
土
鉢
体部

残存
外 :平行沈線 内 :ナデ ②B2～B4期

第839図
NO08196

I層

'rid不

明

生
器
弥
土
ホ
本部

斯
畑

外 :平行沈線 内 :ナデ ②B2～B4期

第839図
llo08197

I層
)R‐ 025(b)

生
器
弥
上
鉢
体部 斯

‐７
外 :沈線→擬縄文 内 iミ ガキ ②B2～B3期

第839図 I層
)P‐ 022(d)

生
器
弥
土
蓋
体部

％
加

外 :平行沈線 内 :ミ ガキ ②B2～B3期

第839図
lle 08199

I層
)0022(a～ d)

空
器
弥
土
鉢
口縁部

口唇 :LR縄文 口縁外 :方形文 内 :ミ ガキ ②B3翔

第830図
聘08200

層

・
Ｏ

生
器
弥
上
鉢
口縁部

外 :平行沈線 内 :ミ ガキ ②B4翔

第839図
lo08201

I層
)O-022(c)

推
燃
鉢
体部上半

外 :竜方形文 内 :ミ ガキ ②B4期

第839図
llo08202

08B-098
I層
)Q-024(d)

生
器
弥
土 頚部

嚇
〕

外 :突帯2条→ナデ 内 |ナデ ②B5期

第839図
llo08203

I層
)Q-024(d)

生
器
弥
土 部

一霊
体
冷

外 :2粂同時施文重弧文 内 :ナデ ②B5期

単位 icm g 復元値 :( )



第6章 ―第 8次調査=

図番号
遺物番号

登録番号
道構名
・基本層

届位 種別 器種 名称 都位
幅 特徴 .備考

分額
時期

真
版
写
図

第339図 I層
OQ‐ 024(d)

生
器
弥
土 体部

残存
外 :2粂同時施文同心円文 内 : ナデ ②B5塀

第339図
Ne 08205

I層
OQ‐ 024(d)

生
器
弥
土 体部

裁存
外 i2条同時施文同心円文 内 : ナデ ②B5朔

第839図
I層
Oll-024(b)・ OR
024(a e d)・

025(b c)

生
器
弥
土 体部

残布
外 :2条同時施文同心円文 内 :ナデ ②B5翔

第899図
llo 03207

I層
Oll‐ 024d

確
齢
壺
体部

外 12条同時施文同心円文 内〔ナデ ②B5朗

第８．４０図ｍ
層

・Ｏ

Ｉ

似
推
鍔
壷
体部

外:同時施文斜行文 内:ナデ ②B5期

第B40図 層

・Ｏ
Ｉ
Ｗ

生
器
弥
土
重
体部

外 :同時施文斜行文 内 :ナデ ②B5期

第840図
llo 08210

I層
OQ-024(d)

生
器
弥
土
深鉢
半
口縁下部～体部上 口縁外 :平行沈線 体外 :LR縄文 内 :ミ ガキ ②Bl～B3期

第340図
INe 08211

ｒ

００

研層
Ｘ
Д

Ｉ

０２

０２

生
器
弥
土
深鉢
半
口縁下部～体部上 残存 ②Bl～B3期

第840図
1転09212

1層
Crid不明

推
鍔
斐
口尿部

残存 口唇 :LR縄文 回縁外 :(器面剥落)→列点刺突文 内 :ミ
キ ②Bl～B3期

第840図 I層
Crid不明

生
器
弥
土
奏
口縁部

残t 口唇 :縄文 口縁外 :ヨ コナデ→平行沈線 内 iミ ガキ ②Bl～B3期

第840図
Nα03214

I層
OM 021(b)・ OL
021(c)

生
器
弥
土
整
口縁部

口唇 :LR縄文 口縁外 iヨ ヨナデ 内 :ナデ ②Bl～B5期

第併40図
Na08215

層

・Ｏ

生
器
弥
土
蓋
体部上半～,出部

残存
外 :LR縄文 内 |ミ ガキ、スス付着 ②31～B5期

第840図
llo08216

I層 生
器
弥
土 口縁部

宏存
外 i沈線 刺突 内 :ミ ガキ ②Cl～ C3"

第340図 I層
)0-022(b)

生
器
弥
土
深鉢
口縁都～体部上半

残存 日唇 :平坦面 口縁外 :隆帯十下方からの間隔をあけた押圧
体外 :LR縄文 内 iナデ ②Cl期

第840図
llo08218

層

刊

・０

生
器
弥
土

鉢
部
深
体

残存
外 :RL縄文→眼鏡状文 刺突 内 :ナデ ②C2期

第340図
llo 08219

I層
,rid不 明

生
器
弥
土

鉢
部
深
体

残存
外 :RL縄文 貼瘤→F良鏡状文 刺突→磨消 内 :ナデ ②C2期

第840図
No 08220

I層
)L-019(d)

生
器
弥
土

鉢
部
深
体

残rf
外 :沈線 RL縄文 肉 :ナデ ②Cl～ C2期

第840図 I層
)N-020(d)

確
器 部

鉢
縁
深

ロ
残Tr 口唇 :平坦 口縁外 :RL縄文→押圧 内 :ナデ ②C3期

第840図
聴08222

1層
)ll-024(a)

生
器
弥
上
甕
口縁部～体部上半

残存 口唇 :平坦面・撚糸文R 口縁外 iヨ ヨナデ 体外 :撚糸文R
内 :ナデ ②C5期

第840図
Na08223

層

・Ｏ
Ⅸ

弥生
士器
甕
体都下半～底都

難
６３

体外 :LR縄文 底外 :網代痕→ミガキ 内 :ミ ガキ ②A～ B翔

第841図 1層
,rid不 明

生
器
弥
土
菱
体部下半～底部

残存
体外 :LR縄文 底外 :木葉痕 内 :ミ ガキ ②A～ B朔

第841図
Ne08225

1層
)II-0'0(a)

推
鍔
甕
体部下半～底都

残存
体外 :LR縄文 底外 :木葉痕 内 :ミ ガキ ②C期

第841図
llo 08226

1層
)0-022(a)

生
器
弥
土
輩
体部下半～底部 体外 :RL縄文 内 Iナデ ②C翔

第841図
llo08227

I層
)ll-024(b)OR―
)24(a c d)

)25(b c)

馳
堺
製塩土器 (深鉢形)
口縁部～体部上半

妨
調

外 i積上痕→ナデ 内 :ミ ガキ ②BI期

第841図
l・b OS228

I層
)Q-022(ad)
)23(b e)

確
齢 体下部～底部

残存
体外 :ナデ 底外 :網代痕 内 :(器面劇落) ②C期

第841図
l1903229

I層
,rid不 明

弥生
土器
製塩土器 (深鉢形)
日縁部

蹄
９２

外 :積上痕 ナデ 内 :ミ ガキ ②Bユ 期

第841図
N。03230

I層
)ll-024(b)・ OR

)24(a c d)

)25(bc)

生
器
弥
土
醍塩土器
本部下半～底部

残存 体外 :ナデ 底外 i木葉痕 内 :ミ ガキ ②Bl期

第841図
I層
)Q― 024(b)OR―
)24(a c d)・

)25(b o)

生
器

弥
土
製塩上器
体部下半～底部

残rf
体外 :ナデ 底外 :木葉痕 内 :ミ ガキ ②Bl翔

第8-41図
llo08232

1層
)rid不 明

弥生
土器
壁塩土器
本部下半～底部

残存
体外 :ナデ 底外 :木薬痕 内 :ミ ガキ ②Bl期

第841図
聘08233

I層
,rid不 明

非ロクロ

士師器
小型丸底鉢
日縁部～底部

外 !ヘラクズリ(体下)→ ヨコナブ(口 )→ヘラミガキ(口～体)
外底 :ヘ ラケズリ→ヘラミガキ 内 :ヨ ヨナデ(日 )→ヘラミ
キ(口～底)

CⅡ類

第841図
ヽ08234

層

・０ 十師器 夏部
残存 外 :ハケメ(頭)→ヘラミガキ(頚)→ハケメ状のキザミメ(頸 )

内 :不明
CIa類

第841図
lb 08235

層

・０ 士師器
墾
口縁～体部上半

残存 (176) 外 :ハケメ(口～体)→ コヨナデ(口 )内 :ハケメ(口 )→ヘラ
デ(体).ヨ ヨナデ(口 )

Clblx類

第8■ 図
聴08236

よ層
)Q-025(c) 上師器

理
口辺部～体部上半

凌存 外
伸
ケヽメ(体)→ コヨナデ(日)内 :ハケメ(体)→ ヨヨナデ Cllx類

第８．４‐図呻
層

・０ 士白,器 ミ
ニチュア土器 外 :ナデ(口～底)内 :ナデ(口～体) C類

第341図
llo 08238

I層
)K-010(c)

ロクロ
土師器
霊
口縁部～体部上半

残存 (237) 外 :ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ DⅢ e類



第 6章 一第 8次調査=

図番号
遺物番号

登録番号
遺構名
・基本層

層位 種別 器種 名称 部位 編 特徴・備考
分類
・時期

写冥
図版

第841図
N008239

1層
,rid不 明 駆鍔

灯明皿 外:ロ クロナデ→回転糸切り(底)→ナデ(底)内 :ロ クロナデ

第８．４‐図ｍ
1層
,rid不 明 螂盤

灯明皿 外:ロ クロナデ→回転糸切り(底)→ナデ(底)内 :ロ クロナデ

第341図 08G-008 I層
0卜 1-020(d) 帥鍔

灯明皿 外:ロ クロナデ→回転糸切り(底)→ナデ(底)内 :ロ クロナデ

第３．４‐図帷
明不

層

ｉｄ

Ｉ
∝

陶器 中碗
ロクロ 削り高台 外 :―  内
肥前 17c中～後

第３．４‐図帷
I層
Grid不明

陶器 大碗
ロクロ 削り高台 外 :―  内
大堀相馬 18e後

第８．４２図噸
08J― O05 明不

層

ｉｄ

Ｉ

Ｃｒ
朧 小皿

ロクロ 削り高台 見込 :五弁花(コ ンニャク印判)外 :唐草
文 内 :竹に雪輪文 肥前 (波佐見) 17c末～18c前

胸雌
08J― O06

I層
Crid不明

朧 五寸DI
ロクロ 削り高台 見込 :五弁花(コ ンニィク印判)外 〔唐章
文 内 :窓絵竹と宝文 肥前 (波佐見) 17c末～lSe前

御蜘
03」―O07 I層

Crid不明 盤 大皿 (200)
ロクロ 削り高台 外 :唐草文 内 :松竹梅文 底 :圏線―
肥前 17c中～後

第８．４２図噛
I層
Crid不明 陶器 中憂

残存 内

８ｃ

一

一

外

１７

口
系

ク

窯
口
岸

第342図
N003248

I層
Crid不明 陶器 信鉢

残存 ロクロ 外 〔 内 :櫛 目
堤? 18c

第８．４２図ｍ
I層
Crid不明

土器 火鉢
残存 ロクロ ロ唇部ミガキ 貼付 外 :― 内

在地 13c～ 19e
3-18

第８．４２図噛
I層
Crid不明

土器 涼炉
ロクロ ペタ底 ヘラケズリ 足貼付 (1) 外 :櫛 目文
内 :―  在地 19c 8-18

第848図
N008251

I層
OP-024(c) 土製品 管状上錘

径 確
〕

残存
中型品

第８．４３図帷
I層
OP-024(a) 士製品 管状土錘

残存 径 略

・

，

■

残

加

御瞼
I層
Ol1 024(d)

土製品 球状土錘 雛
Ｗ

大型品

第848図
lb08254

層

・０
Ｉ
∞ 石器 石鏃 尖基式 石材 :流紋岩

脚』
I層
OQ-024(d)

石器 石鏃 アメリカ式 石材 〔鉄石英

第３．４３図ｍ
I層
0∝024(d)

石器 微細剥離痕のある剥片 石材 :硫紋岩

脚噛
08Ka-020

I層
O∝ 024(d)

石器 二次加工のあるゑ1片 石材 1流紋岩

第併43図
h08258

I層
0い019(b)

石器 ラウンド・スクレイパー 石材 :黒曜石

第8望 3図
lb08259

I層
0〔 019(c)

属
品
金
製 寛永通費

銭径 内径

第343図
lb08260

I層
0〔 019(c)

属
品
金
製 寛永通費

銭径 内盗

第8望 3図 I層
0〔 019(c)

属
品
金
製 皇宋通費

斃 内径

第3望 3図 I層
Or018(b)

属
品
金
製 寛永通費

銭径 噛径

第8“ 3図
小砿08268

I層
ON 020(c)

属
品
金
製 寛永通費

銭径 内径

第8望 3図
聴08264

I層
Crid不明

属
品
金
製 ■■通費 雛

・
朧
・

232



一第 8次調査―

l I層上面遺構北部確認状況 (南→)

3 1層上面遺構中央部確認状況 (南西→) 4 Ⅱ層上面遺構南部確認状況 (南西→)

欝
与導藉 :

第 8次調査 写真図版-1



第 6章 ―第 8次調査一

l  I層上面遺構北部完掘状況 (南→)

3  S1806確 認状況 4 S1806Aベ ル ト土層断面 (東→)

5 S1806Bベ ル ト土層断面 (南→)

8 S1806底面検出状況 (東→)

第 8次調査 写真図版 -2

6 St806遺物出土状況 (南→)

S1806遺物出土状況 (南→)



第 6章 ―第 8次調査一

2 S1807Aベ ル ト南半部土層断面 (南→ )l S1807確認状況 (甫→)

3 S1807Aベ ル ト北半部上層断面 (東→) 4 S1807Aベ ル トカマド土層断面 (東→)

顧1露■ ■
5 S1807Bベ ル ト東半部上層断面 (北→)

7 S1807Aベ ル トカマ ド土層断面 (東→ )
手証解 ――Ⅲ■′i lllllみ埼

8 S1807Cベルトカマド土層断面 (南→)

写真図版 -3第 8次調査

235



第 6章 ―第 8次調査―

l S1807床面検出状況 (南→ ) 2 S1807遺物出土状況 (南→)

6 S1808Aベ ル ト土層断面 (東→)

8  S1809確 認】犬況 (Jヒ→)

第 3次調査 写真図版-4

3 S1807遺物出土状況 (南→ )

5  S1808封ヒ吉5確言忍】犬況 (東→)

7 S808北部完掘状況 (東→)



l  S1809A^コ レト土 2 S1809Bベ ル ト土層断面 (東→)

犠:亀鯵
S1809Cベル ト土層断面 (西→) 4 S1809遺物出土状況 (東→)

5 S1809底面施設確認状況 (西→) 6 S1809底面施設完掘状況 (東→)

8 S1810Bベ ルト土眉断面 (東→)

第 3次調査 写真図版 -5

7 S1310確認状況 (南→)



第 6章 一第 8次調査―

2 S1810遺物出土状況 (南→)

3 S1810遺物出土状況 (東→) 4 S1810完掘状況 (南→)

5 SD801確認状況 (南西→) 6 SD801土層断面 (西→)

8 SD816Aベルト上層断面 (北→)

写真図版-6

7  SD806Bベル ト土層断面 (Jヒ→)

第 8次調査



第 6章 ―第 8次調査一

楽it

SK802Bベル ト土層断面 (東→)

違麟錢:″ |― |
3  SK802完 掘】犬況

酔奏:‐・
!

4 SK806土 層断面 (南→ )

8 SX809Aベ ルト土層断面 (東→)

第 8次調査 写真図版-7

名

SK809土層断面 (南→)

|'1手

7  SK809完 掘】犬況 (南→)



第6章 一第 8次調査一

3 SX810Bベル ト上層断面 (北→ )

l SX809完掘状況 (南東→) 2 SX810確 認】犬況 (南―>)

5 SX810完 掘状況 (西→) 6 SX815完 掘状況 (南→)

_ 
い
ぜ 奮 =荘
1汽■i争 |

募 狩 ■ガ
ー
・  撃二

7 小溝状遺構群8次 B群⑤⑥土層断面 (北→)
I警機

8 小溝状遺構群3次 A群・B群完掘状況 (南西→)

第 3次調査 写真図版-8



第6章 ―第8次調査―

］Ｓ‐８０７

卸

碍
糊

ｍ期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的朗
ｍＳ‐９ワ
9          m

第 8次調査 写真図版-9



第6章 ―第8次調査―

η
No08021
S1808

ｍＳ‐８０９
］瑚

０‐

的

０８

ＳＩ

血Ｏ‐

８０

∝

ＳＩ

血

的帥
０２

８０

０８

ＳＩ

皿

Na08037
SD801

Jrt‐h

盟 蟹

諄
蜘

代艦
粋
鞘

＆
］ＳＤ８０‐

軍

~ ｀ ｀‐

瀞

０４

８。朧
ＳＤ

‖c08022
S1808

ｍＳ‐８
陥,08036
S18∞

磁
８。

０３

ＳＩ

血

242

第 8次調査 写真図版-10

91 1肇1。〒l:4  10Pm



第6章 ―第3次調査―

霰
No08049
SD801

…

普
m

第 8次調査 写真図版-11



第 6章 ―第8次調査―

ガ k
Nは08038
SD404

一 機

緯
HD,08057
SD404

第 8次調査 写真図版-12

91 中Jett l:4  10'X4

9 1  SC中 言116    20cm

244

‖∝08059
SK802



第6章 ―第8次調査―

‖α08060
SX801(1/41

NⅢ08062
SX803(1/4)

轟
嘲
髯
Ⅷ

鶴啄
呻ＳＸ８０９　　　盛鱒暉
ｍＳｘ８０９

嘘

錢
ｍＳＸ３０９

ｍ

ｍＳＸ８０９　　‐ＯＣ

ｍＳＸ８

耐
ＳＸ

餌
ＳＸ

的

耐
ＳＸ

Ⅲ■

機
朧
ＳＸ

245

第 8次調査 写真図版-13



硝α08107
SX309

第6章 一第8次調査―

ドは08094
SX809(1/1)

守 為
m8099     血0010o
SX809          SX809

等 ● 一静〕▼］ｓｘ８０９

的ＳＸ８０９　　　▲工一一一一｝ｍ珈

一一）的螂

金 ▲
‖∝08095
SX80Ⅸ 1/1)

一一一一一
呻ＳＸ３０９

一一一）ｍｓｘ８０９
血08112
SX809

ｍ繋

第 8次調査 写真図版-14

臓ＳＸ

‐Ｏ

ｍ

臓

ＳＸ

246



第6章 ―第8次調査―

朧
ＳＸ

知

∞

朧

ＳＸ

躙
ＳＸ

蝦誌]

蜘蜘　　　　鰤珈
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